
 

 
 

 

 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

日時：2018 年 7 月 29 日(日)  
場所：福井県立大学 永平寺キャンパス 

 
 

セミナー内容 
 
9:50〜10:00 開会の挨拶･････････････････････････････････････････････････････････平谷 美智夫                

                                平谷こども発達クリニック 院長 

10:00〜11:20 ディスレクシアとは-音韻の問題に焦点をあてて-･･･････････････････････････原 惠子                         

上智大学 言語科学研究科 准教授 

11:30〜12:30 ディスレクシア 350 例の背景因子の検討及び総合的な支援･･････････････平谷 美智夫 

平谷こども発達クリニック 院長 

13:30〜14:50 ひとりの困ったをみんなのよかったに変える教育とは 

〜インクルーシブ教育が目指す目的の共有を〜･･････････････････････････････神山 忠 

岐阜市立鶉学校 主幹教諭 

15:00〜16:00 福井県特別支援教育センターのディスレクシア支援の取組････････････････為国 順治 

福井県特別支援教育センター 指導主事 

16:10〜17:00 平谷こども発達クリニック取り組み紹介（クリニックスタッフ） 

① ディスレクシア診断のための読み・書き評価･････････････････････････････榊 智史 

言語聴覚士 

② 支援器機グループ教室：学校現場で活用出来るアプリ･････････････････････堀内 萌 

言語聴覚士 

③ ディスレクシア生徒を対象とする学習支援室･･･････････････････････････竹内 正宏 

元特別支援学級担任 

17:00〜17:20 質疑応答 

17:20〜17:30 閉会の挨拶････････････････････････････････････････････････････････平谷 美智夫 

平谷こども発達クリニック 院長 
 
 
 
 
 

主 催:平谷こども発達クリニック 
後 援：一般社団法人 日本 LD 学会 

一般財団法人 特別支援教育士資格認定協会 
 
 

第１回 ディスレクシアセミナー  
in Fukui 

～発達性ディスレクシアの臨床と支援～ 

プログラム 資料集 



セミナー開催にあたって 
 

Dyslexia（読字障害）は、世界のすべての地域で確認され人口の３〜７％に見られる、学習障害のなかで最

も頻度が高い障害です。言語によっても現れ方が異なり、英語圏で頻度が高く研究も進んでいます。日本では、

長い間その頻度は低いと思われ診断も対応も遅れています。平谷こども発達クリニックでは Dyslexia を重要

なテーマとして実践し、2018 年 3 月までに約 350 例を診断、日本においても決して稀な疾患ではなく、多く

の子どもたちが単にやる気がないあるいは併存する注意欠如多動症や自閉スペクトラム症に隠され見逃され

ていることを報告してきました。福井県特別支援教育センターは、学校訪問を主体とした教育相談を多く行う

中で、Dyslexia の児童生徒の支援にも携わっています。当クリニックとセンターおよび学校が連携して“教育

場面での合理的な配慮”が実施されるようになってきています。平仮名・カタカナ・漢字・英語と 4 種類の文

字を扱う日本語文化圏での Dyslexia の研究と教育は我々の課題です。 

発達障害＝学習障害（LD）と一括されていた時代を経て、近年は自閉症スペクトラム障害（広汎性発達障害

と呼ばれていた）や ADHD が注目を浴び Dyslexia は稀な疾患であると誤った観念が流布し注目されないまま

時間が過ぎました。私は前職の福井県小児療育センターでは、学習障害（当時 Dyslexia 概念は私の中でも希

薄でしたが）に正面から取り組むことは不可能と判断して、ADHD や自閉症スペクトラムの臨床に携わってい

ました。2001 年、現在地にクリニックを開設したとき、Dyslexia を臨床の柱に据え、日本の第一人者である

大石敬子先生（当時宇都宮大学教授）を定期的に福井に招請しました。当クリニックでの Dyslexia の第 1 例

目を 2004 年第 4 回日本ディスレクシア研究会に発表しました。以後わが国の dyslexia 研究の進歩と並行し、

特別支援教育センターとも協力する形でクリニックの診断・療育支援体制も整備されてきました。 

本日の講義内容から 

原先生から Dyslexia の基本的な病態である音韻に焦点をあててお話していただき、350 例の Dyslexia 診

断例を通して発達障害全般の中での Dyslexia の位置づけと医学と教育の連携した支援について私が報告しま

す。午後からは、Dyslexia を持つ人の苦労を自ら体験し乗り越えてこられた神山先生に当事者としてまた教員

としてお話していただきます。Dyslexia のお子様をお持ちの保護者さまに勇気を与えていただけると思いま

す。私は全国多くの地方の療育体制の実体を知る人間として、福井県特別支援教育センターの発達障害児童へ

支援のレベルは日本一であると常々思っています。Dyslexia の指導の中心的な役割を果たしてこられた為国

先生にセンターの取り組みをお話ししていただきます。最後に平谷子ども発達クリニックでの取り組みを言語

療法士の榊君より読み書き評価を、支援機器グループの活動を同じく言語聴覚士の堀内さんより報告していた

だきます。最後に竹内先生より学習支援室について報告します。竹内先生は、昨年 3 月まで福井市内の特別支

援学級を担当されていましたが、2017 年 4 月より平谷子ども発達クリニック学習支援室を担当していただい

ています。 

本日は、西は九州から東は東京まで Dyslexia に関心のある多くの方にご参加いただいています。また、メ

イン会場では教員や療育関係者、サブ会場では Dyslexia の生徒のお父さんやお母さんがライブで参加してい

ます。Dyslexia の生徒の親と先生が同じ講義を聴くことで 9 月からの教室での支援がさらに充実することを

期待しています。 

 

                  2018.7.29 平谷こども発達クリニック 理事長 平谷美智夫 

                        セミナー事務局責任者   山名寿美子（言語聴覚士） 

 

＜講師紹介＞ 

原 惠子 氏（上智大学言語科学研究科 准教授） 

言語聴覚士。専門は小児の言語・コミュニケーション障害。20 年以上にわたり、発達障害のある児童が多く受診するクリ

ニックで、ディスレクシアのある児童の評価と指導に携わる。2010 年より現職。言語聴覚士の育成と、ディスレクシアの

障害メカニズムの解明と指導法の開発をテーマに研究に取り組んでいる。主な著書：『ディスレクシア入門』（共著、日本

評論社）、『言語治療ハンドブック』（共著、医歯薬出版）、『発達的視点からことばの障害を考える』（チャールズ・ヒュー

ム、マーガレット・J・スノウリング著、原監訳）（上智大学出版）など  

 

神山 忠 氏（岐阜市立鶉小学校 主幹教諭） 

ご自身に読み書き障害（ディスレクシア）の特性があり、学齢期には学習上の困難、いじめ、非行などを経験されまし

た。高校卒業後は自衛隊に入隊し、夜間の短大に通って教員免許を取得されました。その後、中学校で 12 年間（通常学

級・特別支援学級担任）、特別支援学校で 13 年間勤務されています。15 年前にはご自身に読み書き障害があることを

カミングアウトされ、それ以降「誰もが適切な教育が受けられるように」という思いを胸に各地で講演活動を行っておら

れます。国の委託事業を受けて DAISY 教科書の開発普及などにも携わっておられます。主な著書（共著）：「発達障害

のある学生支援ガイドブック」（ジアース教育新社）「こんなサポートがあれば！２」（エンパワメント研究所） 
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今回はディスレクシアについての各種資料を印刷しておきました。 



限局性学習症/限局性学習障害 Specific Learning Disorder 

DSM-5 精神疾患の診断・統計マニュアル 

（DIAGNOSTIC AND STATISTICANUAL OF MENTAL DISORDERS） 

限局性学習症／限局性学習障害 診断基準 

A.学習や学業的技能の使用に困難があり、その困難を対象とした介入が提供されているにもかかわらず、以

下の症状の少なくとも1つが存在し、少なくとも6カ月間持続していることで明らかになる 

(1)不的確または速度が遅く、努力を要する読字(例：単語を間違ってまたはゆっくりとためらいがちに音読す

る、しばしば言葉を当てずっぽうに言う、言葉を発音することの困難さをもつ) 

(2)読んでいるものの意味を理解することの困難さ(例：文章を正確に読む合があるが、読んでいるもののつな

がり、関係、意味するもの、またはより深い意味を理解していないかもしれない) 

(3)綴字の困難さ(例：母音や子音を付け加えたり、入れ忘れたり、置き換えたりするかもしれない) 

(4)書字表出の困難さ(例：文章の中で複数の文法または句読点の間違いをする、段落のまとめ方が下手、思考

の書字表出に明確さがない) 

(5)数字の概念、数値、または計算を習得することの困難さ(例：数字、その大小、および関係の理解に乏し

い、 1桁の足し算を行うのに同級生がやるように数学的事実を思い浮かべるのではなく指を折って数える、

算術計算の途中で迷ってしまい方法を変更するかもしれない) 

(6)数学的推論の困難さ(例：定量的問題を解くために、数学的概念、数学的事実、または数学的方法を適用す

ることが非常に困難である) 

B.欠陥のある学業的技能は、その人の暦年齢に期待されるよりも、著明にかつ定量的に低く、学業または職

業遂行能力、または日常生活活動に意味のある障害を引き起こしており、個別施行の標準化された到達尺

度および総合的な臨床評価で確認されている。 17歳以上の人においては、確認された学習困難の経歴は

標準化された評価の代わりにしてよいかもしれない。 

C .学習困難は学齢期に始まるが、欠陥のある学業的技能に対する要求が、その人の限られた能力を超えるま

では完全にはらかにはならないかもしれない(例：時間制限のある試験、厳しい締め切り期限内に長く複

雑な報告書を読んだり書いたりすること、過度に重い学業的負荷). 

D.学習困難は知的能力障害群、非矯正視力または聴カ、他の精神または神経疾患、心理社会的逆境、学業的

指導に用いる言語の習熟度不足、または不適切な教育的指導によってはうまく説明されない。 

注： 4つの診断基準はその人の経歴(発達歴、病歴、家族歴、教育歴)、成績表、および心理教育的評価の臨

床的総括に基づいて満たされるべきである。 

◆コードするときの注：障害されているすべての学習領域と下位技能を特定せよ。1つ以上の領域が障害さ

れている場合、以下の特定用語に従って個別にそれぞれコードするべきである◆該当すれば特定せよ 

315.00 (F81.0)読字の障害を伴う 

読字の正確さ 

読字の速度または流暢性 

読解カ 

注：失読症は単語認識の正確さまたは流暢性の問題、判読や綴字の能力の低さにより特徴づけられる

学習困難の様式について用いられる代替用語である。失読症がこの特別な困難さの様式を特定するた

めに用いられた場合、読解カまたは数学的推理といった付加的な困難さを特定することも重要であ

る。 
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315.2 (F81.81 )書字表出の障害を伴う 

綴字の正確さ 

文法と句読点の正確さ 

書字表出の明確さまたは構成カ  

315.1 (F81.2)算数の障害を伴う 

数の感覚 

数学的事実の記憶 

計算の正確さまたは流暢性 

数学的推理の正確さ 

注：失算症は数値情報処理、数学的事実の学習、および正確または流暢な計算の実行の問題に特徴づ

けられ た困難さの様式について用いられる代替用語である。失算症がこの特別な算数の困難さの様

式を特定するために用いられる場合、数学的推理または語の推理の正確さの困難といった付加的な困

難さを特定することも重要である。 

◆現在の重症度を特定せよ 

軽度： 1つまたは2つの学業的領域における技能を学習するのにいくらかの困難さがあるが、特に学齢期

では、適切な調整または支援が与えられることにより補償される。またはよく機能することができるほど

軽度である。 

中等度： 1つまたは複数の学業的領域における技能を学習するのに際立った困難さがあるため、学齢期に集

中的に特別な指導が行われる期間がなければ学業を習熟することは難しいようである。学校、 職場、または

家庭での少なくとも1日のうちの一部において、いくらかの調整または支援が、活動を正確かつ効率的にや

り遂けるために必要であろう。 

重度：複数の学業的領域における技能を学習するのに重度の困難さがあるため、ほとんど毎学年ごとに集中

的で個別かっ特別な指導が継続して行われなけれは.それらの技能を学習することは難しいようである.家庭.

学校.または職場で適切な調整または支援がいくつも次々と用意されていても.すべての活動を効率的にやり遂

げることはできないであろう. 

記録の手順 

障害されている学習領域と限局性学習症の下位技能の,おのおのを記載しなければならない. ICD のコードを

つける必要があるため,読字の障害,書字表出の障害,算数の障害を,それぞれと対応する下位技能の障害ととも

に,別々にコードをつけなければならない,例えば,読字障害と算数障害があり,下位技能として,読字の速度や流

暢性,読解カ,計算の正確さや流暢性,および数学的推理の正確さにおける障害を認める場合は,「引5.00 

(F81.0)読字障害を伴う限局性学習症,読字の速度または流暢性の障害および読解力の障害を伴う」,および

「315.1 (F81.2)算数障害を伴う限局生学習症,計算の正確さまたは流暢性の障害および数学的推理の正確さの

障害を伴う」としてコードし記録される 
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能
力
に
影
響

を
与
え
る
よ
う
な

,遺
伝
的

,後
成
的

,お
よ
び
環
境
的
要
因
の
相
互
作
用
が
あ
げ
ら
れ
る

.

・
限
局
性
学
習
症
の
本
質
的
な
特
徴
の

1
っ
と
し
て

,長
年
に
わ
た
る
正
規
の
学
校
教
育
期
間

(す
な
わ
ち

,発
達
期

)中
に
始
ま
り

,基
本
と
な
る
学
業
的

技
能
を
学
習
す
る
こ
と
の
持
続
的
な
困
難
さ

(基
準

A
)が
あ
げ
ら
れ
る

. 基
本
的
な
学
業
的
技
能
と
し
て
は

,単
語
を
正
確
か
っ
流
暢
に
読
む
こ
し
読
解

カ
,書
字
表
出
お
よ
び
綴
字

,算
数
の
計
算

,そ
し
て
数
学
的
推
理

(数
学
的
問
題
を
解
く
こ
と

)が
含
ま
れ
る

.脳
の
成
熟
に
伴
っ
て
現
れ
る
発
達
の
里
程

標
と
し
て
獲
得
さ
れ
る
話
す
こ
と
や
歩
く
こ
と
と
は
対
照
的
に

,学
業
的
技
能

(例
:読
字

,綴
字

,書
字

, 計
算

)は
,明
確
に
教
え
ら
れ
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
あ
る

.限
局
性
学
習
症
は
学
業
的
技
能
を
学
習
す
る
と
い
う
正
常
な
様
式
が
崩
れ
る
が

,そ
れ
は
単
に
学
習
機
会
の
不
足
ま
た
は
不
適

切
な
教
育
の
結
果
で
は
な
い

. こ
れ
ら
の
基
本
的
な
学
業
的
技
能
を
習
得
す
る
こ
と
の
困
難
さ
は

,他
の
教
科

(例
.歴
史

,理
科

,社
会
科

)の
学
習
を
妨

げ
る
こ
と
も
あ
る
が

,こ
れ
ら
の
問
題
は
根
底
に
あ
る
学
業
的
技
能
を
学
習
す
る
こ
と
の
困
難
さ
に
起
因
し
て
い
る

.そ
の
人
の
言
語
の
音
声
に
文
字
を

当
て
は
め
る
こ
と
一

-一
文
字
に
な
っ
た
言
葉
を
読
む
こ
と
ー
ー
ー
を
学
習
す
る
こ
と
の
困
難
さ

(し
ば
し
ば
失
読
症
と
呼
ば
れ
る

)は
,限
局
性
学
習
症

の
最
も
一
般
的
な
徴
候
の

1
つ
で
あ
る

.学
習
困
難
は

,観
察
可
能
で
記
述
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
や
症
状
と
し
て
現
れ
る

(基
準

~ 
A

6
に
記
載
さ
れ
た
と

お
り

) 
. こ
れ
ら
の
臨
床
的
な
症
状
は

,観
察
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
り

,臨
床
面
接
に
よ
っ
て
わ
か
っ
て
き
た
り

,成
績
表

,評
価
尺
度

,過
去
の
教
育
的
ま

た
は
心
理
学
的
評
価
の
記
述
な
ど
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
り
す
る
だ
ろ
う

.学
習
困
難
は
持
続
的
で
あ
っ
て

,一
時
的
な
も
の
で
は
な
い

.小
児
期
や
思

春
期
の
子
ど
も
に
お
い
て
、
、
持
続
的

"と
は

,家
庭
や
学
校
で
特
別
な
援
助
を
提
供
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

,学
習
に
お
け
る
進
展
が

6
カ
月
以
上
制

限
さ
れ
て
い
る
こ
と

(す
な
わ
ち

,そ
の
人
が
同
級
生
に
追
い
つ
い
て
い
る
証
拠
が
な
い
こ
と

)と
定
義
さ
れ
る

.例
え
ば

,単
語
を
読
む
学
習
の
困
難
さ
は

,
音
声
学
的
技
能
や
識
字
技
法
の
教
育
が
施
さ
れ
て
も
十
分
に
ま
た
は
速
や
か
に
改
善
さ
れ
な
い
と
き

,限
局
性
学
習
症
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い

.毎
学
年
の
通
知
表

,そ
の
子
ど
も
の
評
価
済
み
課
題

,履
修
課
程
に
基
づ
い
た
成
績

,ま
た
は
臨
床
面
接
な
ど
が

,持
続
的
な
学
習
困
難
の
証
拠

に
な
る
か
も
し
れ
な
い

.成
人
に
お
い
て
は

,持
続
的
な
困
難
さ
と
は

,小
児
期
ま
た
は
思
春
期
に
明
ら
か
と
な
る
読
み
書
き
や
計
算
の
技
能
に
お
け
る

困
難
さ
が
現
在
も
継
続
し
て
い
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

,そ
れ
は
通
知
表

,評
価
済
み
の
課
題

,ま
た
は
過
去
に
受
け
た
全
体
的
評
価
な
ど
の
累
積

さ
れ
た
証
拠
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る

.

D
SM

-5
限
局
性
学
習
症
の
解
説
部
分
を

1
2
枚
の
ス
ラ
イ
ド
に
そ
の
ま
ま
転
記
し
ま
し
た
。

1

診
断
的
特
徴
（

2-
3）

2
番
目
の
本
質
的
な
特
徴
は

,障
害
の
あ
る
学
業
的
技
能
で
は
そ
の
人
の
成
績
が
そ
の
年
齢
の
平
均
よ
り
も
十
分
に
低
い
こ
と
で
あ

る
(基
準

B
).
学
業
的
技
能
を
学
習
す
る
困
難
に
つ
い
て
の
強
固
な
臨
床
的
指
標
の

1
つ
は

,そ
の
年
齢
よ
り
低
い
学
業
成
績
や

,並
外

れ
て
高
水
準
の
努
力
や
支
援
が
あ
っ
た
と
き
だ
け
普
通
の
成
績
を
維
持
で
き
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る

.子
ど
も
に
お
い
て
は

,低
い
学

業
的
技
能
は
学
業
成
績
を
明
ら
か
に
妨
げ
る

(通
知
表
や
教
師
に
よ
る
評
点
や
評
価
で
示
さ
れ
る
よ
う
に

).
そ
の
他
の
臨
床
的
指
標

と
し
て
は

,特
に
成
人
に
お
い
て

,そ
の
学
業
的
技
能
を
要
す
る
活
動
を
避
け
る
こ
と
で
あ
る

.成
人
期
に
お
い
て
も

,低
い
学
業
的
技
能

は
職
業
成
績
や
そ
れ
ら
の
技
能
を
要
す
る
日
常
活
動
を
妨
げ
て
い
る

(自
己
評
価
や
他
者
評
価
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
よ
う
に

).
し
か
し

,
こ
の
診
断
基
準
に
は

,心
理
測
定
的
な
証
拠
が
必
要
で
あ
る

.そ
れ
は
個
別
に
施
行
さ
れ

,心
理
測
定
的
に
信
頼
す
る
に
足
る
も
の
で

,
か
っ
文
化
的
に
適
切
な
学
業
到
達
度
テ
ス
ト
で

,一
般
水
準
ま
た
は
診
断
基
準
に
対
応
し
た
も
の
に
よ
る

.学
業
的
技
能
は

1
つ
の
連

続
体
と
し
て
分
布
す
る
た
め

,そ
の
人
が
限
局
性
学
習
症
を
も
っ
か
も
た
な
い
か
を
鑑
別
で
き
る
固
有
の
境
界
点
は
存
在
し
な
い

.こ
の
よ
う
に

,明
ら
か
に
低
い
学
業
成
績
を
構
成
し
て
い
る
も
の

(例
・年
齢
で
期
待
さ
れ
る
よ
り
十
分
低
い
学
業
的
技
能

)を
特
定
す
る
た

め
に
使
用
さ
れ
る
閾
値
は

,ど
れ
も
が
か
な
り
の
程
度
で
恣
意
的
な
も
の
で
あ
る

.あ
る
学
習
領
域
内
に
お
い
て

, 1
つ
以
上
の
標
準
化

さ
れ
た
検
査
ま
た

1
ま
下
位
検
査
で
の
到
達
度
が
低
い
得
点
で
あ
る
こ
と

(つ
ま
り

,そ
の
年
齢
に
お
け
る
一
般
人
口
の
平
均
値
よ
り

1
.5
標
準
偏
差
以
下

,標
準
得
点
換
算
で

7
8以
下

, 7
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
以
下

)は
,診
断
の
確
実
性
を
最
も
高
め
る
も
の
と
し
て
必
要
と

さ
れ
る

.し
か
し

,正
確
な
得
点
は
用
い
ら
れ
た
個
々
の
標
準
化
検
査
に
よ
っ
て
異
な
る
だ
ろ
う

.学
習
困
難
が

,臨
床
評
価

,学
歴

,通
知

表
,テ
ス
ト
の
得
点
な
ど
か
ら
ま
と
め
ら
れ
た
証
拠
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
場
合
に
は

,臨
床
判
断
に
基
づ
い
て

,許
容
性
の
よ
り
大
き
な

閾
値
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る

(例
そ
の
年
齢
に
お
け
る
一
般
人
口
の
平
均
値
よ
り
ユ

0
 ~

 2
.5
標
準
偏
差
低
い

).
さ
ら
に
標
準
化
検

査
は
す
べ
て
の
言
語
で
利
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
た
め

,診
断
は

,利
用
可
能
な
検
査
法
に
お
け
る
得
を
臨
床
的
に
判
断
す
る
こ
と

に
一
部
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

.

2

診
断
的
特
徴
（

3-
3）

3
つ
目
の
核
と
な
る
特
徴
は

,大
多
数
の
人
で
学
習
困
難
が
低
学
年
の
う
ち
に
容
易
に
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
る

(基
準

c)
.し
か
し

,一
部
の
人
で
は

,学
習
的
要
求
が
増
大
し
て
そ
の
人
の
限
ら
れ
た
能
力
を
超
え
て
し
ま
う
高
学
年
に
な
る
ま
で

,
学
習
困
難
が
完
全
に
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る

.
他
の
本
質
的
な
診
断
的
特
徴
は

,学
習
困
難
が

4
つ
の
理
由
で

"特
異
的

"と
み
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る

.そ
の

1 
つ
目
の
理

由
は

,そ
れ
ら
が
知
的
能
力
障
害
群
〔
知
的
能
力
障
害

(知
的
発
達
症

) ,
全
般
的
発
達
遅
延

,聴
覚
ま
た
は
視
覚
障
害

,あ
る
い
は
神
経
系
ま
た
は
運
動
症
群
〕に
よ
ら
な
い
こ
と
で
あ
る

(基
準

D
).
限
局
性
学
習
症
は

, そ
の
他
の
面
で
は
正
常
水

準
の
知
的
機
能
〔一
般
に

,お
お
む
ね

70
以
上
の

IQ
得
点
と
評
定
さ
れ
る

(士
5
点
の
測
定
誤
差
は
許
容
さ
れ
る

)〕
を
示
す

人
の
学
習
に
影
響
を
及
ば
す

.限
局
性
学
習
能
力
の
困
難
が

,知
的
能
力
障
害
や
全
般
的
発
達
遅
延
で
み
ら
れ
る
よ
う
な

よ
り
全
般
的
な
学
習
困
難
の
一
部
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で

, “
予
期
せ
ぬ
学
業
不
振
”と
い
う
表
現
が

,限
局
性
学
習
症

の
特
徴
を
定
義
す
る
際
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る

.限
局
性
学
習
症
は

,知
的
に
“才
能
が
あ
る

"と
さ
れ
た
人
に
も
起
こ
り

う
る

.こ
の
よ
う
な
人
達
は

,学
習
上
の
要
求
や
評
価
方
法

(例
:時
間
制
限
の
あ
る
試
験

)に
よ
っ
て
必
修
課
題
を
学
習
し

た
り
達
成
し
た
り
す
る
こ
と
に
障
壁
が
も
た
ら
さ
れ
る
ま
で
は

,代
償
的
な
方
法

,並
外
れ
て
高
水
準
の
努
力

,ま
た
は
支
援

に
よ
っ
て

,見
か
け
上
は
十
分
な
学
業
機
能
を
維
持
で
き
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

. 2
つ
目
の
理
由
は

,そ
の
学
習
困
難
が

,
経
済
的
ま
た
は
環
境
的
不
利
益

. 長
期
間
の
欠
席

,ま
た
は
そ
の
人
の
地
域
社
会
に
お
い
て
通
常
提
供
さ
れ
る
よ
う
な
教

育
の
不
足
と
い
っ
た

.よ
り
一
般
的
な
外
的
要
因
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る

. 3
つ
目
の
理
由
は

,そ
の
学
習

困
難
が

,学
業
的
技
能
を
学
習
す
る
こ
と
に
お
け
る
問
題
に
し
ば
し
ば
関
連
す
る
が
神
経
学
的
徴
候
の
存
在
に
よ
っ
て
区

別
で
き
る
よ
う
な
神
経
疾
患

(例
:小
児
脳
卒
中

)ま
た
は
運
動
症
群

,ま
た
は
視
覚
ま
た
は
聴
覚
障
害
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る

.最
後
の
理
由
は

,そ
の
学
習
困
難
が

1
つ
の
学
業
的
技
能
や
領
域

(例
:単
語
を
読
む
こ
と

,数
値
を

訂
正
し
た
り
計
算
し
た
り
す
る
こ
と

)に
限
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

3

包
括
的
な
評
価
が
必
須
で
あ
る
.限
局
性
学
習
症
は
,正
規
の
教
育
が
開
始
さ
れ
た
後
に
の
み
診
断
が
可
能
と
な

る
が
,そ
の
始
ま
り
が
正
規
の
学
校
教
育
の
期
間
中
(す
な
わ
ち
,発
達
期
)だ
と
い
う
証
拠
が
あ
れ
ば
,小
児
期
,
思
春

期
,ま
た
は
成
人
期
以
降
の
い
ず
れ
の
時
点
に
お
い
て
も
診
断
は
可
能
で
あ
る
.限
局
性
学
習
症
の
診
断
に
十
分

な
唯
一
の
情
報
源
と
い
う
も
の
は
な
い
む
し
ろ
,限
局
性
学
習
症
は
,過
去
お
よ
び
現
在
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
学
習
困

難
歴
,そ
の
困
難
さ
が
学
業
的
,職
業
的
,ま
た
は
社
会
的
機
能
に
与
え
る
影
響
,過
去
ま
た
は
現
在
の
通
知
表
,学
業

的
技
能
を
要
す
る
作
品
集
,履
修
課
程
に
基
づ
い
た
評
価
,お
よ
び
過
去
ま
た
は
現
在
に
お
け
る
個
々
に
標
準
化
さ

れ
た
学
業
成
績
検
査
の
点
数
と
い
っ
た
,そ
の
人
の
病
歴
,発
達
歴
,教
育
歴
,お
よ
び
家
族
歴
の
総
括
に
基
づ
い
た

臨
床
診
断
で
あ
る
.も
し
,知
能
,感
覚
系
,神
経
系
,ま
た
は
運
動
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
,限
局
性
学
習
症
の
臨
床
評
価

を
行
う
際
に
は
そ
れ
ら
の
疾
患
に
対
す
る
適
切
な
手
法
も
組
み
込
む
べ
き
で
あ
る
.し
た
が
っ
て
,包
括
的
評
価
に
は

限
局
性
学
習
症
と
心
琿
認
知
機
能
評
価
に
精
通
し
た
専
門
家
が
か
か
わ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
.限
局
性
学
習
症

は
通
常
成
人
期
ま
で
持
続
す
る
た
め
,学
習
困
難
の
顕
著
な
変
化
(改
善
ま
た
は
増
悪
)が
認
め
ら
れ
た
り
,特
別
な

目
的
で
求
め
ら
れ
た
り
し
な
け
れ
ば
,再
評
価
は
め
っ
た
に
必
要
と
さ
れ
な
い
.

4
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診
断
を
支
持
す
る
関
連
特
徴

就
学
前
の
期
間
に
お
い
て

,常
に
で
は
な
い
が
し
ば
し
ば

,注
意

,言
語

,ま
た
は
運
動
技
能
の
遅
れ
が
限
局
性
学
習
症
に
先
行
し

,そ
れ

が
持
続
し
て
限
局
性
学
習
症
に
併
発
す
る
場
合
が
あ
る

.描
画

,デ
ザ
イ
ン

,お
よ
び
そ
の
他
の
視
空
間
に
関
す
る
能
力
は
平
均
以
上
の

能
力
で
あ
る
の
に

,読
字
は
速
度
が
遅
く

,努
力
を
要
し

,そ
し
て
不
正
確
で
あ
り

,さ
ら
に
読
解
力
や
書
字
表
出
力
が
乏
し
い
と
い
っ
た
よ
う

に
,能
力
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
む
ら
が
あ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る

.限
局
性
学
習
症
を
も
つ
人
は

, (
常
に
で
は
な
い
が

)一
般
的
に

,認
知

処
理
の
心
理
学
的
検
査
に
お
い
て
低
い
成
績
を
示
す

.し
か
し

,こ
れ
ら
の
認
知
的
な
異
常
が

,学
習
困
難
の
原
因
な
の
か

,関
連
し
た
も

の
な
の
か

,あ
る
い
は
結
果
な
の
か
は

,不
明
な
ま
ま
で
あ
る

.ま
た

,読
字
の
学
習
困
難
に
関
連
し
た
認
知
的
欠
陥
に
つ
い
て
は
十
分
な

裏
づ
け
が
あ
る
が

,限
局
性
学
習
症
の
他
の
徴
候

(例
:読
解
カ

,算
数
計
算

,書
字
表
出

)に
関
連
し
た
認
知
的
欠
陥
は
十
分
特
定
さ
れ

て
い
な
い
か

,わ
か
っ
て
い
な
い

.さ
ら
に

,類
似
し
た
行
動
上
の
症
状
ま
た
は
検
査
の
得
点
を
も
つ
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
認
知
的
な
欠
陥
を

伴
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り

, こ
の
よ
う
な
処
理
の
欠
陥
の
多
く
は
他
の
神
経
発
達
症

(例
:注
意
欠
如
・
多
動
症

,自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ

ム
症

,コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
症
群

,発
達
性
協
調
運
動
症

)で
も
認
め
ら
れ
る

.し
た
が
っ
て

,認
知
処
理
の
欠
陥
の
評
価
は
診
断
的
評
価

に
必
須
で
は
な
い

.限
局
性
学
習
症
は

,子
ど
も

,青
年

,お
よ
び
成
人
に
お
け
る
自
殺
念
慮
お
よ
び
自
殺
企
図
の
危
険
性
の
増
加
に
関

連
し
て
い
る

.
限
局
性
学
習
症
に
つ
い
て
は
既
知
の
生
物
学
的
指
標
は
な
い

.集
団
と
し
て
は

,限
局
性
学
習
症
を
も
つ
人
は

,認
知
処
理

,脳
構
造
お

よ
び
脳
機
能
に
お
い
て
限
局
性
の
変
化
を
示
す

.遺
伝
的
差
異
も
集
団
レ
ベ
ル
に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
る

.し
か
し

,認
知
機
能
検
査

,神
経
画
像

,ま
た
は
遺
伝
子
検
査
は

,現
時
点
で
は
診
断
に
有
用
で
は
な
い

.
有
病
率

読
字

,書
字

,お
よ
び
算
数
の
学
習
領
域
に
わ
た
る
限
局
性
学
習
症
の
有
病
率
は

,異
な
る
言
語
や
文
化
に
ま
た
が
る
学
齢
期
の
子
ど
も

に
お
い
て

5
 ~

 1
5

%
で
あ
る

.成
人
に
お
け
る
有
病
率
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が

,約
4

%
の
よ
う
で
あ
る

.
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症
状
の
発
展
と
経
過

限
局
性
学
習
症
は

,子
ど
も
が
読
字

,綴
字

,書
字

,お
よ
び
算
数
を
学
ん
で
い
る
小
学
校
の
年
齢
で
発
症
し

,気
づ
か
れ

,そ
し
て
診
断
さ
れ
る

.し
か
し

,言
語
の
遅
れ
ま
た
は
欠
陥

,韻
を
踏
む
こ
と
ま
た
は
数
え
る
こ
と
で
の
困
難

,ま
た
は
書
字
に
必

要
と
さ
れ
る
微
細
運
動
技
能
の
困
難
な
ど
の
前
兆
は

,正
規
の
学
校
教
育
が
開
始
さ
れ
る
前
の
幼
児
期
に
起
こ
る
こ
と
が

多
い

.徴
候
は
行
動
に
現
れ
る
こ
と
も
あ
る

(例
:学
習
に
携
わ
る
の
を
嫌
が
る
こ
と

,反
抗
的
行
動

).
限
局
性
学
習
症
は
生

涯
持
続
す
る
が

,そ
の
経
過
や
臨
床
表
現
は
多
様
で
あ
り

,そ
の
環
境
の
課
題
要
求
水
準

,そ
の
人
の
学
習
困
難
の
範
囲

お
よ
び
重
症
度

,そ
の
人
の
学
習
能
力

,併
存
症

,利
用
可
能
な
支
援
制
度
お
よ
び
介
人
な
ど
の
相
互
作
用
な
ど
に
よ
っ
て

変
化
す
る
部
分
が
あ
る

.と
は
い
え

,日
常
生
活
に
お
け
る
読
字
の
流
暢
性
や
読
解
カ

,綴
字

,書
字
表
出

,数
字
に
関
す
る

技
能
な
ど
の
問
題
は
一
般
に
成
人
期
ま
で
持
続
す
る

.
症
状
の
徴
候
の
変
化
が
年
齢
と
と
も
に
起
こ
る
た
め

,限
局
性
学
習
症
を
も
つ
人
は

,生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
困
難
が
持
続

的
ま
た
は
変
動
的
に
続
く
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

.
学
齢
期
前
の
子
ど
も
に
み
ら
れ
る
こ
と
の
あ
る
症
状
の
例
に
は

,言
語
音
声
を
伴
う
ゲ
ー
ム

(例
:繰
り
返
す

, 韻
を
踏
む

)で
遊
ぶ
こ
と
に
興
味
が
な
い
こ
と
が
あ
り

,童
謡
を
覚
え
る
の
に
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
る

.限
局
性
学
習
症
を
も
つ
就
学
期
前
の

子
ど
も
は

,幼
児
語
や
誤
っ
た
発
音
の
語
を
多
用
し

,文
字

!数
字

,ま
た
は
曜
日
の
名
称
を
覚
え
る
の
に
苦
労
す
る
こ
と
が

あ
る

.彼
ら
は
自
分
の
名
前
の
文
字
を
認
識
で
き
ず

,数
を
数
え
る
こ
と
を
学
ぶ
の
に
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
る

.限
局
性
学
習

症
を
も
つ
幼
稚
園
年
代
の
子
ど
も
は

,文
字
を
認
識
し
た
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

,自
分
の
名
前
を
書
く
こ
と
が
で

き
な
い

,ま
た
は
創
作
し
た
綴
り
を
使
う
場
合
が
あ
る

. 彼
ら
は

,話
し
言
葉
を
音
節
に
分
解
す
る
こ
と

(例
:"

co
w

b
o

y"
を
を
。

w
"と

"b
o

y"
に
分
け
る

)や
韻
を
踏
む
語

(例
:c

at
, b

at
, h

at
)を
認
識
す
る
こ
と
に
苦
労
す
る
か
も
し
れ
な
い

.幼
稚
園
年
代

の
子
ど
も
は

,文
字
と
そ
の
発
音
を
結
び
付
け
る
こ
と
に
苦
労
し
た
り

(例
: b
と
い
う
文
字
は
“
プ
”
と
発
音
さ
れ
る

) ,
音
素
を

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
〔
例
コ
組
の
語

(例
. d

o
g,

 m
an

, c
ar

)の
ど
れ
が
を

at
"と
同
じ
音
で
始

ま
る
か
わ
か
ら
な
い
〕.
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小
学
生
年
代
の
子
ど
も
に
お
け
る
限
局
性
学
習
症
は

,典
型
的
に
は
文
字
と
音
声
の
対
応

(特
に
英
語
を
話
す
子
ど
も

に
お
い
て

) 
,流
暢
な
単
語
判
読

,綴
字

,ま
た
は
数
学
的
事
実
を
学
習
す
る
こ
と
の
著
し
い
困
難
と
し
て
現
れ

, 音
読
に
時

間
が
か
か
り
不
正
確
で
努
力
を
要
し
た
り

,話
さ
れ
た
ま
た
は
書
か
れ
た
数
字
が
表
す
大
き
さ
の
理
解
に
苦
労
す
る
子
ど

も
も
い
る

.低
学
年

(小
学
校

1 
~ 

3
年
生

)の
子
ど
も
は

,音
素
を
認
識
し
た
り
操
作
し
た
り
す
る
こ
と
で
問
題
が
続
い
て
い
る

か
も
し
れ
ず

,あ
り
ふ
れ
た

1
音
節
の
単
語

(例
え
ば

m
at
や

t叩
)を
読
め
な
い
こ
と
や

,あ
り
ふ
れ
た
不
規
則
な
綴
り
の
単

語
(例

:s
ai

d
, t

w
o

)を
認
識
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

. 彼
ら
は
読
み
間
違
い
を
お
か
す
こ
と
が
あ
り

,そ
れ
は

音
声
と
文
字
を
結
び
付
け
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

(例
:g

o
tを

b
ig
と
読
む

).
ま
た

,数
字
と
文
字
を
続
け

て
並
べ
る
こ
と
に
苦
労
す
る
か
も
し
れ
な
い

. 小
学
校

1
 ~

 3
年
生
の
子
ど
も
は

,数
字
的
事
項

,ま
た
は
足
し
算
や
引
き
算

な
ど
の
計
算
方
法
を
覚
え
る
こ
と
に
苦
労
す
る
場
合
が
あ
り

,読
字
や
算
数
が
難
し
い
と
不
平
を
言
っ
て
そ
れ
を
回
避
す

る
か
も
し
れ
な
い

.中
学
年

(小
学
校

4
 ~

6
年

)で
限
局
性
学
習
症
を
も
っ
子
ど
も
は

,長
い
多
音
節
語
を
誤
っ
て
発
音
し
た

り
,ま
た
は
一
部
を
と
ば
し
て
読
ん
だ
り
す
る
場
合
が
あ
り

(例
: c

o
n

ve
rt

ib
le
を

co
n

ib
le
と
言
う

, a
n

im
al
を

am
in

al
と
言
う

) ,
似
た
響
き
の
単
語
を
混
同
す
る
か
も
し
れ
な
い

(例
: v

o
lc

an
o
を

to
rn

ad
o
と
混
同
す
る

) .
彼
ら
は
日
付

,名
前

,お
よ
び
電

話
番
号
を
覚
え
る
こ
と
に
問
題
を
か
か
え

,宿
題
や
試
験
を
時
間
内
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
苦
労
す
る
か
も
し
れ
な
い

.中
学
年
の
子
ど
も
は

,時
間
が
か
か
り
努
力
を
要
し
不
正
確
に
読
む
こ
と
が
あ
っ
た
り
な
か
っ
た
り
し
て
も

,理
解
力
が
乏
し

い
場
合
が
あ
り

,短
い
機
能
語

(例
: t

h
at

, t
h

e,
 a

n
, ⅲ

)の
読
み
に
苦
労
す
る
か
も
し
れ
な
い

.彼
ら
は
非
常
に
綴
字
が
下

手
で

,書
字
作
品
が
下
手
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い

.彼
ら
は
単
語
の
最
初
の
部
分
を
正
し
く
と
ら
え
る
が

,そ
の
次
を
乱
暴
に

推
測
し
た
り

(例
: c

lo
ve

rを
cl
。
改
と
読
む

) ,
日
読
に
対
し
て
恐
れ
を
い
だ
い
た
り

,ま
た
は
音
読
を
拒
否
し
た
り
す
る
か
も

し
れ
な
い

.
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対
照
的
に

,青
年
は
単
語
の
判
読
を
習
得
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が

,読
字
に
は
や
は
り
時
間
が
か
か
り

,努
力
を
要

し
.読
解
と
書
字
表
出

(綴
字
が
下
手
な
こ
と
含
む

)に
お
い
て
目
立
っ
た
問
題
や

,数
学
的
事
実
ま
た
は
数
学
的
問
題

解
決
に
お
け
る
不
十
分
な
習
熟
度
を
示
す
可
能
性
が
あ
る

.青
年
期
か
ら
成
人
期
に
か
け
て
の
間
に

,限
局
性
学
習

症
を
も
つ
人
は
非
常
に
多
く
の
綴
字
間
違
い
を
し
続
け
る
こ
と
が
あ
り

, 1
単
語
や
一
連
の
文
章
を
の
ろ
の
ろ
と
非
常
に

苦
労
し
な
が
ら

,そ
し
て
多
音
節
語
を
発
音
す
る
困
難
さ
を
伴
い
な
が
ら
読
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い

.彼
ら
は
理
解
し

た
り
要
点
を
得
た
り
す
る
た
め
に

,資
料
を
何
度
も
読
み
返
す
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ず

.書
か
れ
た
文
章
か
ら
推
論
を

す
る
こ
と
に
苦
労
す
る
か
も
し
れ
な
い

.青
年
や
成
人
が

,読
字
ま
た
は
算
数
が
必
要
な
ス
活
動
を
避
け
る
こ
と
が
あ
る

(娯
楽
と
し
て
の
読
書

,説
明
書
を
読
む
こ
と

).
限
局
性
学
習
症
を
も
つ
成
人
は

,綴
冗
字
の
問
題

,時
間
が
か
か
り
努
力

を
要
す
る
読
字

,ま
た
は
仕
事
に
関
係
し
た
書
類
中
の
数
値
情
報
か
ら
重
要
な
推
論
を
行
う
こ
と
の
問
題
な
ど
が
持
続

し
て
い
る

.彼
ら
は

,余
暇
で
も
仕
事
関
連
の
活
動
で
も
読
字
ま
た
は
書
字
を
要
す
る
も
の
を
避
け
た
り

,ま
た
は
印
刷
に

近
い
代
替
手
段
を
用
い
た
り
す
る
場
合
が
あ
る

(例
:文
章
か
ら
音
声

/ 
音
声
か
ら
文
章
へ
の
変
換
ソ
フ
ト

,オ
ー
デ
ィ
オ

ブ
ッ
ク

,視
聴
覚
媒
体

).
他
の
臨
床
表
現
と
し
て
は

,数
の
基
本
的
な
感
覚
を
習
得
で
き
な
い
こ
と

(例
. 1
対
の
数
ま
た
は
点
の
ど
ち
ら
が
よ
り
大

き
い
値
を
示
し
て
い
る
か
を
理
解
す
る
こ
と

)や
識
字
ま
た
は
綴
字
の
習
熟
不
足
の
よ
う
な

,生
涯
に
わ
た
る
限
局
性
の

学
習
困
難
が
あ
げ
ら
れ
る

.学
習
技
能
を
要
す
る
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
を
回
避
ま
た
は
抵
抗
す
る
こ
と
は

,子
ど
も

,
青
年

,成
人
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る

.身
体
愁
訴
や
パ
ニ
ッ
ク
発
作
を
含
む
深
刻
な
不
安
エ
ピ
ソ
ー
ド
ま
た
は
不
安
症
は

生
涯
に
わ
た
り
広
く
み
ら
れ

,限
局
性
お
よ
び
広
範
性
の
学
習
困
難
に
伴
う
も
の
で
あ
る

. 
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危
険
要
因
と
予
後
要
因

環
境
要
因

:早
産
お
よ
び
極
低
体
重
出
生
は

,出
生
前
の
ニ
コ
チ
ン
へ
の
曝
露
と
同
様
に

,限
局
性
学
習
症
の
危
険
性
を

増
加
さ
せ
る

遺
伝
要
因
と
生
理
学
的
要
因

.限
局
性
学
習
症
は

,特
に
読
字

,計
算

,お
よ
び
綴
字
に
影
響
し
て
い
る
場
合

,家
系
に
集

積
す
る
よ
う
で
あ
る

.こ
れ
ら
の
学
習
困
難
を
も
つ
人
の
第
一
度
親
族
で
は

,そ
れ
を
も
た
な
い
人
の
親
族
に
比
べ
て

,読
字
ま
た
は
計
算
の
限
局
性
学
習
症
の
相
対
危
険
度
が
明
ら
か
に
高
い

(例
:そ
れ
ぞ
れ

4 
~ 

8
倍
お
よ
び

5
 ~

 1
0
倍
高
い

).
読
字
困
難

(失
読
症

)の
家
族
歴
と
両
親
の
読
み
書
き
の
能
力
か
ら

,子
ど
も
の
読
み
書
き
の
問
題
ま
た
は
限
局
性
学

習
症
を
予
測
で
き
る
が

,遺
伝
要
因
お
よ
び
環
境
要
因
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
役
割
が
示
唆
さ
れ
て
い
る

.
学
習
能
力
ま
た
は
学
習
能
力
低
下
の
表
現
型
の
ほ
と
ん
ど
カ
皜
い
遺
伝
率
を
示
す
こ
と
を
含
め

(例
:遺
伝
率
は

0
6
以

上
と
推
定
さ
れ
る

) ,
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
言
語
お
よ
び
非
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
言
語
に
お
い
て

,読
字
能
力
お
よ
び
読
字
能
力
低

下
の
両
方
に
高
い
遺
伝
率
が
み
ら
れ
る

.学
習
困
難
の
各
表
現
型
の
間
で
の
共
変
動
は
高
く

, 1
っ
の
表
現
型
に
関
連

す
る
遺
伝
子
は
も
う

1
つ
の
表
現
型
に
も
強
く
関
連
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

.
経
過
の
修
飾
要
因

:就
学
前
の
不
注
意
行
動
に
明
ら
か
な
問
題
が
あ
る
と

,後
の
読
字
お
よ
び
計
算
困
難

(し
か
し
必
す

し
も
限
局
性
学
習
症
と
は
限
ら
な
い

)お
よ
び
学
校
で
の
効
果
的
な
介
入
に
反
応
し
な
い
こ
と
を
予
測
す
る

. 就
学
前
の

会
話
ま
た
は
言
語
の
遅
れ
や
障
害

,ま
た
は
認
知
処
理
の
障
害

(例
:音
韻
認
識

,ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
連
続
呼
称
速

度
)は

,後
の
読
字
や
書
字
表
出
の
限
局
性
学
習
症
を
予
測
す
る

.注
意
欠
如
多
動
症
と
の
併
存
は

, 注
意
欠
如
・
多
動

症
を
伴
わ
な
い
限
局
性
学
習
症
に
比
べ
て

,よ
り
不
良
な
精
神
保
健
上
の
転
帰
が
予
測
さ
れ
る

. 証
拠
に
基
づ
い
た
介

入
を
用
い
て

,系
統
的

,集
中
的
で
個
別
化
さ
れ
た
指
導
に
よ
り

,あ
る
人
で
は
学
習
困
難
を
改
良
ま
た
は
改
善
し

,ま
た

他
の
人
で
は
代
償
的
戦
略
の
使
用
を
促
進
し

,そ
れ
に
よ
っ
て

,介
入
な
し
で
は
不
良
と
な
る
転
帰
を
改
善
さ
せ
る
か
も
し

れ
な
い

.

9

文
化
に
関
連
す
る
診
断
的
事
項

限
局
性
学
習
症
は
言
語

,文
化

,人
種
お
よ
び
社
会
経
済
的
状
況
に
ま
た
が
っ
て
生
じ
る
が

,そ
の
徴
候
は
会
話
お
よ
び
書

字
の
記
号
体
系
や
文
化
的

,教
育
的
習
慣
の
性
質
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
も
あ
る

.例
え
ば

,読
字
や
数
を
扱
う
認
知
処
理

で
の
必
要
条
件
は

,表
記
法
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る

.英
語
で
は

,読
字
の
学
習
困
難
の
観
察
で
き
る
際
立
っ
た
臨
床
的

特
徴
は
単
語
を
不
正
確
に
ゆ
っ
く
り
読
む
こ
と
で
あ
り

,音
声
と
文
字
が
よ
り
直
接
的
に
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
他
の
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
言
語
（
例
：ス
ペ
イ
ン
語
、
ド
イ
ツ
語
）や
非
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
言
語
（例
：中
国
語
、
日
本
語
）で
は
、
ゆ
っ
く
り
だ

が
正
確
な
読
字
で
あ
る
。
英
語
学
習
者
に
お
い
て
は
、
読
字
困
難
の
原
因
が
英
語
の
習
熟
度
不
足
な
の
か
限
局
性
学

習
症
な
の
か
の
考
案
が
、
評
価
に
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
英
語
学
習
者
に
お
け
る
限
局
性
学
習
症
の
危
険
要
因

と
し
て
は

,英
語
学
習
の
困
難
さ
や
同
輩
に
追
い
つ
く
こ
と
の
失
敗
だ
け
で
な
く

,限
局
性
学
習
症
の
家
族
歴
や
母
国
語
の

言
葉
の
遅
れ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る

.文
化
ま
た
は
言
語
の
違
い
が
疑
わ
れ
る
場
合

(例
.英
語
学
習
者
の
場
合
の
よ
う
に

) ,

評
価
で
は
そ
の
人
の
第
一
言
語
ま
た
は
母
国
語
の
言
語
習
熟
度
を
第
二
言
語
の
言
語
習
熟
度
と
同
じ
よ
う
に
考
慮
に

入
れ
る
必
要
が
あ
る

(こ
の
例
の
場
合

,英
語

).
 ま
た

,評
価
で
は
も
と
も
と
の
文
化
と
言
語
に
お
け
る
教
育
歴
お
よ
び
学
習

歴
の
み
な
ら
ず

,そ
の
人
が
生
活
し
て
い
る
言
語
的
お
よ
び
文
化
的
状
況
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る

.
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性
別
に
関
連
す
る
診
断
的
事
項

限
局
性
学
習
症
は

,女
性
よ
り
男
性
に
お
い
て
よ
り
多
く
み
ら
れ

(男
女
比
は
お
よ
そ

2
 : 

1
 ~

 3
 :

 1
の
範
囲

) ,
確
認
時
の
先
入
観

,定
義

や
評
価
法
の
ば
ら
つ
き

,言
語

,人
種

,ま
た
は
社
会
経
済
的
状
況
の
よ
う
な
要
因
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い

.
限
局
性
学
習
症
の
機
能
的
結
果

限
局
性
学
習
症
に
は

,学
力
が
よ
り
低
く

,高
校
中
退
率
が
よ
り
高
く

,高
卒
後
の
教
育
率
が
よ
り
低
く

,心
理
的
苦
痛
の
度
合
い
が
高
く

全
般
的
な
精
神
的
健
康
が
よ
り
不
良
で

,失
業
率
や
不
完
全
雇
用
率
が
よ
り
高
く

,そ
し
て
よ
り
所
得
が
低
い
と
い
っ
た

,生
涯
に
わ
た
る

負
の
機
能
的
結
果
を
伴
う

.学
校
の
中
退
と
そ
れ
に
伴
っ
て
起
こ
る
抑
う
っ
症
状
は

,自
殺
念
慮
を
含
む
精
神
的
健
康
の
転
帰
カ
坏
良
と

な
る
危
険
性
を
増
加
さ
せ
る
が

,高
水
準
の
社
会
的
ま
た
は
精
神
的
支
援
は
よ
り
良
好
な
精
神
的
健
康
の
転
帰
を
予
測
す
る

.
鑑
別
診
断

学
力
の
正
常
変
異

:限
局
性
学
習
症
で
は

,十
分
な
教
育
の
機
会
が
あ
り

,同
輩
集
団
と
同
様
の
指
導
を
受
け
て
お
り

,そ
の
人
の
話
す

第
一
言
語
と
は
異
な
っ
て
い
る
場
合
で
も

,指
導
に
用
い
ら
れ
る
言
語
の
能
力
が
あ
る
と
い
っ
た
状
況
に
お
い
て
も
学
習
困
難
が
持
続

す
る
た
め

,外
的
要
因

(例
:教
育
機
会
の
不
足

,一
貫
し
て
不
十
分
な
指
導

,第
ニ
言
語
に
よ
る
学
習

)に
よ
る
学
力
の
正
常
変
異
と
は
区

別
さ
れ
る

.
知
的
能
力
障
害

(知
的
発
達
症

) :
限
局
性
学
習
症
は

,そ
の
学
習
困
難
が
正
常
水
準
の
知
的
機
能

(す
な
わ
ち

, 7
0
士

5
以
上
の

IQ
得

点
)の
存
在
下
で
生
じ
る
た
め

,知
的
能
力
障
害
に
関
連
す
る
全
般
的
な
学
習
困
難
と
は
異
な
る

.知
的
能
力
障
害
が
存
在
す
る
場
合

,
限
局
性
学
習
症
は
学
習
困
難
が
そ
の
知
的
能
力
障
害
に
通
常
関
連
す
る
よ
り
も
過
剰
で
あ
る
場
合
の
み
に
診
断
で
き
る

.
神
経
系
ま
た
は
感
覚
器
の
障
害
に
よ
る
学
習
困
難

:こ
の
よ
う
な
症
例
で
は
神
経
学
的
検
査
で
異
常
所
見
を
認
め
る
た
め

,限
局
性
学

習
症
は
神
経
系
ま
た
は
感
覚
器
の
障
害

(例
:小
児
脳
卒
中

,外
傷
性
脳
損
傷

,聴
覚
障
害

,視
覚
障
害

)に
よ
る
学
習
困
難
と
は
区
別
さ

れ
る

.
神
経
認
知
障
害
群

.限
局
性
学
習
症
に
お
け
る
特
異
的
な
学
習
困
難
の
臨
床
表
現
は
発
達
期
に
生
じ

,そ
の
困
難
さ
は
以
前
の
状
態

か
ら
の
顕
著
な
低
下
と
し
て
は
現
れ
な
い
た
め

,限
局
性
学
習
症
は
神
経
認
知
障
害
に
関
連
す
る
学
習
の
問
題
か
ら
区
別
さ
れ
る

. 11

注
意
欠
如
・
多
動
症

.注
意
欠
如
・
多
動
症
で
は
そ
の
問
題
が
学
業
的
技
能
を
習
得
す
る
こ
と
に
お
け
る
特
異
的
な

困
難
さ
を
必
ず
し
も
反
映
し
て
お
ら
ず

,む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
技
能
を
実
行
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
反
映
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
こ
と
か
ら

,注
意
欠
如
・多
動
症
に
関
連
す
る
学
業
成
績
不
良
と
限
局
性
学
習
症
と
は
区
別
さ
れ
る

.し
か

し
,限
局
性
学
習
症
と
注
意
欠
如
・多
動
症
の
併
発
は

,偶
然
に
よ
っ
て
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
り
も
高
頻
度
で
あ
る

.
も
し

,両
方
の
障
害
の
基
準
を
満
た
す
な
ら
ば

,両
方
の
診
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る

.
精
神
病
性
障
害

:限
局
性
学
習
症
は

,統
合
失
調
症
ま
た
は
精
神
病
に
伴
う
学
業
と
認
知
処
理
の
困
難
さ
と
は
区
別

さ
れ
る
が

,そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
疾
患
で
は
こ
れ
ら
の
機
能
領
域
に
お
け
る
低
下
が

(し
ば
し
ば
急
速
に

)認
め
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る

併
存
症

限
局
性
学
習
症
は

,神
経
発
達
症

(例
:注
意
欠
如
・多
動
症

,コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
症
群
発
達
性
協
調
運
動
症

,自
閉

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

)ま
た
は
他
の
精
神
疾
患

(例
・不
安
症
群

,抑
う
っ
障
害
群

,双
極
性
障
害
詳

)と
併
発
す
る
こ
と
が

多
い

.こ
れ
ら
の
併
存
症
は
限
局
性
学
習
症
の
診
断
を
必
ず
し
も
除
外
し
な
い
が

,同
時
に
起
こ
る
こ
れ
ら
の
疾
患
は

,単
独
で
学
習
を
含
む
日
常
生
活
の
活
動
を
妨
げ
る
た
め

,検
査
お
よ
び
鑑
別
診
断
を
よ
り
困
難
に
す
る
か
も
し
れ
な

い
.こ
の
た
め

,そ
の
よ
う
な
障
害
が
学
習
の
困
難
さ
に
よ
る
も
の
と
す
る
に
は

,臨
床
的
な
判
断
が
要
求
さ
れ
る

.基
準

A
に
記
述
さ
れ
て
い
る
根
本
的
な
学
業
的
技
能
を
学
習
す
る
こ
と
の
困
難
さ
が
別
の
診
断
で
説
明
で

き
る
よ
う
な
所
見
が
あ
る
場
合
は

,限
局
性
学
習
症
の
診
断
を
下
す
べ
き
で
は
な
い

.
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平谷こども発達クリニック開院以来のLD・ディスレクシア関連の臨床研究 

１：雑誌・書籍で出版されたLDディスレクシア関連発表 

① 平谷美智夫ADHD/HFPDD（高機能広汎性発達障害）・LDの関連性に関する研究         LD研究 14-3 253～260（2005） 

② 平谷美智夫思春期の問題：学習障害. 小児科診療 68,1096～1099 （2005） 

③ 平谷 美智夫 分担執筆 

学習障害の診断基準  64～67  （第２章）  学習障害への対応   68～71  （第２章） 

五十嵐隆総編集 平岩幹男専門編集  小児科臨床ピクシス ②発達障害の理解と対応    中山書店2008.10.27発行 

④ 平谷美智夫分担：学習障害の適切な診断と治療的アプローチとは？  
五十嵐隆夫総編集 平岩幹夫専門編集  ＥＢＭ小児疾患の治療2010～2011版       中外医学社622－628 2011.2.1発行  

⑤ 藤岡徹、村田里佳、石坂郁代、河野俊寛、大石敬子、滝口慎一郎、平谷美智夫  
発達性ディスレクシア児の学習面での問題に対する教員の認識についての検討～注意欠陥/ 
多動性障害と広汎性発達障害の併存が与える影響について～               LD研究 24(3) 347-355 2015年8月 

⑥ 藤岡徹、石坂郁代、河野俊寛、大石敬子、平谷美智夫： 
発達性ディスレクシアと診断された児童の併存症と診断時の主訴の検討           LD研究、2014年、23 (2)、p340-346 

⑦ 平谷美智夫：よくみられる疾患・見逃せない疾患の診療 学習障害  
日本医師会雑誌 Ｓ251～252第141巻・特別号（1）2012年   

⑧ 藤岡徹・村田里佳・石坂郁代・河野俊寛・大石敬子・滝口慎一郎・平谷美智夫、  

発達性ディスレクシア児の学習面での問題に対する教員の認識についての検討 

～注意欠陥/多動性障害と広汎性発達障害の併存が与える影響について～         LD研究 24(3)、 347-355、2015年8月 

⑨ 大石敬子、原恵子、平谷美智夫：発達性読み書き障害（dyslexia）10事例の音韻障害の検討  
「小児の精神と神経」2012年  第52巻第3 号 P209-222 

⑩ 平谷美智夫：医療が特別支援教育と連携してできること                 LD ADHD & ASD （明治図書）2013年No.46: 7 

⑪ 平谷美智夫 社会心理学的疾患 学習障害   

小児科診療ガイドラインー最新の診療指針―第３版 579-583    編集：五十嵐隆         総合医学社 2016.3.18 発行 

⑫ 平谷美智夫 ディスレクシア （先生の知りたい再診医学 がここにある）              日本学校保健研修社 『健』2018.3 

 

 

２：学会発表（2017年度のディスレクシア関連の学会発表のみ掲載） 

① 山名寿美子（平谷子ども発達クリニックST）・山口大輔・熊下由加・榊智史・堀内萌・高塚真緒・奥村智人河野俊寛・石坂郁代 

・松浦直己・平谷美智夫, 幼児期より療育を受け、就学後にDDと診断される児童 

第１７回発達性ディスレクシア研究会（2017.7.1～2 於島根大学） 

② 榊智史（平谷子ども発達クリニックST）・山口大輔・山名寿美子・熊下由加・堀内萌・高塚真緒・河野俊寛・石坂郁代・松浦直己・

平谷美智夫： 

発達性ディスレクシアを持つ児の知的能力と稲垣式音読検査課題による読みの流暢性の比較・検討   

第１７回発達性ディスレクシア研究会（2017.7.1～2 於島根大学） 

③ 仲嶺実甫子（平谷子ども発達クリニック心理)・山口大輔・山名寿美子・熊下由加・榊智史・堀内萌・服部恵・河野俊寛・石坂郁代・

平谷美智夫 ディスレクシアの診断を有する児童生徒における不登校の背景要因の検討 

第１７回発達性ディスレクシア研究会（2017.7.1～2 於島根大学） 

④ 藤岡徹・平谷美智夫・石坂郁代・河野俊寛・伊藤一美 :限局性学習症の日常生活に目を向けて 

～教科学習以外で生じる困難と支援 ～                    第回２６回日本LD学会 自主シンポジウム 

⑤ 平谷美智夫・川谷正男・巨田元礼・仲嶺実甫子・服部恵・滝口慎一郎・荻野和夫・小坂浩隆・友田明美 

 読字障害(発達性ディスレクシアDevelopmental Dyslexia：DD)308例より 

第１報：保護者と関係機関の連携により自立に至ったDDの２例および不登校に陥った症例分析 

第58回日本児童青年精神医学会（2017.10.5~7 奈良） 

⑥ 平谷美智夫・川谷正男・巨田元礼・仲嶺実甫子・服部恵・滝口慎一郎・荻野和夫・小坂浩隆・友田明美 

読字障害(発達性ディスレクシアDevelopmental Dyslexia：DD)308例より 

第２報：第２報：DD308例の背景要因の検討 ―高い頻度の注意欠陥多動性障害・自閉症スペクトラム障害の併存とそれを意識し

た病態理解と治療・療育の重要性－                             第58回日本児童青年精神医学会（2017.10.5~7奈良） 

⑦ 山名寿美子・山口大輔・熊下由加・榊智史・堀内萌・髙塚真緒・平谷美智夫 

幼児期より療育を受け、就学後に読字障害(Developmental Dyslexia)と診断された児童の臨床特徴の検討 

第１３回こどものSTの会 （2017.11.18 徳島） 

クリニック第1例のディスレクシアの学会発表：第4回発達性ディスレクシア研究会（2004年 横浜） 

発達過程で高機能広汎性発達障害、注意欠陥多動性障害、学習障害(Dyslexia, Dysgraphia) と診断された症例から３疾患の関連を考察する           

平谷美智夫1) 大兼政由梨1)  河村佳保里1)  川村麻悠子1) 清水聡2) 三橋美典3) 安居敏子4) 大石敬子5                               

1)平谷こども発達クリニック  2)福井県立大学  3)福井大学  4)彦根子ども療育センター  5)宇都宮大学 
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第１回 ディスレクシアセミナー IN Fukui ～ 発達性ディスレクシアの臨床と支援 ～ 

                                   2018.7.29. 

 

ディスレクシアとは－音韻の問題に焦点をあてて－ 

 

原 惠子（上智大学大学院言語科学研究科） 

 

０．はじめに  

０．１ 読みの障害を表わす用語 

  読み書き障害、読み書きの LD、発達性読み書き障害、発達性ディスレクシア．．． 

  ‘読み’に困難があれば、ほとんどは‘書き’にも困難がある⇒‘読み書き障害’ 

  ‘書き’だけの障害は少ない 

   

０．２ 発達性ということ 

・子どもは 言語のすべての側面が発達途上   

・発達とは絶えざる変化の過程 

・読み書きの基盤の能力に弱さをもって発達する 

・読み書きの基盤に問題がなく健常な言語発達をとげた後の後天性の問題との異なり 

・成人の読み障害（後天性の失読症）のモデルを適用することの是非 

 

０．３ ‘発達性’の問題の影響：成人期を視野にいれて  

  読み書きの困難さが、自立した社会人となるうえでどのような影響を与えるのか 

 

０．４ 読み書きの困難さの主訴の多様性、読み書きの問題の原因の多様性、原因を見分けるこ 

との重要性 

  例えば．．． 平仮名の覚えが悪い、読み誤りが多い、読み方がたどたどしい、行をと

ばす、音読の宿題はすらすら読んでいるようだが、実は読めない（暗記している。初見

の文章が読めない。）、平仮名の字が思いだせない、カタカナが読めない、平仮名ばかり

の作文しか書かない、読みかえの漢字が覚えられない、漢字が書けない、作文が書けな

い、長い文を読むのを嫌がる・拒否する、本を読まない、漫画すら手にしない、読解問

題が苦手、算数の文章題ができない、英語が苦手 etc.etc. 

   これらが全てディスレクシアではありません。 

    知的な問題？ 興味関心の問題？ 注意の問題？ 理解の問題？ 成熟の遅れ？ 

ディスレクシア？ 

見分けるためには、ディスレクシアについて知ることが必要 
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１．発達性ディスレクシアとは？ 

１．１ 文部科学省の定義 

     学習障害とは、基本的には全般的な知的発達の遅れはないが、聞く、話す、読む、 

書く、計算するまたは推論する能力のうち特定のものの習得に著しい困難を示すさ 

まざまな状態を指すものである。 

      学習障害は、その原因として、中枢神経系に何らかの機能障害があると推定され 

るが、視覚障害、聴覚障害、知的障害、情緒障害などの障害や、環境的な要因が直  

接の原因となるものではない。（学習障害及びこれに類似する学習上の困難を有する 

児童生徒の指導方法に関する調査協力者会議『学習障害児に対する指導について（報 

告）、1999） 

 

１．２ 国際ディスレクシア協会の定義（2002） 

ディスレクシアは神経学的な原因による特異的な学習障害である。その特徴は、正 

確かつ、あるいは流暢に単語を認識することの困難さ、つづりの稚拙さ、単語を音 

声に変換する（ディコーディングの）弱さにある。こうした困難さは、他の認知能 

力や学校での効果的指導からは予測しえない言語の音韻的な側面に関する弱さが主 

として原因である。二次的に、読解の問題を引き起こしたり、読みの経験が少なく 

なることで、語彙や予備知識の発達を阻害することが起こりうる。 

（下線、太字は筆者） 

１．３ 医学分野の分類 

１．３．１ ＤＳＭ－５（Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders 精神疾患の

診断と統計マニュアル）(アメリカ精神医学会) 

       限局性学習症/限局性学習障害 （Specific Learning Disorder)  

  ・読字の障害を伴う  

・書字表出の障害を伴う  

・算数の障害を伴う   

 

１．３．２ ICD-10(International Classification of Diseases 国際疾病分類)(WHO 世界保 

健機構) 

       学力の特異的発達障害（Specific developmental disorders of scholastic  

skills) 

・特異的読字障害  

・特異的綴字[書字]障害  

・特異的算数能力障害[算数能力の特異的障害] 

・学力の混合性障害  

・他の学力の発達障害  

・学力の発達障害、特定不能のもの  

     ★日本の公的診断書（精神障害者保健福祉手帳、自立支援医療や意見書等） 
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１，４．どのくらいいるのか？ 

・文科省の 2012年度調査 

     学習面での著しい困難 4.5％、「読む」または「書く」に著しい困難 2.4％ 

・宇野らによる小学生の調査 

     漢字の「読み」 6.9％、「書き」  6％ 

  ・細川の仙台市での読み障害の疑いに関する調査 

      仙台市での読み障害の疑い 0.7～2.2％      

・英語圏            10%(Snowling,2000）～12%(Shaywitz et al., 1999) 

 

１.５. 臨床像  

    ・全く読めないわけではない   

  ・正確に流暢に読むことが困難 

・重症度による顕在化の時期、臨床像の異なり  スペクトラム 

・いつ、どんな問題が顕在化するのか 

   

２．「読む」「文字」とは？ 

２．１ 「読む」再考 

・人類の進化から    ヒトの歴史の 97%は文字がなかった 

・一人の人間の発達から 話しことばの発達が先行する     まず、音声言語ありき  

・世界の言語から    文字を持つ言語の圧倒的少なさ 

 

２．２ 文字の機能 文字は言語か？ 

・文字＝目に見えない音声言語を正確に記録するための記号 

   ・目に見えない、瞬時に消えてゆく音声をどうしたら記録できるか？ 

   ・音声言語の分節化 

   ・分節化の単位と視覚的な記号の対応 

   ・言語によって異なる分節化の単位 

      / h a n a /  / h a. n a /   / h a n a /   / h a n a /   

 

        

 

３．読みの発達 

３．１ エマージェントリテラシー 

   読み書きできずとも、‘読む’‘書く’という行為の意味、文字の機能の機能への気づき

がある 

  そのような姿が見られるか？ 

 

 

は  な 花 h a n a 
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３．２ 文字習得の J字/U字カーブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

    ・就学前に文字習得は始まっている 

・文字習得は、基盤が整っていれば、一気に進む。 

・文字習得の基盤は何か？         

 

３．３ 文字習得が始まる頃の言語発達 

子どもは就学までに、日本語話者として充分な能力を備えて小学校に入学する  

 ・日本語の音韻をほぼ全て正確に聞き分けられ、発音できる  

 ・3000語以上の語彙  

 ・基本的文法力  

 ・ことばの使い方（語用）の知識の芽生え  

     ⇒話しことばを土台として読み書きが発達する 

読み書きが苦手という主訴に対しては、話しことばの発達のチェックを！ 

話しことばのどの部分が文字習得とかかわるのか？ 

 

４．文字学習の基盤としての音に関する力：話しことばと書きこととばの橋渡し 

４．１．話しことばと書きことば 

  ・話しことば： 労せず自然に獲得される 目に見えない空気の振動 

 ・書きことば：意識的な学習が必要  目に見える形で音声を記録する 

  ・話しことばと書きことばの橋渡し  

１）話しことばが音の粒から構成されていることに気づく 

話しことばを音の粒に分ける（音韻意識） 

２）音のピースに文字をはめる 

      

４．２ 文字と音の対応   

①文字数、②音の粒の大きさ、③文字・音対応の規則性の程度 

  【仮名文字】①71文字、②モーラ ③ほぼ一対一で規則的 例外はごくわずか 

  【漢字】  ①数万 小 1～小 6で約 1000文字、成人の平均漢字識字数 3000字 
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        ②1文字に 1以上のモーラ（複数のモーラが多い） 

        ③文字・音対応は不規則、複雑 

            ・間：人間、時間、つかの間、この間 

             ・/ka/ ：科、火、加、可、下、香、蚊、課、化…  

                        ・「春、夏、秋、冬」vs．「春夏秋冬」 

            ・送り仮名  空、空白、空き、空っぽ   

                   行く、行かない、行った 

 

       cf．【英語アルファベット】①26文字 

②音素 

③文字・音対応が不規則な語が多い  

・文字 a : make /ei/, cat /æ/  

                 ・音  /i:/ : meet, Pete, piece, peace、 

/k/ : kick, cut, school, quick 

                    

 

 

 

 

 

 

 

  

  ★小学 3年後半からの漢字学習の質的転換に注意 

    漢字（熟語）指導は語彙指導                

 

４．３ 音韻意識 

   ・話しことばの中の音の粒に気づくこと 

   ・音の粒を操作できる能力 例）しりとり、逆さまことば、「た」ぬきことば 

   

   ・音韻意識の弱い幼児は読み書きの問題を持つ可能性が高い 

   ・読み書きの問題をもつ児童は音韻意識の弱さをもつ 

 

４．３．１．音韻意識の単位（音の粒） 

   さまざまの大きさの音の粒 

        言語によって、どの大きさの粒に感受性が高くなるかが異なる 

   日本語ではモーラ意識が重視される（cf．子どものことば遊び、俳句、川柳、短歌） 

       （平仮名１文字に相当する） 

（Wydell, and Butterworth, 1999) 

（図は『ディスレクシア』（マーガレット・

J・スノウリング 東京書籍 2008 より） 
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４．３．２．日本語における音韻意識の発達 

・4 歳後半   

     ・音韻分解      「あたま」は「あ」＋「た」＋「ま」 

但し促音、長音への気づきはもっと後です 

・語頭音・語尾音の抽出 あたま」 ○△□ なら、 ○/ □は何？   

 

・5 歳前半 

     ・語中音の抽出     ｢あたま｣ ○△□ なら、△は何？  

     ・しりとり 

     ・2 モーラ語の逆唱   「うし」を逆さまから言うと？ → 「しう」    

 

・6 歳～ 

  ・3 モーラ語の逆唱   「あたま」を逆さまから言うと → 「またあ」  

     ・3・4 モーラ語の音抜き 「あたま」から「た」を取ると → 「あま」 

                 「うたごえ」から「た」を取る → 「うごえ」  

 

５．読みの 2つのレベル：ディコーディングと読解 

５．１．ディコーディング 

  文字・単語を音声に変換すること（音読、黙読）→単語が分かる 

      ディスレクシアはディコーディングの問題         

      ディコ―ディングができなければ読解はできない 

 

５．２．読解 

   読んで（ディコーディングしたものを）理解すること 

  読解を支えるもの 

読字力 （文字の形をとらえる、文字・音の変換、単語のまとまりがわかる etc.）  

ことばの意味理解（語彙）、文法（構文）、一般的知識、文脈の理解、文脈からの推

論、情報の統合、テーマの抽出、記憶力、注意力 、眼球の運動  etc. etc.．．．  

 

６．単語認識の正確さ・流暢性・正確さ 

・流暢性とは：正確かつ容易に，そして適切なイントネーションですらすらと読むこと。 

          読解に必須の要素 

・流暢性に必要なこと：ディコーディングの‘自動化’、自動性 

    読むという複雑な行動を，いとも簡単にさほどの注意力・集中力を必要とせずにできること。 

 ・なぜ、流暢性・自動化が必要なのか？ 

    ディコーディングに注意力・集中力を必要としなければ、意味理解・読解にエネルギーを注 

ぐことができる 

  ★通常は小３までに獲得される 
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７．語彙 

７．１ 語彙と読みの関係 

語彙が豊かであると単語がよみやすくなる、語彙の豊かさが読解を支える  

  しかし．．． 

ディスレクシアを持つこどもは言語の音を扱うことが苦手なので、語彙が乏しい

ことがある。 

また、読みの困難さがあるので．．． 

  読むことが難しい 、読むことが嫌い、読みたくない、読まない  

⇒ことば（語彙）が増えない、知識が増えない、学習全般に影響という悪循環が 

生まれやすい 

 

７．２ 漢字熟語の重要性 

小学校中学年以降の漢字学習の質的転換 

・低学年 すでに意味・音韻表象は獲得している語に対応する漢字を学習する。 

具象的、親密度の高い語彙 

・高学年 新規語彙の意味・音韻表象・漢字をまとめて学習する 

抽象性が高く、親密度が低い語彙の学習 

学習に必要な語彙 

   ★漢字（特に漢字熟語）の学習は、語彙学習として考える 

 

８．音韻の問題があるということは 

  ・音韻の問題： 話しことばの音の形を正確にとらえられない 

          音を効率的に使えない 

      

・モノの名称を覚えにくい 特に固有名詞 

・ことばがすぐに出てこない 

・ことばを間違えていう 

・復唱が苦手 

・ワーキングメモリーの弱さ 

             etc.etc.  
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演題名 読字障害(発達性ディスレクシア Developmental Dyslexia：DD)308 例より   第１報：

保護者と関係機関の連携により自立に至った DDの２例および不登校に陥った症例分析 

 

平谷美智夫 他   第 58回日本児童青年精神医学会  2018.10.6 於：奈良 
 

【目的】学習障害(以下 LD)とは、知的な発達に異常はなく、視覚や聴覚などの抹消感覚器の障害がなく、

本人が怠けているのでもなく、生育環境や教育環境に問題はないのにもかかわらず、その知的能力から期

待される文字の読み書きや計算などの特定の領域の習得に困難な状態を言う。DSM-5では、読みの正確さ

と流暢さ・内容理解・綴り字の困難さ(読字障害)・書字表出の困難さ・数字の概念・数学的推論のどれか一

つでも困難さがあり、感覚器官の障害や他の精神神経疾患や環境要因がなければ、限局性学習症/限局性学

習症害 (Specific Learning Disorder)と診断する。読字障害 (Reading Disorder)の代替用語として

Dyslexia(以下 DD)が認められている。 発達障害の医療・療育においては医療と教育の連携が欠かせない

が、LD については両者の理解が必ずしも一致していなかった。本研究では、当クリニックで診断された

DD の中から、早期からの療育を受け医療と教育の連携により自立に至った 2 例を紹介し、DD と ADHD

と ASDの相互関係、支援の在り方について考察する。学習場面に対する苦痛が過度なものとなる LDトラ

ウマはがその要因の一つとなりうる不登校についても触れる。 

【方法：対象と結果】 

【症例 1】幼児期に自閉症、学童期に ADHD、中学で DDと診断された 1995年初診男児。 

現病歴及び初診時の診断：幼児期より多動と言葉の遅れがあり、自閉症と診断され、療育を受け、入学後

LDの疑いがあり 1995年 10月 Aセンター受診。対人希薄、固執、聴覚過敏、パニック、多動、注意散漫・

不器用などより混合型 ADHD・広汎性発達障害、独特の聴覚及び視覚言語の問題より言語性 LD(当時 DD

の概念は臨床現場にはなかった)と診断。経過：中枢刺激剤(リタリン)が著効。SST、新しく出てくる学習の

予習、社会や理科の資料の読み方、長文読解などを実施。2001 当クリニック受診(主治医が A センターを

退職し、開業)。行動上の問題はほぼなくなったが、中学生になって学業不振のみが表面に出るようになり、

中学 3年生時(14歳 9か月～15歳 2か月)、重度の音韻障害をベースに持つDDと診断。WISC-Ⅲで FIQ=99

と知的な遅れはなかった。専門学校で特別な配慮を受け卒業、現在職場でリーダーとして活躍。 

【症例 2】不注意型 ADHD＋DDの女児(小 2) 

現病歴：幼児期より文字への興味はなく平仮名は就学前には読めなかった。気が散りやすく整理整頓が苦

手。忘れ物も多い。評価：濁音・拗音の読み誤りなし。初見の文章の読みはたどたどしい。文節を区切って

読むことが苦手。書字：「は」と「わ」を書き間違える。偏と旁が逆・線が足りないなど。WISC-ⅢVIQ=81 

PIQ=71 FIQ=74 。診断と治療経過：上記診断。担任・学校との連携を重視し、診断直後より学校側と支援

会議を重ね、教育現場での特別な配慮を依頼。OROS-MPH(コンサータ)が注意集中の改善に奏功し学業や

集団適応を支え、平行して言語個別指導(読み書き指導)と代替え機器の指導を実施。学習塾とも連携を深め

た。学業成績も向上したが、中学進学後学業成績が低迷、一般入試での高校進学が困難な状況となったが、

DD の生徒に読み書きによる学力判定は生徒の学習理解を正当に判定していない不公平な評価であるとの

診断書を 2度にわたり提出。学校側の理解を得て、学校推薦を獲得し志望校に合格した。 

【不登校の症例より】 

308例の中に不登校のケースは少なくない。不登校の要因は、併存する ASDや ADHDに拠る場合も少な

くないが、読み書きの苦手さや併存率の高い計算障害が予想以上に児童を苦しめている。このような問題

が児童に学習場面での不適応感を抱かせ、不登校にいたるケースについて若干の検討を加える。 

【考察】ADHDや ASDの診断・治療・療育に携わる医療・療育関係者は、DDの併存が想像以上に高頻度

であることを認識し、DDの併存の有無を必ずチェックし、DDが診断されれば特別な配慮を含む DD支援

を実施することが重要である。紹介する症例については本学会の発表に文書同意を得た。 
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演題名 読字障害(発達性ディスレクシア Developmental Dyslexia：DD)308 例より  第２報：

DD308 例の背景要因の検討 ―高い頻度の注意欠陥多動性障害・自閉症スペクトラム障害の

併存とそれを意識した病態理解と治療・療育の重要性－ 

【目的】第１報の症例のごとく、DD は ADHD や ASD を併存する場合が多く、ADHDや ASD に基づく

困難さを合わせ持つ。DD について小枝は、「症状の普遍性とその背景にある病態の解明、家族集積性や遺

伝に関する知見、脳病理所見、予後に関する知見などが明らかになりつつあり、一つの疾患単位として認

知されてきておりれっきとした医療の対象となる疾患である」と述べている。当クリニックでは平成 13年

の開設以来、LDを重要なテーマと位置付けた臨床活動を展開してきた。2002年の第 1例(第 1報：症例 1)

以来、DD 診断例は 308 例に達し、多くの知見が蓄積された。当クリニックでは近年 DD 診断が急増して

いる。①稲垣らの特異的発達障害：診断・治療のための実践ガイドライン(以下ガイドライン)で診断基準が

明確になったこと、②ADHD や ASD に DD が高頻度で併存する事実より、就学年齢の児童では主訴に関

わらず読み書き評価をルーチン化したこと、③啓蒙活動が進んだことにより読み書きの問題で紹介受診す

る児童が増えたことによる。当クリニックで DDと診断された児童の背景要因をまとめた。 

【方法】１)発達障害全般についての診断プロセス：乳幼児期からの詳細な発達歴聴取、園や学校での様子

(担任のレポート)、ADHDや ASD関連のアンケート、神経学的診察、WISCや田中ビネー実施、行動観察

 ２)読み書き評価：読み書きに関する本人の困り感聞き取り、担任からのレポート 3)読みの正確性と流暢

性の検査：ガイドラインと小学生の読み書きスクリーニング検査(STRAW) 4)音韻認識検査：モーラ分解と

抽出、音節削除課題 4)Rapid Automatized Naming Test (RAN 課題)。2015年以前のケースも多いので

診断名は DSM-Ⅳによるものもあるため、広汎性発達障害(特定不能も含む)を本研究では自閉症スペクトラ

ム障害と表現した。       

【結果】2017.3 までに 308 例を DD と診断。(  )は症例。ADDI:不注意優勢型 ADDC：混合型 ADH

D。年間診断数：2001～2006(6年間：26). 2007～2009(3年間：35). 2010(14). 2011(23). 2012(30). 201

3(34). 2014(43). 2015(40). 2016(52)。 男/女：258/50。併存症①計算障害(50) (DD以外の限局性学習障

害では計算障害のみをあげた)：②その他の発達障害 ADHD(218). (ADDI(83). ADDC(107). ADHD 疑

い(30). ASD:166(ADHD+ASD：134 ASD単独：32)。③DD単独(31)。IQ分布：101≦(48)86～100(115).

 71～85(109). 70≧(28)(無意味語速読検査では境界域 IQと正常 IQにおいて流暢性に有意差なしとの結果

を持っており、ボーダーライン、軽度知的障害であっても読字障害と診断可能と判断している)、不明(8)。

始語(m)18≦(57). 14～17(22). 14≦(136). 不明(93)。2 語文(m)30≦(45). 30＞(179).不明(84)。歩行開始

(m)15≦(66). 14≦(211)不明(31)。在胎週数 36≧(30). 37≦(211)、不明(25)。生下時体重 1500≦(3). 1500

~2500(33). 2500≧(255). 不明(17)。就学前に受診し就学後に DD と診断された例(39)きょうだい例(きょ

うだい 2～3名がクリニックで発達障害と診断され、少なくとも 1名が DDと診断：対象は 2011.4～2015.

3診断例)。28組 61名：3人兄弟 3組. 4人兄弟 1組。男女比 42/19.同胞例の DD6名。DD34名：DD単

独 5名、DD+ADHD:28) DD+ADHD+ASD(16)DD+ASD(17)  OROS-MPH(コンサータ)は 154例に使用

され 119例に有効。 

【まとめと考察】①男児が多い ②DD単独例は 31例と少ない。③併存症では ADHDが多く ASDのみの

併存は少なく ADHD＋ASDが多い。④早産児・低出生体重児は多くない。⑤言葉の遅れ、特に 2語文の遅

れは ASD 併存群で高い。⑥DD児の兄弟では ADHD や ASD が多く DD は少ない。⑦IQ60~70前後の軽

度知的障害児にも DD は存在する。⑧就学前より療育に通い就学後 DD と診断される例も少なくない。早

期発見可能。⑧計算障害の合併も多い。宿題の定番である漢字ドリルと計算ドリルに DD 児は悲鳴を上げ

ている。多くの児童は LDトラウマを受けており、早期発見・早期介入が必要。クリニックにおける DD指

導プログラムも紹介する予定である。本学会発表に当たっては、オプトアウトを十分な期間を設けた 
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な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
？
」
と
聞
く

傘
が
６
本
あ
り
ま
す
。
４
本
壊
れ
ま
し
た
。
何
本
残
り
ま
す
か
。

６
ー
４
＝
２

お
母
さ
ん
変
だ
よ
。
な
ぜ
日
本
に
な
る
の
？

⑦
文
字
を
音
声
に
変
え
る
こ
と
が
難
し
そ
う
：

「
あ
」
の
文
字
を
見
て
「
あ
」
と
い
う
音
を
探
す
の
に
手
間
が
か
か
る

⑧
「
目
で
読
ま
せ
て
」
と
言
う
こ
と
が
多
い
。

⑩
読
み
書
き
：
勝
手
読
み
・
鏡
文
字
・
内
容
理
解
で
き
な
い

⑫
誰
か
が
読
ん
で
や
る
と
理
解
で
き
る
。
試
験
も
正
解
で
き
る
。

⑬
漢
字
は
ほ
と
ん
ど
書
け
な
い
。
書
く
こ
と
へ
の
抵
抗
大
き
い
。

⑭
6
:1
動
詞
が
出
て
こ
な
い
。
名
詞
の
置
き
換
え
・
い
い
違
え
が
あ
る
：

喚
語
困
難
に
類
似

ま
な
板
→
包
丁
の
画
板

ほ
う
き
→
掃
除
機

幼
児
期
に
自
閉
症
、
小
学
生
低
学
年
に
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
、
中
学
生
に
学
習
障
害
と
診
断
さ
れ
た
高
１
男
子

7

言
語
評
価
（
実
施
年
齢
1
4-
1
5
歳
）

①
音
韻
を
聞
き
取
り
操
作
す
る
力

②
読
み
書
き
検
査

１
）
無
意
味
音
節
の
復
唱
聞
き
取
り
検
査

母
音
部
分
が
同
じ
無
意
味
音
節
の
復
唱

結
果
：
正
答
率
50
％
以
下

の
と
お
そ
も
こ
→
も
と
そ
も
こ

省
略
や
別
の
音
に
言
い
換
え
る
誤
り

多
い
（
小
学
1,
2年

生
レ
ベ
ル
）

２
）
語
の
逆
唱
（
日
本
語
音
韻
認
識
）

か
み
な
り
→
り
な
み
か

な
ど

反
応
時
間
が
長
く
小
学
４
年
生
レ
ベ
ル

→
音
韻
の
聞
き
取
り
に
重
度
の
問
題
あ
り

幼
児
期
に
自
閉
症
、
小
学
生
低
学
年
に
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
、
中
学
生
に
学
習
障
害
と
診
断
さ
れ
た
高
１
男
子

平
仮
名
文
章
の
音
読
：

語
尾
・
文
末
の
読
み
誤
り
多
い
、

書
字
も
だ
ら
だ
ら
文
だ
が
書
け
る

。 漢
字
音
読
：

小
４
・
５
年
で
習
う
漢
字

踊
る
→
「
わ
た
る
」

釘
づ
け
→
「
は
り
つ
け
」

５
年
生
の
漢
字

58
％

漢
字
書
き
：

「
教

室
」

「
宿

題
」

な
ど

書
け

な
い 漢
字
の
読
み
書
き
：

小
学
校
３
～
４
年
生
レ
ベ
ル

8

言
語
評
価

(5
-5

)英
語
の
読
み
書
き

音
読
：
中
１
で
習
う
基
本
的
な
単
語
（

d
o

g 
lit

tl
e
な
ど
3
0
語
）

正
解
69
％

誤
り
の
特
徴
（
ロ
ー
マ
字
読
み
の
誤
り
多
い
）

o
ft

e
n

→
オ
フ
テ
ン

ta
b

le
→

タ
ブ
ル

kn
if

e
→

ケ
ニ
フ

和
訳

正
解

62

結
果
：
英
語
の
不
規
則
な
文
字
ー
音
対
応
が
学
習
さ
れ
て
い

な
い
。
漢
字
の
読
み
を
覚
え
る
の
と
同
じ
で
困
難

幼
児
期
に
自
閉
症
、
小
学
生
で
AD
HD
、
中
学
生
で
Dy
sl
ex
ia
と
診
断
さ
れ
た
男
子

本
人
に
利
益
な
く
自
信
を
失
わ
せ
る
だ
け

彼
に
読
み
書
き
の
英
語
教
育
が
必
要

？
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2
0

1
8

/7
/2

5 3

9

中
学
3年

生
に
な
り
学
習
障
害
と
診
断
変
更

乳
幼
児
期
：
①
言
葉
の
遅
れ

②
構
音
障
害

③
対
人
関
係
希
薄

④
こ
だ
わ
り

⑤
音
に
過
敏

⑥
か
ん
し
ゃ
く

⑦
多
動

⑧
覚
醒
水
準
の
低
下
（
よ
く
眠
る
）

⑨
注
意
散
漫

⑩
不
器
用
よ
り

（
ふ
り
か
え
っ
て
み
て
）
自
閉
症
と
診
断
さ
れ
る

学
童
期
：
①
②
③
④
⑤
は
消
失
し

⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
に
加
え
て

⑪
W

IS
C

-R
（

C
A

6：
10

V
IQ

=8
8

P
IQ

=1
2

3
FI

Q
=1

0
5
）
で
説
明
で
き
な
い
学
業
不
振

⑫
注
意
集
中
不
良
・
不
器
用
さ
な
ど
が
中
枢
刺
激
剤
に
よ
く
反
応

注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
と
診
断

中
学
生
～
高
校
生
：
①
～
⑩
は
ほ
と
ん
ど
消
失

⑬
語
義
語
用
障
害
類
似
の
独
特
の
言
語
障
害

⑭
読
み
書
き
障
害

⑮
学
力
か
ら
は

想
像
し
が
た
い
深
い
思
索
力

⑯
連
続
し
た
音
の
聞
き
取
り
に
問
題

⑰
文
字
ー
音
の
対
応
の
規
則
を
覚
え
ら
れ
な
い

音
韻
障
害
を
ベ
ー
ス
に
持
つ
読
み
書
き
障
害

(D
ys

le
xi

a）

幼
児
期
に
自
閉
症
、
小
学
生
低
学
年
に
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
、
中
学
生
に
学
習
障
害
と
診
断
さ
れ
た
高
１
男
子

平
谷
先
生
：

○
〇
は
介
護
福
祉
専
攻
の
１
年
生
で
す
。
地
域
の

介
護
老
人
福
祉
施
設
実
習
が
組
み
込
ま
れ
・・
・
昨

秋
の
２
週
間
の
実
習
で
は
、
日
々
の
報
告
書
を
帰

宅
後
パ
ソ
コ
ン
で
作
り
、
所
定
の
用
紙
に
鉛
筆
で
下

書
き
を
し
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
な
ぞ
り
、
鉛
筆
を
消
し
ゴ

ム
で
消
す
方
法
を
し
て
お
り
ま
し
た
（一
部
略
）
今

回
の
実
習
期
間
は
１
か
月
で
・・
・
書
く
量
が
増
え
ま

す
と
、
手
書
き
で
は
負
担
が
大
き
す
ぎ
ま
す
・
・・
実

習
先
の
施
設
で
は
報
告
書
は
手
書
き
で
と
の
指
導

が
入
り
ま
し
た
。
大
学
の
先
生
に
は
、
○
○
の
遣
り

易
い
方
法
を
了
解
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
・・
・・

実
習
先
の
施
設
職
員
の
指
導
方
法
を
尊
重
す
べ
き

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
大
学
の
先
生
と
相
談
、

了
解
の
上
で
、
実
習
先
の
ケ
ー
ス
・バ
イ
・ケ
ー
ス

で
提
示
で
き
る
証
明
が
必
要
で
す
。
（以
下

略
）

診
断

書
診
断
：
読
字
障
害
（

D
y
sl

ex
ia
）

下
記
の
機
序
に
よ
る
学
習
障
害
の
青
年
で
す
。

①
音
韻
の
聞
き
取
り
に
重
度
の
障
害
を
持
つ

②
文
字
と
音
の
対
応
を
覚
え
る
こ
と
が
苦
手

W
IS

C
-Ⅲ
（１
４
歳
）
F
IQ
（総
合
知
的
指
数
）＝

11
1

知
的
レ
ベ
ル
や
抽
象
思
考
も
か
な
り
の
レ
ベ
ル
に
あ

り
な
が
ら
、
想
起
し
た
言
葉
を
文
字
に
変
換
す
る
こ
と

が
苦
手
な
た
め
読
み
書
き
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
・
手
書
き
を
要
求
さ
れ
る
と
本
人
の
負
担
は
想
像

以
上
に
重
く
な
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
よ
る
漢
字
変
換
と

い
う
助
け
が
あ
れ
ば
、
彼
の
能
力
に
見
合
っ
た
文
章

を
作
成
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
実
習
で
パ
ソ
コ
ン

使
用
を
認
め
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

2
0
0
7
年

2月
1
0
日

平
谷

C
L
平
谷
美
智
夫

介
護
実
習
報
告
書
の
パ
ソ
コ
ン
入
力
承
諾

の
た
め
の
診
断
書
の
お
願
い
（
母
親
よ
り
）

特
別
な
配
慮
を
受
け
、
専
門
学
校
卒
業

後
福
祉
施
設
に
就
労

5
年
間
経
過
。
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍

2
0

1
2
年

1
1月

8
日

一
番
無
意
味
だ
っ
た
の
は
読
み

書
き
を
中
心
と
し
た
学
校
で
の
勉

強
だ
っ
た
と
の
母
親
の
述
懐

2
0

1
3
年

1
月

1
6
日

DD

母
親
か
ら
の
手
紙

幼
児
期
に
自
閉
症
、
小
学
生
で

A
D

H
D
、
中
学
生
で

D
y
sl

ex
ia
と
診
断
さ
れ
た
男
子

広
瀬
宏
之
著
：図
解

よ
く
わ
か
る
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
障
害

ナ
ツ
メ
社

定
型
発
達
児

と
の
境
界
は

あ
い
ま
い

D
SM

-Ⅳ
（

1
99

4
～

2
01

2）
D
S
M
-
5
（
2
0
1
3～

）

１
：
知
的
能
力
障
害
（知
的
発
達
障
害
）

精
神
遅
滞

２
：
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害

特
定
不
能
の
広
汎
性
発
達
障
害
の
一
部

３
：
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害

自
閉
症
＋
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー

+特
定
不
能
一
部

４
：
注
意
欠
如
・多
動
性
障
害

５
：
限
局
性
学
習
障
害

D
SM

-Ⅳ
よ
り
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
る

６
：
運
動
障
害

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

⇔
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害

障
害
⇔
症
の
よ
う
に
呼
ぶ
考
え
に
な
っ
て
い
る

発
達
障
害
（
神
経
発
達
症
）
の
分
類

米
国
精
神
医
学
会
の
精
神
疾
患
の

診
断
・
統
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
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2
0

1
8

/7
/2

5 4

読
字
障
害

(発
達
性
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア

D
e

ve
lo

p
m

e
n

ta
l D

ys
le

xi
a：

D
D

)3
0

8例
よ
り

第
１
報
：
保
護
者
と
関
係
機
関
の
連
携
に
よ
り
自
立
に
至
っ
た

D
D
の
２
例
（
第

2例
）

現
病
歴
：
幼
児
期
よ
り
文
字
へ
の
興
味
は
な
く
平
仮
名
は
就
学
前
に
は
読
め
な
か
っ
た
。

気
が
散
り
や
す
く
整
理
整
頓
が
苦
手
。
忘
れ
物
も
多
い
。
評
価
：
濁
音
・拗
音
の
読
み
誤
り
な
し
。

初
見
の
文
章
の
読
み
は
た
ど
た
ど
し
い
。
文
節
を
区
切
っ
て
読
む
こ
と
が
苦
手
。
書
字
：
「
は
」と
「

わ
」
を
書
き
間
違
え
る
。
偏
と
旁
が
逆
・
線
が
足
り
な
い
な
ど
。

W
IS

C
-Ⅲ

V
IQ

=8
1

 P
IQ

=7
1

 F
IQ

=7
4

 

。
診
断
と
治
療
経
過
：
上
記
診
断
。
担
任
・
学
校
と
の
連
携
を
重
視
し
、
診
断
直
後
よ
り
学
校
側
と

支
援
会
議
を
重
ね
、
教
育
現
場
で
の
特
別
な
配
慮
を
依
頼
。

O
R

O
S-

M
P

H
(コ
ン
サ
ー
タ

)が
注
意

集
中
の
改
善
に
奏
功
し
学
業
や
集
団
適
応
を
支
え
、
平
行
し
て
言
語
個
別
指
導

(読
み
書
き
指
導

)と
代
替
え
機
器
の
指
導
を
実
施
。
学
習
塾
と
も
連
携
を
深
め
た
。
学
業
成
績
も
向
上
し
た
が
、
中

学
進
学
後
学
業
成
績
が
低
迷
、
一
般
入
試
で
の
高
校
進
学
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
た
が
、

D
D
の

生
徒
に
読
み
書
き
に
よ
る
学
力
判
定
は
生
徒
の
学
習
理
解
を
正
当
に
判
定
し
て
い
な
い
不
公
平

な
評
価
で
あ
る
と
の
診
断
書
を

2度
に
わ
た
り
提
出
。
学
校
側
の
理
解
を
得
て
、
学
校
推
薦
を
獲

得
し
志
望
校
に
合
格
し
た
。

（
第

58
回
日
本
児
童
青
年
精
神
医
学
会

2
0

17
.1

0
奈
良
）

主
訴
：
①
読
み
書
き
が
苦
手

②
集
中
力
が
な
い

話
し
こ
と
ば
：
就
学
ま
で
特
に
問
題
な
し

読
み
書
き
：文
字
に
興
味
な
く
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
も
最
後
ま
で
聞
く
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

平
仮
名
は
就
学
前
に
は
読
め
な
か
っ
た
。

清
音
の
一
部
・
拗
音
・促
音
は
書
き
間
違
え
る

初
見
の
文
章
の
音
読
は
た
ど
た
ど
し
い
が
、

数
回
読
む
と
覚
え
て
読
み
誤
り
は
少
な
く
な
る
。

→
朗
読
が
で
き
る
と
担
任
勘
違
い

=L
D
を
見
落
と
す

•
「
は
」
と
「
わ
」
を
書
き
間
違
え
る
。

•
漢
字
は
苦
手
。
偏
と
旁
が
逆
・
線
が
足
り
な
い
・

多
い
・
送
り
仮
名
の
誤
り
な
ど
。

例
)
飲
む
→

欠
食

祭
り
→

発

A
D

H
D
・
デ
イ
ス
レ
ク
シ
ア
（読

字
障
害
）合
併
例
２
年
生 自

験
例

書
字
の
変
化
に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

す
・
・
・記
憶
の
定
着
も
上
が
っ
て
き
・・
・少
し

ず
つ
書
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た

運
動
場
で
運
動
会
の
音
楽
が
鳴
っ
て

い
る
の
に
授
業
の
黒
板
を
み
て
い
た

こ
と
に
は
驚
き
ま
し
た

2
2
日

コ
ン
サ
ー
タ
服
用
開
始
（
８
．
３
１
）

1か

月
後
（
９
．
２
９
）の
担
任
報
告
：書
字
・

対
人
関
係
・注
意
集
中
に
著
し
い
効
果

診
断
書
（
進
路
判
定
会
議
に
学
校
長
あ
て
に
提
出
）

デ
イ
ス
レ
ク
シ
ア
＋

A
D

H
D
の

S
さ
ん
に
特
別
な
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

2
0
1
5
.6

.9
平
谷
美
智
夫

知
的
水
準
は
高
く
、
小
学
校
で
は
本
人
の
努
力
、
家
族
・
担
任
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
支
援
で
一
定
の
成

績
も
残
せ
ま
し
た
が
、
努
力
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
中
学
で
は
【
成
績
？
】
が
下
位
に
低
迷

し
高
校
進
学
が
難
し
い
状
況
で
す
。
現
在
の
【
成
績
？
】
は
彼
女
の
教
科
理
解
を
反
映
し
て
い
ま
せ

ん
。

D
D
の
生
徒
の
理
解
度
を
彼
女
の
最
も
苦
手
な
読
み
・
書
き
で
評
価
す
る
方
法
が
間
違
っ
て
い
る

こ
と
は
科
学
的
に
明
ら
か
で
す
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
診
断
さ
れ
た

2
5

0
例
近
い

D
D
児
童
の
多
く
は
理
不

尽
な
評
価
方
法
（
試
験
の
や
り
方
）
で
潰
さ
れ
て
い
ま
す
。

S
さ
ん
へ
の
こ
れ
ま
で
の
支
援
は
現
在
の

日
本
で
は
最
高
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
高
校
推
薦
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
大
学
入

試
で
認
め
ら
れ
た
特
別
な
配
慮
を
彼
女
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
払
っ
て
い
た
だ
き
た

く
切
に
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
は
基
本
的
人
権
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

6
月
の
判
定
会
議
で
志
望
校
推
薦
が
決
ま
っ
た
が
、
1
月
の
学
力
検
査
の
結
果
が
悪
く
推
薦

困
難
と
な
っ
た
。
再
度
特
別
支
援
教
育
の
趣
旨
に
基
づ
き
推
薦
を
依
頼
す
る
診
断
書
を
2

月
に
提
出
。
2
月
9日

正
式
に
推
薦
決
定
。
現
在
元
気
に
高
校
に
通
学
し
て
い
る
。

本
生
徒
に
は

D
D
の
支
援
す
べ
て
が
実
施
さ
れ
た
：
①
読
み
書
き
の
指
導

②
併
存
症
（

A
D

H
D

)の
治
療

③
特
別
な
配
慮

④
代
替
機
器
使
用

D
SM

-５
に
お
け
る
学
習
症
と
国
際
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
協
会
の
定
義

①
読
み
の
正
確
さ
と
流
暢
さ

②
意
味
理
解

③
綴
り
字
の
困
難
さ

④
書
字
表
出
・
文
章
表
現
の
困
難
さ

⑤
数
字
の
概
念

⑥
数
学
的
推
論

の
ど
れ
か
一
つ
で
も
困
難
さ
が
あ
り
、
感
覚
器
官
の
障
害
や
他
の
精
神
神
経
疾
患
や
環

境
要
因
が
な
け
れ
ば
、
限
局
性
学
習
症

(S
p

ec
if

ic
 L

ea
rn

in
g

 D
is

o
rd

er
)と
診
断
す
る

。
D

S
M

-Ⅳ
に
比
べ
て
広
く
と
っ
て
い
る
。
読
字
障
害

(R
ea

d
in

g
 D

is
o

rd
er

)の
代
替
用
語

と
し
て

D
y

sl
ex

ia
（
以
下

D
D

)が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

国
際
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
協
会
の
定
義

『
神
経
生
物
学
的
原
因
に
起
因
す
る
特
異
的
学
習
障
害
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は

正
確
か
つ

/ま
た
は
流
暢
な
単
語
認
識
の
困
難
で
あ
り
、
綴
り
や
文
字
記
号
の
音

声
化
が
拙
劣
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
う
し
た
困
難
さ
は
典
型
的
に
は
言
語
の

音
韻
的
要
素
の
障
害
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
工
夫
さ
れ
た
授
業
が
受
け
ら
れ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
は
関
係
な
し
に
存
在
す
る
。
二
次
的
に
は
読
解
能
力
の
低
下

や
読
む
機
会
の
減
少
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
、
語
彙
の
発
達
や
背
景
と
な
る
知

識
の
増
大
を
妨
げ
る
も
の
と
な
り
う
る
』
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2
0

1
8

/7
/2

5 5

日
本
の
子
ど
も
の
音
韻
認
識
と
読
み
の
発
達

（
大
石
敬
子
）
著
者
の
了
解
を
得
て
一
部
改
変
）

音
韻
認
識
：
『子
ど
も
は
４
～
５
歳
に
な
る
と
言
葉
に
は
音
の
単
位
（
日
本
語
の
話
し
言

葉
の
音
の
単
位
を
モ
ー
ラ
と
い
う
）が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
言
葉
が
い
く
つ
の
音
で
で
き

て
い
る
か
、
初
め
の
音
は
何
か
な
ど
に
興
味
を
い
だ
く
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
音
韻

の
気
づ
き
と
い
う
。
音
韻
の
発
達
は
話
し
言
葉
の
発
達
の
中
で
育
ま
れ
る
が
、
音
韻
へ

の
気
づ
き
が
育
た
な
い
子
ど
も
が
い
る
。
こ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち
の
な
か
に
デ
イ
ス
レ
ク

シ
ア
の
子
ど
も
が
含
ま
れ
る
。
子
ど
も
は
モ
ー
ラ
の
単
位
を
認
識
し
た
あ
と
、
平
仮
名
の

文
字
・
音
の
対
応
も
特
に
教
え
ら
れ
な
く
て
も
覚
え
ま
す
。
「
あ
」
と
い
う
文
字
を
み
る
と
「

あ
」
と
い
う
音
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
文
字
・
音
の
対
応
は
覚
え
た
が
、
音
の
取

り
出
し
に
努
力
が
必
要
な
と
き
、
読
み
は
な
か
な
か
熟
達
し
ま
せ
ん
。
』
こ
の
よ
う
に
、
音

声
言
語
に
含
ま
れ
る
音
韻
単
位
に
意
識
的
に
注
意
を
向
け
る
、
あ
る
い
は
心
的
に
操

作
す
る
能
力
を
音
韻
認
識
（p

h
o

n
o

lo
gi

c 
aw

ar
e

n
e

ss
）
と
い
う
。

学
習
障
害
の
適
切
な
診
断
と
治
療
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
？

EB
M
：
小
児
疾
患
の
治
療

20
11
～

20
12

中
外
医
学
社

平
谷
よ
り

脳
の
読
字
神
経
回
路

S
h

y
w

it
z

e
t 

a
l

デ
イ
ス
レ
キ
シ
ア
の
人
は
②
と
③
に
機
能
低
下
が
あ
る
。
先
天
性
（典
型
的

な
デ
イ
ス
レ
キ
シ
ア
）と
後
天
性
（言
語
環
境
が
劣
悪
）
の
場
合
が
あ
る

①
ブ
ロ
ー
カ
野

（
構
音

/単
語
分
析
）

単
語
を
ゆ
っ
く
り
分
析
す
る

②
頭
頂
側
頭
部
（単
語
分
析
）

読
み
方
を
習
い
は
じ
め
た
ば
か
り

の
時
は
、
単
語
を
分
析
、
分
解
し
て

文
字
と
音
を
関
係
づ
け
る

③
後
頭
側
頭
部
（単
語
形
態
）

読
む
こ
と
に
習
熟
し
た
人
の
ス

ピ
ー
ド
の
早
い
読
み

読
字
障
害

(D
ev

e
lo

p
m

e
n

ta
l D

ys
le

xi
a：

D
D

)3
08
例
よ
り
第
１
報
：
保
護
者
と
関
係
機
関
の

連
携
に
よ
り
自
立
に
至
っ
た

D
D
の
２
例

【
不
登
校
の
症
例
よ
り
】

•
【
不
登
校
の
症
例
よ
り
】

•
3

0
8
例
の
中
に
不
登
校
の
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い
。
不
登
校
の
要
因
は
、
併
存
す
る

A
SD
や

A
D

H
D
に
拠
る
場
合
も
少
な
く
な
い
が
、
読
み
書
き
の
苦
手
さ
や
併
存
率
の
高
い
計
算
障
害
が

予
想
以
上
に
児
童
を
苦
し
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
が
児
童
に
学
習
場
面
で
の
不
適
応
感

を
抱
か
せ
、
不
登
校
に
い
た
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
る
。

•
【
考
察
】

A
D

H
D
や

A
SD
の
診
断
・治
療
・
療
育
に
携
わ
る
医
療
・
療
育
関
係
者
は
、

D
D
の
併
存

が
想
像
以
上
に
高
頻
度
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

D
D
の
併
存
の
有
無
を
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
、

D
D

が
診
断
さ
れ
れ
ば
特
別
な
配
慮
を
含
む

D
D
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
紹
介
す

る
症
例
に
つ
い
て
は
本
学
会
の
発
表
に
文
書
同
意
を
得
た
。

（
第

5
8
回
日
本
児
童
青
年
精
神
医
学
会

2
01

7
.1

0
奈
良
）

対
人
場
面

3
0
％

内
的
要
因

1
5％

学
習
場
面
は

D
D
児
の
大
き
な
負
担
と
な
り
、
学
業
に
関
す
る
困
難
感
は
抑
う
つ
や
自

己
肯
定
感
の
低
下
な
ど
生
活
の
質
の
低
下
を
も
招
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
合
理

的
配
慮
を
す
す
め
そ
れ
ら
の
問
題
の
発
生
を
予
防
す
る
必
要
が
あ
る
。

D
D
児
に
お
け
る
不
登
校
事
例
背
景
要
因
の
検
討

不
登
校
の
要
因
と
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
割
合

D
D

 単
独

2
名
，

D
D

+A
D

H
D

3
名
，

D
D

+A
D

H
D

+A
SD

7
名

仲
嶺
（
平
谷

C
L
心
理
士
）
・平

谷
他
：
第

17
回
日
本
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
研
究
会

20
17

.7

学
習
場
面

5
0％

特
定
場
面
の
苦
手
さ

5％
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2
0

1
8

/7
/2

5 6

学 業 場 面 (2
7
)

特
定
の
場
面
の
苦
手
さ
（
4
）

集
団
で
の
勉
強
が
分
か
ら
な
い

ス
ピ
ー
チ
を
す
る
の
が
嫌

宿
題
の
で
き
な
さ
（
2
）

宿
題
を
し
て
い
な
い
こ
と

宿
題
が
い
や

学
習
の
遅
れ
や
難
し
さ
（
8
）

勉
強
が
わ
か
ら
ず
お
も
し
ろ
く
な
い

学
習
が
難
し
く
な
っ
て
き
た

学
習
へ
の
拒
否
反
応
（
5
）

勉
強
す
る
ん
だ
っ
た
ら
死
に
た
い

勉
強
が
あ
る
か
ら
学
校
に
行
き
た
く
な
い

読
み
書
き
の
苦
手
さ
（
3
）

書
写
の
授
業
で
休
ん
で
し
ま
う

字
を
書
く
事
が
苦
手

学
業
場
面
の
か
ん
し
ゃ
く
（
3
）

授
業
中
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
と
叫
ぶ

読
み
書
き
で
癇
癪
➡
友
達
に
あ
た
る

支
援
級
で
学
ぶ
の
が

7
嫌

(2
)

勉
強
に
つ
い
て
い
け
な
い
が
支
援
級
は
い
や

学
校
で
の
配
慮
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

D
D
児
の
不
登
校
背
景
要
因
：
学
習
場
面
の
分
析

上
段
：
市
販
ド
リ
ル
の
短
文

の
漢
字
部
分
の
ふ
り
が
な
と

送
り
が
な
を
書
き
写
す
。

下
段
：
児
は
母
親
が
写
し
て

く
れ
た
ノ
ー
ト
に
漢
字
を
書
く

。 書
き
写
し
作
業
は

D
D
児
に

は
過
酷
な
作
業
。
母
親
・
同

居
の
叔
母
が
深
夜
ま
で
書
き

写
し
作
業
代
行
。

担
任
に

D
D
児
童
の
読
み
書
き
困

難
さ
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
意

味
の
な
い
（
？
）
宿
題
を
再
考
し
、

宿
題
の
目
的
を
明
確
化
を
依
頼

す
る
診
断
書
提
出

漢
字
を
書
く
の
を
苦
手
と
し
て
い

る
○
○
に
は
辛
く
私
が
ノ
ー
ト
に

ひ
ら
が
な
を
書
く
の
で
夜
中
の

仕
事
に
な
っ
て
大
変
で
す

【
目
的
】
第
１
報
の
症
例
の
ご
と
く
、

D
D
は

A
D

H
D
や

A
SD
を
併
存
す
る
場
合
が
多
く
、

A
D

H
D
や

A
SD

に
基
づ
く
困
難
さ
を
合
わ
せ
持
つ
。

D
D

 に
つ
い
て
小
枝
は
、
「
症
状
の
普
遍
性
と
そ
の
背
景
に
あ

る
病
態
の
解
明
、
家
族
集
積
性
や
遺
伝
に
関
す
る
知
見
、
脳
病
理
所
見
、
予
後
に
関
す
る
知
見

な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
一
つ
の
疾
患
単
位
と
認
知
さ
れ
て
き
て
お
り
れ
っ
き
と
し
た
医

療
の
対
象
と
な
る
疾
患
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
平
成

1
3
年
の
開
設
以
来
、

L
D
を
重
要
な
テ
ー
マ
と
位
置
付
け
た
臨
床
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

2
0

02
年
の
第

1
例

(第
1報
：
症

例
1

)以
来
、

D
D
診
断
例
は

3
08
例
に
達
し
、
多
く
の
知
見
が
蓄
積
さ
れ
た
。
近
年

D
D
診
断
が
急
増

し
て
い
る
要
因
は
①
稲
垣
ら
の
特
異
的
発
達
障
害
：
診
断
・治
療
の
た
め
の
実
践
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(
以
下
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

)で
診
断
基
準
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
、
②

A
D

H
D
や

A
SD
に

D
D
が
高
頻
度
で

併
存
す
る
事
実
よ
り
、
就
学
年
齢
の
児
童
で
は
主
訴
に
関
わ
ら
ず
読
み
書
き
評
価
を
ル
ー
チ
ン
化

し
た
こ
と
、
③
啓
蒙
活
動
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
読
み
書
き
の
問
題
で
紹
介
受
診
す
る
児
童
が
増

え
た
こ
と
に
よ
る
。
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

D
D
と
診
断
さ
れ
た
児
童
の
背
景
要
因
を
ま
と
め
た
。

（
第

5
8
回
日
本
児
童
青
年
精
神
医
学
会

20
1

7.
1

0奈
良
）

読
字
障
害

(D
D

)3
0

8
例
よ
り
第
２
報
：D

D
3

08
例
の
背
景
要
因
の
検
討

第
２
報
：
高
い
頻
度
の
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
・自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
の
併
存
と
そ
れ
を
意

識
し
た
病
態
理
解
と
治
療
・
療
育
の
重
要
性

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
発
達
障
害
診
断
と
療
育
の
流
れ

①
乳
幼
児
期
か
ら
の
発
達
歴
聴
取
②
園
や
学
校
で
の
様
子

(担
任
レ
ポ
ー
ト

)

③
A

D
H

D
や

A
SD
関
連
の
ア
ン
ケ
ー
ト

(チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
自
由
記
載

)

④
神
経
学
的
診
察

⑤
発
達
テ
ス
ト

(W
IS

C
や
田
中
ビ
ネ
ー

)の
実
施

⑥
学
童
以
上
は
読
み
書
き
評
価

⑦
本
人
の
行
動
観
察

診
断
書
・
認
知
行
動
特
性
ま
と
め

生
育
歴
・
経
過
・
園
や
学
校
で
の
様
子

発
達
検
査
の
結
果
・
診
断
根
拠
の
全
て

が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
全

6
ペ
ー
ジ
）

⑪
発
達
障
害
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

(講
義

)

⑫
障
害
受
容
目
的
の
個
別
セ
ッ
シ
ョ
ン

１
：
担
任
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
依
頼
（
②
③
）

２
：
診
断
結
果
渡
し
（
⑩
）
３
：
⑭
で
学
校
・
園
と
情
報
共
有

⑬
個
別
療
育

(言
語
・
心
理

)

⑭
外
来
通
院
（
投
薬
な
ど
）

（
薬
効
判
定
を
担
任
に
依
頼
）

⑧
保
護
者
と
と
も
に
作
成

⑨
保
護
者
に
診
断
説
明

⑩
保
護
者
が
担
任
に
診
断
書
・
ま
と
め
を
提
出
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2
0

1
8

/7
/2

5 7

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
読
み
書
き
評
価

（
稲
垣
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
以
後
）

①
読
み
・
書
き
に
関
す
る
聞
き
取
り

②
担
任
の
レ
ポ
ー
ト

③
読
み
の
正
確
性
と
流
暢
性
の
検
査

特
異
的
発
達
障
害
診
断
・治
療
の
た
め
の
実
践
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

④
小
学
生
の
読
み
書
き
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

⑤
音
韻
認
識
検
査
：
モ
ー
ラ
分
解
と
抽
出
、
音
節
削
除
課
題

⑥
r
a

p
id

 a
u

to
m

a
ti

z
e
d

 n
a

m
in

g
 t

e
st

 (
R

A
N

 課
題

)

⑦
視
覚
認
知
検
査
：

R
e
y
複
雑
図
形
・
フ
ロ
ス
テ
ィ
ッ
グ
・
ベ
ン
ト
ン
な
ど

☆
発
達
障
害
全
般
（

A
S

D
・

A
D

H
D
な
ど
）
の
診
断

以
上
を
組
み
合
わ
せ
、

D
S

M
-Ⅳ

-T
R
・

D
S

M
-5
で
診
断

単
音
連
続
読
み
検
査

①
単
音

②
有
意
味
語

③
無
意
味
語

④
単
文
（
３
つ
）

連
続
読
み

・
音
読
時
間

・
読
み
飛
ば
し

・
読
み
誤
り
を
記
載

稲
垣
式
（音
読
検
査
）

年
齢
：

1
0歳

同
学
年
平
均

標
準
偏
差

単
音

音
読
時
間

53
.8

秒
2

7.
2
±

6.
2

4
.3

SD

読
み
誤
り

0
個

1.
1
±

1.
5

-0
.7

SD

有
意
味
語

音
読
時
間

39
.1

秒
20

.5
±

5.
4

3
.4

SD

読
み
誤
り

1
個

0
.2
±

0
.4

2
SD

無
意
味
語

音
読
時
間

5
9

.9
秒

4
0

.3
±

9
.8

2
SD

読
み
誤
り

2
個

1.
7
±

1
.8

0
.2

SD

単
文
（
３
つ
）

音
読
時
間

（
①

6.
8
②

3.
8
③

4.
2
秒
）

合
計

14
.8

秒
9.

5
±

2.
0

2
.7

SD

読
み
誤
り

0
個

0
.5
±

0
.6

-0
.8

SD

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
・

A
D

H
D
：

10
歳
男
子

単
音
・
有
意
味
・無
意
味
語
・短
文
す
べ
て
で
読
み
速
度
が
遅
い
（流
暢
性
が
低
い
）

-3
.0

0.
0

3.
0

6.
0

9.
0

65
75

85
9

5
10

5
11

5
-3

.0

0.
0

3
.06.
0

9.
0

65
75

85
95

10
5

11
5

単
音

単
文

(有
意
差
あ
り
）

IQ
低
値
群
（

7
1～

8
5

N
=

44
）
：
音
読
時
間

3.
3
±

2.
4

3.
9
±

3.
0

IQ
高
値
群
（

9
0

< 
   

   
  N

=
46
）
：

(M
±

SD
) 

2.
3
±

2.
1

2.
4
±

3.
4

（
t 

=
 1

.9
1
, p

 =
 0

.0
6
)

（
t 

=
 2

.1
6
 , 

p 
=
 0

.0
3

読
み
の
流
暢
性
と

IQ
（

IQ
<9

1
V

S
７
１
～
８
５
）

【
単
文
】

音
読
時
間
（

SD
）

榊
・
平
谷
他

第
17
回

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
研
究
会

20
17

.7
（
松
江
）

IQ

【
単
音
】

単
音
：

IQ
が
高
く
て
も
流
暢
性
は
上
が
ら
ず

単
文
：

IQ
が
上
が
る
と
流
暢
性
も
上
が
る

意
味
理
解
が
流
暢
性
を
あ
げ
る
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2
0

1
8

/7
/2

5 8

-3
.0

0.
0

3.
0

6.
0

9.
0

65
75

85
95

10
5

11
5

-3
.0

0.
0

3
.06.
0

9.
0

65
75

85
95

10
5

11
5

【
有
意
味
】

IQ

IQ
（
知
的
能
力
）

音
読
時
間
（

SD
）

読
み
の
流
暢
性
と

IQ
（I

Q
<9

1
V

S
７
１
～
８
５
）

稲
垣
式
音
読
検
査

【
無
意
味
語
】

無
意
味
語

有
意
味
語

(有
意
差
あ
り
）

IQ
低
値
群
（

71
～

85
N

=4
4
）
：
音
読
時
間

3.
7±

2.
4

5.
4±

3.
4

IQ
高
値
群
（

90
< 

   
   

  N
=4

6
）
：

(M
±

SD
) 

3.
2±

1.
8

4.
1±

2.
7

（
t 

=
 1

.0
4,

 p
 =

 0
.3

0
)

（
t 

=
 2

.0
9
 , 

p 
=
 0

.0
4

単
音
：

IQ
が
高
く
て
も
流
暢
性
は
上
が
ら
ず

単
文
：

IQ
が
上
が
る
と
流
暢
性
も
上
が
る

語
彙
・
理
解
力
が
上
が
る
➡
言
葉
・文
全
体
か
ら
判
断
で
き
る

発
達
性
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
を
持
つ
児
の
知
的
能
力
と
稲
垣
式
音
読
検
査
課
題
に
よ
る
読
み
の
流
暢
性
の
比
較
・検

討
榊
智
史
（
平
谷

C
LS

T
）
・
平
谷
美
智
夫
他
：
第
１
７
回
発
達
性
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
研
究
会
（

20
17

.7
.1
～

2
於
島
根
大
学
）

知
的
能
力
（

IQ
)と
読
み
の
流
暢
性
の
関
係
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
小
学
生
の

W
IS

C
の

FS
IQ
と
稲
垣
式
音
読
検
査
の

有
意
味
語
・無
意
味
語
の
音
読
時
間
の
相
関

（
IQ

=9
0.

9
±

10
.9
）

無
意
味
語
で
は
全
て
の
学
年
で

IQ
と
の
相
関
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

⇒
文
字

→
音
韻
へ
の
変
換
の
レ
ベ
ル
の
障
害
は

IQ
の
影
響
を
受
け
な
い
？

有
意
味
語
で
は
学
年
が
上
が
る
と
中
程
度
の
相
関
あ
り

⇒
有
意
味
語
の
読
み
に
語
彙
力
も
関
係
す
る
た
め
学
年
が
上
が
る
と

IQ
が
影
響
？

発
達
性
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
と
診
断
さ
れ
た
ＩＱ
７
０
か
ら
８
５
の
境
界
線
級
知
能
を
持
つ
症
例

に
つ
い
て
の
検
討

山
口
大
輔

(平
谷

C
L:

ST
)・
平
谷
美
智
夫
他

第
1

3回
日
本
デ
イ
ス
レ
ク
シ
ア
研
究
会
（

2
0

1
3年

7
月

7
日

広
島
）

N
=7

5
有
意
味
語

無
意
味
語

低
学
年

FS
IQ

-0
.2

0
0.

04

中
学
年

FS
IQ

-0
.4

1
P

<0
1

-0
.1

1

高
学
年

FS
IQ

-0
.6

2
P

<0
.0

1
-0

.2
6

単
音
読
み
・
無
意
味
語
：
読
み
速
度
低
下
、

有
意
味
語
・
単
文

：
読
み
速
度
正
常
範
囲

の
ケ
ー
ス

D
D
＋
ご
く
軽
度
の

A
S

D
傾
向
と
高
い
知
的
水
準

（
F

S
IQ

=
1
1

9
）

家
で
：
か
ん
し
ゃ
く
が
は
げ
し
く
登
校
を
渋
る
よ
う
に
な
り
受
診
。

教
員
レ
ポ
ー
ト
：
学
校
で
か
ん
し
ゃ
く
な
く
、
友
達
と
仲
良
く
遊
べ
、
成
績
良
好
。
読
み
書
き
に

問
題
な
し
。
自
分
の
思
い
を
出
す
こ
と
は
少
な
く
、
負
け
る
こ
と
や
思
い
通
り

稲
垣
式

音
読
時
間

:M
±

S
D

Z
S

co
re

単
音
読
み

1
1
1

.1
（

3
7

.7
±

7
.7
）

9
.5

有
意
味
語

4
5

.3
（

3
3

.8
±

1
2

.7
）

0
.9

S
D

無
意
味
語

8
9

.1
（

5
9

.9
±

1
4
.4
）

3
.0

S
D

単
文

1
2

.2
（

1
6

.5
±

5
.5
）

-0
.8

S
D

S
T

R
A

W
(小
学
生
の
読
み
書
き
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

音
読
（
正
確
性
）
ひ
ら
が
な
一
文
字

問
題
な
し

書
字
（
正
確
性
）
ひ
ら
が
な
一
文
字

1
5

/2
0

知
的
に
高
い

→
有
意
味
語
・
単
文
は
語
彙

力
や
意
味
理
解
の
強
み
で

流
暢
性
を
カ
バ
ー
で
き
る
が

単
音
・
無
意
味
語
は
意
味
が

な
く
初
め
て
見
る
言
葉
で
も

あ
り
カ
バ
ー
で
き
な
い

A
D

H
D
併
存
の
有
無
と
読
み
誤
り
（
稲
垣
式
）

A
D

H
D
併
存

V
S

D
D
単
独
群

（
1

.0
±

2
.0
）

（
1

.8
±

2
.6
）

（
0

.6
±

1
.8
）

（
1

.6
±

4
.5
）

A
D

H
D
併
存

D
D
単
独

【
有
意
味
語
】

【
無
意
味
語
】

稲
垣
式
音
読
検
査
【
誤
り
数
】

誤
り
数

（
SD

)
【
有
意
味
語
】

【
無
意
味
語
】

（
3

.6
±

2
.4
）

【
流
暢
性
】

（
2

.6
±

2
.0
）

（
5

.0
±

3
.7
）

（
4

.5
±

3
.3
）

A
D

H
D
併
存
は
読
み
誤
り
に
影
響
し
な
か
っ
た

A
D

H
D
併
存

D
D
単
独

A
D

H
D
併
存

D
D
単
独

A
D

H
D
併
存

D
D
単
独
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2
0

1
8

/7
/2

5 9

A
D

H
D

2
4
4
計
算
障
害

＞
5
1

A
D

D
I （
不
注
意
型
）

9
9
性
別

男
/
女

2
5
8
/5

0

A
D

D
C

( 混
合
型
）

1
1
2
コ
ン
サ
ー
タ
効
果

分
類
不
明

3
2

投
与
者

1
5

4

P
D

D
( 広
汎
性
発
達
障
害
）

1
8
3

有
効

1
1
9

A
D

H
D

+
P

D
D

1
5
8

2
語
文

3
0
≦

4
5

A
D

H
D
単
独

8
6

3
0
＞

1
7
9

P
D

D
単
独

2
5

不
明

8
4

D
D
単
独

4
4

L
D

 T
r
a

u
m

a

(登
校
渋
り
・
そ
の
他

)

D
y

sl
ex

ia
3
0
8
例
の
背
景
因
子

平
谷
こ
ど
も
発
達
ク
リ
ニ
ッ
ク
（

20
01
～

20
17

.3
）

過
去
の
症
例
が
多
い
の
で

D
SM

-Ⅳ
で
表
記

併
存
症 P

D
D

:N
O

Sを
含
む

A
D

H
D

:N
O

Sも
含
む

幼
児
期
か
ら
療
育
に
通
い
就
学
後

D
D
と
診
断
さ
れ
た
例
の
併
存
（
N
=
4
3
)

診
断
名

人
数

（
人
）

割
合
(
%
)

人
数

（
人
）

割
合

（
%）

A
D
H
D

1
2

2
8

7
9

5
3
.
3

A
D
H
D＋
A
S
D

2
1

4
9

9
3

4
1
.
5

A
S
D

1
0

2
3

2
9

1
2
.
9

併
存
症
な
し
（
DD
単

独
）

0
0

2
3

1
0
.
3

合
計

4
3

1
0
0
%

2
2
4

1
0
0％

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の

D
D

診
断
総
数
（2

2
4例
）

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
単
独

例
は
就
学
前
に
は
受

診
し
な
い
（

A
SD
な
ど
の

併
存
が
な
い
と
問
題
に

気
付
か
れ
な
い

幼
児
期
よ
り
療
育
を
受
け
、
就
学
後
に

D
D
と
診
断
さ
れ
る
児
童
：山
名
寿
美
子
（
平
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク

ST
）
平
谷
美
智
夫

,
第
１
７
回
発
達
性
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
研
究
会
（

20
17

.7
.1
～

2
於
島
根
大
学
）

D
D

+A
D

H
D

+A
SD
男
児

W
IS

C
-Ⅳ

FS
IQ

=1
1

2
）

・

M
P

H
中
止

M
P

H
再
開

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
・
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
・A

D
H

D
と
書
字

保
護
者
判
断
で

M
P
H
（
コ
ン
サ
ー
タ
）
中
止
：字
が
汚
く
て
読
め
な
く
な
っ
た
。
再
開

D
ys

le
xi

a（
小

4
）
に
見
ら
れ
た
鏡
文
字
：平

仮
名
・
漢
字
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・
数
字

漢
字
が
左
右
逆
（鏡

文
字
）
上
下
が
逆

ひ
ら
が
な
は
４
８

文
字
中
１
６
文
字

が
鏡
文
字
。
誤
り

も
多
い

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
も
鏡
文
字
が
多
い

W
IS

C
-Ⅲ

V
IQ

=1
0

3
  P

IQ
=9

2
   

FI
Q

=9
7

読
み
：
稲
垣
式
読
み
速
度
検
査

2
SD
以
下

(D
D

)

漢
字
テ
ス
ト
は
１
０
０
点
を
と
る
が
、
見
た
と
お
り
に
書

き
な
さ
い
と
言
う
と
鏡
文
字
に
な
る
。
（
頭
の
中
に
正
し

い
文
字
が
入
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
）

文
末
の
勝
手
読
み
。

話
し
言
葉
の
発
達
は
良
く
、
学
業
成
績
も
良
い

数
字
の
鏡
文
字

７
ｘ
３
＝
１
２

６
ｘ
７
＝
２
４
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2
0

1
8

/7
/2

5

1
0

Ｍ Ｐ Ｈ 投 与 前 Ｍ Ｐ Ｈ 投 与 後

D
D

(D
y

sl
e
x
ia

)：
読
め
ず
書
け
ず

A
S

D
（
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
）
：読
め
る
が
書
け
な
い

A
D

H
D

:字
が
汚
い
。

M
P

H
（コ
ン
サ
ー
タ
）
有
効

書
字
が

M
P

H
（
コ
ン
サ
ー
タ
）
に
よ
り
改
善
し
た
書
字
障
害
＋

A
D

D
C

字
を
書
く
意
味
や
目
的
・職
場
で

手
書
き
文
字
が
ほ
と
ん
ど
要
求
さ

れ
な
い
事
実
を
考
え
る
と

“
止
め
”
や
“
は
ね
”

の
些
細
な
違
い
に

Ｘ
を
与
え
る
こ
と
を
疑
問
に
思
う
。

字
を
書
く
こ
と
が
嫌
で
勉
強
嫌
い
に

な
る

（
漢
ド
・
計
ﾄﾞ
を
ほ
ど
ほ
ど
に
）

＊

＊

＊
＊

小
学
生
か
ら
ワ
ー
プ
ロ
入
力
を

漢
ド
の
変
わ
り
に
パ
ソ
コ
ン
で
正
し
い

漢
字
変
換
を
宿
題
に
し
て
欲
し
い

１
：
漢
字
の
読
み
テ
ス
ト
（1

1問
中

1
0
問
正
解
）

草
履

雪
崩

百
合

日
和

五
月
雨

姑
獲
鳥
流
石

八
百
長

数
珠

抽
斗

玄
人

（
読
め
な
か
っ
た
文
字
）

２
：
エ
ン
ピ
ツ
：な
ま
り
の
ふ
で
と
書
く
ん
だ
よ

さ
み
だ
れ
：ご
が
つ
の
あ
め
と
書
く
ん
だ
よ
と
言
え
る
の
に
書
け
な
い

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
（

A
S

D
)に
高
頻
度
で
併
存
す
る
書
字
障
害

小
学
校
３
年
生
か
ら
字
を
書
か
な
く
な
っ
た
。
試
験
は
す
べ
て
白
紙

W
IS

C
-Ⅲ
：
言
語
性

IQ
=

11
4
動
作
性

IQ
=

1
1
4
全

IQ
=

1
1

5

A
S

D
児
童
の
多
く
は
読
め
る
の
に
書
け
な
い
。
書
く
の
が
苦
手
→
勉
強
嫌
い
→
学
校

嫌
い
に
な
る
が
、

A
S

D
特
性
ゆ
え
に
書
字
に
苦
手
さ
が
軽
視
さ
れ
勝
ち
。

書
字
の
問
題
は
日
本
で
は
特
に
重
要
・文
字
の
本
来
の
持
つ
意
味
・
意
義
の
再
考

R
ey
複
雑
図
形
（
あ
る

D
y

sl
ex

ia
で
見
ら
れ
た
結
果
）

①
模
写

2
3

/3
6

(学
年
平
均

2
7
.4

2
±

4
.5

0
)

②
3
分
後
再
生

2
8

/3
6
学
年
平
均
（

1
5

.8
5
±

7
.2

9
）

フ
ロ
ス
テ
イ
ッ
グ
視
知
覚
検
査
も
よ
く
描
け

て
お
り
空
間
認
知
に
問
題
は
な
さ
そ
う
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2
0

1
8

/7
/2

5

1
1

R
ey
複
雑
図
形
（
あ
る

D
y
sl

e
x
ia
で
見
ら
れ
た
結
果
）

①
模
写

3
分

1
0
秒

2
9

/3
6

(学
年
平
均

7
.4

2
±

4
.5

0
)

②
3
分
後
再
生

構
成
で
き
ず
要
素

4
項
目
の
み
か
く

結
果
：
空
間
認
知
（想
起
）
に
問
題
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
（
漢
字
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
比
べ
て
複
雑
）

漢
字
は
音
声
を
伴
い
、
形
態
が
記
憶
さ
れ
て
い
る
場

合
が
多
い

上
段
：
市
販
ド
リ
ル
の
短
文
の

漢
字
部
分
の
ふ
り
が
な
と
送

り
が
な
を
書
き
写
す
。

下
段
：
児
は
母
親
が
写
し
て
く

れ
た
ノ
ー
ト
に
漢
字
を
書
く
。

書
き
写
し
作
業
は

D
D
児
に

は
過
酷
な
作
業
。
母
親
・
同

居
の
叔
母
が
深
夜
ま
で
書
き

写
し
作
業
代
行
。

担
任
に

D
D
児
童
の
読
み
書
き
困
難
さ
を

認
識
し
て
い
た
だ
き
、
意
味
の
な
い
（
？
）

宿
題
を
再
考
し
、
宿
題
の
目
的
の
明
確

化
を
依
頼
す
る
診
断
書
提
出

漢
字
を
書
く
の
を
苦
手
と
し
て
い
る

○
○
に
は
辛
く
私
が
ノ
ー
ト
に
ひ
ら

が
な
を
書
く
の
で
夜
中
の
仕
事
に

な
っ
て
大
変
で
す

Ｍ Ｐ Ｈ 投 与 前 Ｍ Ｐ Ｈ 投 与 後

D
D
：
読
め
ず
書
け
ず

A
S

D
：
読
め
る
が
書
け
な
い

A
D

H
D

:字
が
汚
い
。

M
P

H
有
効

書
字
が

M
P

H
に
よ
り
改
善
し
た
書
字
障
害
＋

A
D

D
C

-3
.0

0.
0

3.
0

6.
0

9.
0

65
75

85
9

5
10

5
11

5
-3

.0

0.
0

3
.06.
0

9.
0

65
75

85
95

10
5

11
5

単
音

単
文

(有
意
差
あ
り
）

IQ
低
値
群
（

7
1～

8
5

N
=

44
）
：
音
読
時
間

3.
3
±

2.
4

3.
9
±

3.
0

IQ
高
値
群
（

9
0

< 
   

   
  N

=
46
）
：

(M
±

SD
) 

2.
3
±

2.
1

2.
4
±

3.
4

（
t 

=
 1

.9
1
, p

 =
 0

.0
6
)

（
t 

=
 2

.1
6
 , 

p 
=
 0

.0
3

単
音
と
単
文
読
み
の
流
暢
性
と

IQ
（

IQ
<9

1
V

S
７
１
～
８
５
）

【
単
文
】

音
読
時
間
（

SD
）

榊
・
平
谷
他

第
17
回

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
研
究
会

20
17

.7
（
松
江
）

IQ

【
単
音
】
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2
0

1
8

/7
/2

5

1
2

-3
.0

0.
0

3.
0

6.
0

9.
0

65
75

85
95

10
5

11
5

-3
.0

0.
0

3
.06.
0

9.
0

65
75

85
95

10
5

11
5

【
有
意
味
】

稲
垣
式
音
読
検
査

IQ

IQ
（
知
的
能
力
）

音
読
時
間
（

SD
）

無
意
味
語
と
有
意
味
語
読
み
の
流
暢
性
と

IQ
（I

Q
<9

1
V

S
７
１
～
８
５
）

【
無
意
味
語
】

無
意
味
語

有
意
味
語

(有
意
差
あ
り
）

IQ
低
値
群
（

71
～

85
N

=4
4
）
：
音
読
時
間

3.
7±

2.
4

5.
4±

3.
4

IQ
高
値
群
（

90
< 

   
   

  N
=4

6
）
：

(M
±

SD
) 

3.
2±

1.
8

4.
1±

2.
7

（
t 

=
 1

.0
4,

 p
 =

 0
.3

0
)

（
t 

=
 2

.0
9
 , 

p 
=
 0

.0
4

平
仮
名
単
音
・
無
意
味
語
読
み
の
流
暢
性
：

知
的
レ
ベ
ル
が
高
く
て
も
流
暢
性
は
上
が
ら
な
い

有
意
味
語
・
単
文
読
み
の
流
暢
性
：

知
的
レ
ベ
ル
が
上
が
る
と
流
暢
性
は
上
が
る

語
彙
・
理
解
力
が
上
が
る
➡
言
葉
・
文
全
体
か
ら
判
断
で
き
る

単
音
読
み
・
無
意
味
語
：
読
み
速
度
低
下
、

有
意
味
語
・
単
文

：
読
み
速
度
正
常
範
囲

の
ケ
ー
ス

D
D
＋
ご
く
軽
度
の

A
S

D
傾
向
と
高
い
知
的
水
準

（
F

S
IQ

=
1
1

9
）

家
で
：
か
ん
し
ゃ
く
が
は
げ
し
く
登
校
を
渋
る
よ
う
に
な
り
受
診
。

教
員
レ
ポ
ー
ト
：
学
校
で
か
ん
し
ゃ
く
な
く
、
友
達
と
仲
良
く
遊
べ
、
成
績
良
好

。
読
み
書
き
に
問
題
な
し
。
自
分
の
思
い
を
出
す
こ
と
は
少
な
く
、
負
け
る
こ

と
や
思
い
通
り

稲
垣
式

音
読
時
間

:M
±

S
D

Z
S

c
o

re

単
音
読
み

1
1
1

.1
（

3
7

.7
±

7
.7
）

9
.5

有
意
味
語

4
5

.3
（

3
3

.8
±

1
2

.7
）

0
.9

S
D

無
意
味
語

8
9

.1
（

5
9

.9
±

1
4
.4
）

3
.0

S
D

単
文

1
2

.2
（

1
6

.5
±

5
.5
）

-0
.8

S
D

S
T

R
A

W
(小
学
生
の
読
み
書
き
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

音
読
（
正
確
性
）
ひ
ら
が
な
一
文
字

問
題
な
し

書
字
（
正
確
性
）
ひ
ら
が
な
一
文
字

1
5

/2
0

A
D

H
D
併
存
の
有
無
と
読
み
誤
り
（
稲
垣
式
）

A
D

H
D
併
存

V
S

D
D
単
独
群

（
1

.0
±

2
.0
）

（
1

.8
±

2
.6
）

（
0

.6
±

1
.8
）

（
1

.6
±

4
.5
）

A
D

H
D
併
存

D
D
単
独

【
有
意
味
語
】

【
無
意
味
語
】

稲
垣
式
音
読
検
査
【誤
り
数
】

誤
り
数

（
SD

)

【
有
意
味
語
】

【
無
意
味
語
】

（
3

.6
±

2
.4
）

【
流
暢
性
】

（
2

.6
±

2
.0
）

（
5

.0
±

3
.7
）

（
4

.5
±

3
.3
）

A
D

H
D
併
存
は
読
み
誤
り
に
影
響
し
な
か
っ
た

A
D

H
D
併
存

D
D
単
独

A
D

H
D
併
存

D
D
単
独

A
D

H
D
併
存

D
D
単
独

A
D

H
D

2
4
4
計
算
障
害

＞
5
1

A
D

D
I （
不
注
意
型
）

9
9
性
別

男
/
女

2
5
8
/5

0

A
D

D
C

( 混
合
型
）

1
1
2
コ
ン
サ
ー
タ
効
果

分
類
不
明

3
2

投
与
者

1
5
4

P
D

D
( 広
汎
性
発
達
障
害
）

1
8
3

有
効

1
1
9

A
D

H
D

+
P

D
D

1
5
8

2
語
文

3
0
≦

4
5

A
D

H
D
単
独

8
6

3
0
＞

1
7
9

P
D

D
単
独

2
5

不
明

8
4

D
D
単
独

4
4

L
D

 T
r
a

u
m

a

(登
校
渋
り
・そ
の
他

)

D
y

sl
ex

ia
3
0
8
例
の
背
景
因
子

平
谷
こ
ど
も
発
達
ク
リ
ニ
ッ
ク
（

20
01
～

20
17

.3
）

過
去
の
症
例
が
多
い
の
で

D
SM

-Ⅳ
で
表
記

併
存
症

P
D

D
:N

O
Sを
含
む

A
D

H
D

:N
O

Sも
含
む
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2
0

1
8

/7
/2

5

1
3

支
援
機
器
グ
ル
ー
プ

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
D
D
支
援
（
支
援
器
機
G
・
学
習
支
援
室
）

➢
個
別
指
導

1.
支
援
機
器
に
つ
い
て
の
紹
介

2.
ア
プ
リ
の
活
用
方
法
を
学
ぶ

➢
ベ
ー
シ
ッ
ク

1.
タ
ブ
レ
ッ
ト
（i

P
ad
）の
操
作
を
学
ぶ

2.
ア
プ
リ
の
使
い
方
を
知
る

3.
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
課
題
に
取
り
組
む

➢
ア
ド
バ
ン
ス

p
la

s
1.
支
援
機
器
を
活
用
し
宿
題
に
取
り
組
む

2.
自
分
の
学
習
方
法
を
、
他
者
へ
伝
え

る
力
を
身
に
着
け
る

3.
自
分
に
合
っ
た
支
援
を
用
い
て
、
テ
ス

ト
・
受
験
を
す
る

➢
ア
ド
バ
ン
ス

1
.ア
プ
リ
を
活
用
し
課
題
に
取
り
組
む

2
.情
報
を
要
約
す
る

3
.自
分
の
考
え
を
ま
と
め
・
発
表
す
る

学
習
支
援
室

:（
退
職
教
師
と

ST
・

O
T・
心
理
）
で

週
3
回
開
催
（
１

G
:５
～
６
名
。
ス
タ
ッ
フ

3名

結
語

①
D

y
sl

ex
ia
は
稀
な
疾
患
で
は
な
い
。

A
D

H
D
・

A
S

D
で
は
ル
ー
チ
ン

に
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
べ
き
で
あ
る
。

②
D

D
児
は
教
科
学
習
の
基
礎
と
な
る
読
み
書
き
に
苦
労
し
、
深
刻
な

ト
ラ
ウ
マ
を
受
け
て
い
る
。

D
D

+
計
算
障
害
の
児
童
に
と
っ
て
宿
題
の

定
番
で
あ
る
漢
字
ド
リ
ル
・
計
算
ド
リ
ル
は
過
酷
で
あ
る
。

L
D

T
ra

u
m

a
と
し
て
勉
強
嫌
い
➡
学
校
嫌
い
➡
不
登
校
も
稀
で
は
な
い
。

③
読
み
書
き
の
苦
手
さ
は
生
涯
続
く
特
性
で
あ
り
、
生
涯
に
わ
た
る
支

援
が
必
要
。
職
業
選
択
（
進
路
指
導
）
は
重
要
で
あ
る
。

④
中
学
生
で
は
、
特
に
英
語
学
習
に
深
刻
な
ダ
メ
ッ
ジ
を
受
け
、
高
校

進
学
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
・
入
試
な
ど
で
特
別
な
配
慮
が
必
要

結
語
：
読
字
障
害
（

D
D
）
児
童
の
抱
え
る
困
難
さ

１
：
読
み
書
き
・学
習
場
面

①
読
字
困
難
に
加
え
て
書
字
困
難
を
持
つ
（読
み
書
き
障
害
）

②
計
算
障
害
を
併
存
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
漢
ド
・
計
ド
に
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。

③
本
人
の

IQ
と
乖
離
し
た
教
科
理
解
・
抽
象
概
念
の
弱
さ
を
持
つ
こ
と
も
多
い

④
教
科
理
解
が
正
当
に
試
験
結
果
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
多
い

２
：
読
み
書
き
・学
習
場
面
以
外
の
場
面

①
併
存
す
る

A
D

H
D
・

A
S

D
・
知
的
な
低
さ
な
ど
に
由
来
す
る
困
難
さ
抱
え
て
い
る
。

A
D

H
D
や

A
S

D
の
特
性
に
目
を
奪
わ
れ
な
い
よ
う
に
。
（

A
D

H
D
・A

S
D
で
は

D
D
チ
ェ
ッ
ク
）
（
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
デ
ィ
ス

レ
ク
シ
ア
）

②
知
的
障
害
～
境
界
線
級
知
能
の
児
童
に
も

D
D
は
い
る
。

③
教
科
学
習
の
基
礎
と
な
る
読
み
書
き
に
苦
労
し
、
深
刻
な
ト
ラ
ウ
マ
（

L
D
ト
ラ
ウ
マ
）を
受
け
て
い
る

。
D

D
+
計
算
障
害
の
児
童
に
漢
ド
・計
ド
は
過
酷
。
児
を
苦
し
め
る
だ
け
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
？

L
D

T
ra

u
m

a
：
勉
強
嫌
い
➡
学
校
嫌
い
➡
不
登
校
も
稀
で
は
な
い
。

③
生
涯
続
く
特
性
で
あ
り
、
生
涯
に
わ
た
る
支
援
が
必
要
。
職
業
選
択
（進
路
指
導
）は
重
要
で
あ
る
。

④
中
学
生
で
は
、
英
語
学
習
に
深
刻
な
ダ
メ
ッ
ジ
を
受
け
、
高
校
進
学
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
英
語

教
育
の
再
考
を
望
む

A
m

e
r
ic

a
n

 A
c
a

d
e
m

y
 o

f 
P

e
d

ia
tr

ic
s 

 C
li

n
ic

a
l 
P

r
a

c
ti

c
e
 G

u
id

li
n

e
：

R
e
c
o

m
m

e
n

d
a

ti
o

n
s 

fo
r 

tr
e
a

tm
e
n

t 
o

f 
c
h

il
d

re
n

 a
n

d
 

y
o

u
th

 w
it

h
 A

D
H

D

F
o

r 
e
le

m
e
n

ta
r
y

 s
c
h

o
o

l-
a

g
e
d

 c
h

il
d

re
n

 (
6

-1
1

 y
e
a

r
s 

o
f 

a
g

e
),

th
e 

p
ri

m
a

r
y

 c
a

re
 c

li
n

ic
ia

n
 

sh
o

u
ld

 p
re

sc
r
ib

e
 U

S
 F

o
o

d
 a

n
d

 D
r
u

g
 A

d
m

in
is

tr
a

ti
o

n
-a

p
p

ro
v
e
d

 m
e
d

ic
a

ti
o

n
s

fo
r 

A
D

H
D

 (
q

u
a

li
ty

 o
f 

e
v
id

e
n

c
e
 A

/s
tr

o
n

g
 r

e
c
o

m
m

e
n

d
a

ti
o

n
) 

a
n

d
/o

r 
e
v
id

e
n

c
e
-b

a
se

d
 

p
a

re
n

t 
a

n
d

/o
r 

te
a

c
h

e
r-

a
d

m
in

is
te

re
d

 b
e
h

a
v
io

r 
th

e
r
a

p
y

 a
s 

tr
e
a

tm
e
n

t 
fo

r 
A

D
H

D
, 

p
re

fe
r
a

b
ly

 b
o

th
 (

q
u

a
li

ty
 o

f 
e
v
id

e
n

c
e
 B

/s
tr

o
n

g
 r

e
c
o

m
m

e
n

d
a

ti
o

n
).

 T
h

e
 e

v
id

e
n

c
e
 i
s 

p
a

r
ti

c
u

la
r
ly

 s
tr

o
n

g
 f

o
r 

st
im

u
la

n
t 

m
e
d

ic
a

ti
o

n
s 

a
n

d
 s

u
ff

ic
ie

n
t 

b
u

t 
le

ss
 s

tr
o

n
g

 f
o

r 

a
to

m
o

x
e
ti

n
e
, 
e
x
te

n
d

e
d

-r
e
le

a
se

 g
u

a
n

fa
c
in

e,
 a

n
d

 e
x
te

n
d

e
d

-r
e
le

a
se

 c
lo

n
id

in
e
 (

in
 t

h
a

t 

o
r
d

e
r
) 

(q
u

a
li

ty
 o

f 
e
v
id

e
n

c
e
 A

/s
tr

o
n

g
 r

e
c
o

m
m

e
n

d
a

ti
o

n
).

T
h

e
 s

ch
o

o
l 
e
n

v
ir

o
n

m
e
n

t,
 

p
ro

g
r
a

m
, 
o

r 
p

la
c
e
m

e
n

t 
is

 a
 p

a
r
t 

o
f 

a
n

y
 t

re
a

tm
e
n

t 
p

la
n

.
＊
薬
物
治
療
を
行
動
療
法
と
同
時
に
開
始

①
T

h
e 

cl
in

ic
ia

n
 s

h
o
u

ld
p

re
sc

ri
b

e 
a
 s

ti
m

u
la

n
t 

tr
ea

tm
en

t,
 ・
・

2
5
%

o
f 

p
a
ti

en
ts

 h
a
v
e 

a
n

 o
p

ti
m

a
l 

re
sp

o
n

se
 o

n
 

a
 l
o
w

, 
m

ed
iu

m
, 
o
r 

h
ig

h
d

o
sa

g
e;

 a
n

o
th

er
 2

5
%

 b
e 

u
n

re
sp

o
n

si
v
e 

o
r 

h
a
v
e 

si
d

e 
ef

fe
ct

s

②
O

v
er

 ・
・

, 
p

h
y
si

ci
a
n

 s
h

o
u

ld
 i

n
cr

ea
se

 t
h

e 
m

ed
ic

a
ti

o
n

 d
o
se

 ・
・

to
 a

ch
ie

v
e 

m
a
x
im

u
m

 b
en

ef
it

. 

・
・

th
e 

cl
in

ic
ia

n
 s

h
o
u

ld
 u

se
 a

n
 a

lt
er

n
a
ti

v
e 

cl
a
ss

 o
f 

st
im

u
la

n
ts

 t
h

a
t 

w
a
s 

n
o
t 

u
se

d
 p

re
v
io

u
sl

y.
 

③
If

 ・
・

th
e 

cl
in

ic
ia

n
 s

h
o
u

ld
 s

w
it

ch
 t

o
 a

n
 a

m
p

h
et

a
m

in
e
④

If
 ・
・

, 
cl

in
ic

ia
n

s 
m

a
y
 c

h
o
o
se

to

p
re

sc
ri

b
e 

a
to

m
o
x
et
米
国
小
児
科
学
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
薬
物
療
法
が
第
一
選
択
治
療
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2
0

1
8

/7
/2

5

1
4

そ
の
他
の
課
題

①
就
学
前
の
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
早
期
発
見

高
校
卒
業
後
の
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
生
徒
の
実
態
調
査
（
職
業
選
択
）

②
カ
タ
カ
ナ
・
漢
字
の
読
み
書
き
の
診
断
基
準

③
英
語
が
苦
手
な
生
徒
と
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
関
係

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
は
英
語
が
苦
手

英
語
が
苦
手
な
生
徒

全
て
が
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
で
は
な
い

→
中
学
・
高
校
の
英
語
教
師
の
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
へ
の
無
関
心

④
算
数
障
害
は
ほ
と
ん
ど
手
付
か
ず

（
教
育
委
員
会
の
無
策
さ
！
深
刻
）

④
教
員
全
体
の
意
識
改
革
（

D
D
児
童
・
不
注
意
型

A
D

H
D
児
童
は
ク
ラ
ス
の

邪
魔
に
な
ら
な
い
の
で
単
に
成
績
が
悪
い

で
見
逃
さ
れ
て
い
る

プ
ル
ー
ス
ト
と
イ
カ
：
メ
ア
リ
ア
ン
・
ウ
ル
フ
著
読
書
は
脳
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
？

①

私
た
ち
は
け
っ
し
て
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
文
字
が

読
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
人
類
が
文
字
を
読
む
こ
と

を
発
明
し
た
の
は
、
た
か
だ
か
数
千
年
前
な
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
発
明
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
脳

の
構
造
そ
の
も
の
が
組
み
直
さ
れ
て
、
考
え
方
に
広

が
り
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
人
類
の
知
能
の
進
化
を
一

変
さ
せ
た
。
読
む
と
い
う
の
は
ま
さ
に
、
歴
史
上
最
も

素
晴
ら
し
い
発
明
の
ひ
と
つ
だ
。
歴
史
を
記
録
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
自
体
、
そ
の
所
産
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
私
た
ち
の
祖
先
が
読
み
方
を
発
明
で
き
た
理
由

は
た
だ
ひ
と
つ
、
人
間
の
脳
が
、
既
存
の
脳
内
の
構

造
物
間
に
新
し
い
接
続
を
生
み
出
す
と
い
う
、
驚
く
べ

き
能
力
を
備
え
て
い
る
か
ら
だ
。

読
書
に
よ
り
脳
の
構
造
が
組
み
な
お
さ
れ
る

＝
新
し
い
接
続
（神
経
線
維
の
連
絡
）が
生
み
出
さ
れ
る

読
字
の
学
習
は
、
幼
児
が
ひ
ざ
に
抱
か
れ
て
、
初
め

て
お
話
を
読
ん
で
も
ら
う
時
か
ら
始
ま
る
。
生
後
五
年

間
に
そ
ん
な
機
会
が
ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
か
、
な
か
っ
た

か
が
、
後
の
読
字
能
力
を
予
測
す
る
最
良
の
判
断
材

料
の
ひ
と
つ
に
な
る
。
・
・
・
・
階
級
制
度
が
目
に
見
え
な

い
線
で
私
た
ち
の
社
会
を
分
け
て
い
る
。
音
声
言
語
と

書
記
言
語
を
操
る
機
会
が
豊
富
な
環
境
を
子
ど
も
た

ち
に
与
え
て
い
る
家
庭
は
、
そ
う
し
た
環
境
を
与
え
て

い
な
い
家
庭
、
あ
る
い
は
与
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
家

庭
と
、
徐
々
に
一
線
を
画
し
て
い
く
。
あ
る
著
明
な
研
究

で
は
、
言
語
面
で
恵
ま
れ
て
い
な
い
家
庭
の
子
ど
も
た

ち
と
言
語
の
刺
激
を
受
け
る
機
会
が
豊
か
な
家
庭
の

子
ど
も
た
ち
が
耳
に
す
る
単
語
の
数
に
は
、
幼
稚
園
に

上
が
る
ま
で
に
早
く
も
三
二
〇
〇
万
語
の
開
き
が
生
じ

る
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。

プ
ル
ー
ス
ト
と
イ
カ
：
メ
ア
リ
ア
ン
・
ウ
ル
フ
著
：読
書
は
脳
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
？

②

数
十
年
来
の
研
究
に
よ
り
、
子
ど
も
が
親
や
好

き
な
人
の
朗
読
を
聞
い
て
過
ご
し
た
時
間
の
長

さ
は
、
数
年
後
の
読
字
レ
ベ
ル
を
予
測
す
る
よ

い
判
断
材
料
に
な
る
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ

か
？
上
に
挙
げ
た
場
面
を
、
も
う
少
し
突
っ
込
ん

で
考
え
て
み
よ
う
。
年
端
も
い
か
な
い
子
ど
も
が

大
人
の
ひ
ざ
に
載
っ
て
、
色
と
り
ど
り
の
絵
を
眺

め
、
昔
話
や
新
し
い
物
語
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

ペ
ー
ジ
に
記
さ
れ
て
い
る
線
は
文
字
で
あ
り
、
文

字
は
単
語
を
作
り
、
単
語
は
物
語
を
作
り
、
物
語

は
何
度
で
も
繰
り
返
し
読
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
学
ん
で
い
る
。
こ
の
幼
い
頃
の
場
面
に
、
子
ど

も
の
読
字
の
発
達
に
不
可
欠
な
前
段
階
の
大

半
が
含
ま
れ
て
い
る
。

＊
デ
イ
ス
レ
ク
シ
ア
の
早
期
発
見
が
重
要
だ
と
私
は
思
い
ま
す

子
ど
も
が
初
め
て
、
た
ど
た
ど
し
く
も
文
字
を
理
解
し
よ

う
と
し
始
め
た
時
か
ら
、
読
字
は
、
体
験
す
る
こ
と
自

体
が
目
的
な
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
も
の
の
考
え
方

を
変
え
、
文
字
通
り
に
も
比
喩
的
に
も
脳
を
変
化
さ
せ

る
最
良
の
媒
体
な
の
で
あ
る
。

・
・
・
読
字
が
も
た
ら
す
生
物
学
的
変
化
と
知
的
変
化

は
、
私
た
ち
の
考
え
方
を
検
査
す
る
た
め
の
格
好
の

ペ
ト
リ
皿
だ
。
こ
う
し
た
検
査
に
は
・・
・・
・・
・
こ
れ
ら
の

学
問
分
野
を
統
合
し
て
書
記
言
語
の
三
つ
の
側
面
、

①
文
字
を
読
む
脳
の
進
化
（人
間
の
脳
は
ど
の
よ
う

に
し
て
読
み
方
を
学
ん
だ
か
）
②
文
字
を
読
む
脳
の

発
達
（幼
い
脳
は
ど
の
よ
う
に
し
て
読
み
方
を
学
ぶ
か
、

ま
た
、
読
字
は
私
た
ち
を
ど
う
変
化
さ
せ
る
か
）、
③
文

字
を
読
む
脳
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（脳
が
文
字
を
読
め

な
い
場
合
＊
に
対
す
る
新
し
い
見
方
を
紹
介
す
る
こ
と

に
あ
る
。
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ひとりの困ったをみんなのよかったに変える教育とは 
〜インクルーシブ教育が目指す目的の共有を〜 

岐阜市立鶉小学校 
主幹教諭 神山 忠 

 
はじめに 

上記の演題で講演を考えております。その話をする背景には何かあるかを考えていただけることが「ひ
とりの困ったをみんなのよかったに変える教育とは」につながることだと感じています。 
 そうした思いで「ディスレクシア 当事者の主張・雑感 （半生の反省より）」と題して次の文を読んで
いただけるとありがたいです。 
 学習障害がある当事者の文章。きっと読みづらい部分や、分かりにくい表現等があると思いますが、そ
れも特性の一つであり、困難さがあっても「理解と支援があれば」これだけの文が書けるのだと感じても
らえるととても嬉しいです。 

  

１．私の第一言語は… 

 きっと日本人なら「あなたの第一言語は？」と問われたら「日本語です」という回答になるでしょう。
しかし、本当にそうなのだろうかと疑問に感じながら今まで生きてきました。 

 言語の定義は難しいが、ここで言う言語とは自分が物事を理解し処理しやすいリテラシー的なものをさ
しています。「りんご」と言う聴覚情報が入ってきたときにどのように入力して理解しているかを例にして
考えてみます。 

A－頭の中に「りんご」というひらがなが思い浮かぶ人。 

B－頭の中に「り・ん・ご」と音が響きわたる人。 

C－頭の中に「apple」とつづりが浮かぶ人。 

D－頭の中に「りんご」のイメージが浮かぶ人。 

E－頭の中に「りんご」を食べたことを思い出す人。 

この他にも細かく分類すると多様なリテラシーに分かれるでしょう。このように文字や言葉の元となる
理解しやすいリテラシーに目を向けると、必ずしも文字や言葉が重要ではなく理解しやすい形態は多様で
あると分かり合えるといいのではないでしょうか。 

 実は、私はD のイメージで理解するタイプの人間です。そんな私が日本語で「りんご」と書かれても漢
字で「林檎」と書かれても、その文字からイメージにつなげるまでに時間と労力を要することとなります。
しかし、りんごのイラストを示してもらえれば即理解につながります。このようなことから私にとっての
第一言語は「イメージ」と言えるのではないでしょうか。 

 そんな私が日本語の文字で表記された教科書で学習する場合は、他言語で書かれた教科書で学んでいる
状況と同じです。想像してみよう、小学校に入学した児童が知らない国の言語で書かれた教科書で理科や
社会を学習しているとしたら、学習内容にアクセスする前に言語の壁が立ちはだかり学びは思うように進
まないことが理解できることでしょう。そのような学齢期を過ごしてきた私の半生を振り返ることで、今
後どのような方向に向かっていくと誰もが自分の強みを生かして社会参加・社会貢献していけるかのヒン
トとなればと願っています。 

 

２．小学生時代の作戦と出来事 

 入学したころのことを思い出してみると、みんなの真似をすることでその場をやり過ごしていました。
国語の教科書を一斉に読むときも、みんなの声に合わせるように少し遅れて小さめの声を発していました。
それを繰り返すうちに文章を暗記するようになっていきました。低学年の短い文章であれば、そうして記
憶することで指名されて一人で読むときには何とか読めているように振る舞うことはできました。 

 徐々に長い文章になっていくと、その作戦は効力を失っていきました。そこで、次に取った作戦は分か
ち書きです。分かち書きに書き直すことで、意味のまとまりを把握することもでき、息継ぎをする場所も
分かり、多少は文字を文字として認識しやすくなりました。 

 しかし、すべての教科書を分かち書きに変えることは不可能でした。そこで次に取った作戦は、赤ペン
で斜線を入れて区切っていくスラッシュ作戦です。当初は、正しい位置で初めから斜線で区切ることがで
きなかったので、間違えても訂正できるように鉛筆で区切ることをしていました。しかしそれだと、印刷
されている文字も黒色で鉛筆の色も黒色で、自分が区切った線と文字とが絡まってしまうように見え、よ
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り見にくい教科書になってしまいました。そこで赤色鉛筆で区切るようにしました。ここでも問題が発生。
色鉛筆の芯の太さは、通常の鉛筆よりも太く、太い線が入った紙面も見づらかったです。最終的にたどり
着いたのは、当時はまだ高価だった赤色のボールペンで区切ることです。 

 赤ペンで区切った教科書であっても、学年が上がっていくと行間が詰まってきて、一度に目に飛び込ん
でくる文字の量が多くて目まいを起こすような、乗り物酔いをしているような感覚に陥るようになってい
きました。 

そこで次に取った作戦は、定規あて作戦です。読むべき行に当てて、目線がずれないようにするだけで
なく、必要のない行の文字を隠すことで少しでも読みやすくしました。初めは竹製の３０センチものさし
を使っていましたが、当時の教科書の大きさには大きすぎたのでプラスチック製のちょうど良い長さの定
規を使うようにしました。しかし、それは透明だったので、見やすさの向上にはあまりつながりませんで
した。 

 そこでたどり着いたのは、お土産のお菓子の箱をばらした厚紙を切って重ねて定規状のものを作りまし
た。これのポイントとしては、白いきれいな面が上になると光の反射（光沢）が集中力を削ぐことになっ
たため、灰色の面を上になるようにして教科書にあてることです。そこで、両面が灰色になるように貼り
合わせてちょうどいい大きさと強度になるように作りました。使い初めは、読む行の下にあてて次の行以
降を見えなくする使い方をしていましたが、気がつけばその定規状のものを二つ使って前の行も隠すよう
にあてて対応するようになっていました。そして最終的にたどり着いたのは、スリット状にくりぬく作戦
です。大きさ的にスリット状にすると筆箱に入りきらなかったので、二つ折りにしました。その折り目は、
スリットの中央ではなく、スリットの底面つまり読む行の下にあてるところで折り目をつけて、必要に応
じてその折り目を広げてスリットにしたり、折りたたんで定規状で使ったりしていました。 

 小学４年の時にラッキーなことがありました。近所の電気屋さんから壊れたオープンリールの録音機を
もらい受けました。（デンスケと呼んでいたことを覚えています。）それまでもラジオやテレビなど壊れた
ものをもらっては、自分で分解して遊んでいました。そのオープンリールの録音機を分解して掃除をして
組み立てると問題なく使えるようになりました。電気屋さんにそのことを伝えるとすごく褒めてもらえま
した。でもカセットテープが普及し出したのでもうその録音機は必要ないということでした。ご褒美に新
しい録音用のリールを何本かもらえました。そのデンスケに三歳年上の姉に教科書を読んでもらって録音
して授業に備えることをしました。 

しかし、録音した音声に合わせて教科書を目で追うのもなかなか難しかったです。そこでページの変わ
り目になったら、わざとページをめくる音が入るように録音してみました。最終的にカスタネットを使い、
ページをめくるときには２回 「カチカチ」、見開きのページの変わり目は1 回「カチッ」と鳴らして録音す
ることで、どこの部分を読んでいるのかが分からなくなることが防げました。また、早聞きにもこのころ
から取り組むことにつながりました。これが私の特性に応じた機器活用の幕開けとなりました。 

 

３．中高生時代の作戦と出来事 

 中学生になって、文字中心の学習に拍車がかかると私の困難さも当然増していきました。そんな中でも
数学だけは、比較的学習について行けました。数式だけの問題なら難なく解くこともでき、文章題の解く
コツがつかめ解けるようになったことで自信をつけることができました。 

どのようにしたかと言うと、素早く文章題を読み解くことは困難でしたが、時間をかけながら文章題を
模式化（図に起こす）ことに取り組みました。コツをつかめばどんどんと、できるようになっていきまし
た。いくら長い文章題であっても国語に比べれば文章の量的には知れていました。それを自分の第一言語
であるイメージに書き砕くことで数式に落とし込めて、解答できることができ自信につながりました。「自
分は、その手法を使って文章を白紙に図式化することをすれば、時間と手間はかかるが他の文章も正しく
理解できる。」と感じられるようになりました。 

また、数学でフローチャートを学んだ時に「なんてわかりやすい表記なんだろう！」と感動しました。
「文章もこう表記されれば分かるのに…」と思った記憶があります。それ以来ノートの取り方を変えまし
た。それまでは 「黒板を写しなさい」「ノートを取りなさい」と言われると写生をするかのように書き写し
ていました。しかし、それは自分で書いた文字であるのに自分で読み返すことのできないものでした。そ
れを「キーワードを書き出し」「その位置関係」「意味合いを線でつないで」表記する、いわゆるマインド
マップ的なノートの取り方にしていきました。それを復習時に時系列等に応じてフローチャート式にまと
め直して自分のものにしていきました。 

高１の時に、姉からカシオのポケコンを「もう使わないから」ともらえました。ディスプレーは半角１
２文字１行しか表示されませんでしたが、BASIC でプログラミングできる電卓の進化版でした。それを使
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って、独学で数学の問題を解くプログラムを作ったことがあります。同じような問題が何問の出される宿
題を一気に済ましたいと考え、方程式をプログラムにして変数のみ入れ替えれば解答が出るだけでなく、
途中の式も表示されるものを作りました。そのころから機器への関心は高まっていきました。 

こうした得意分野もありましたが、図式化しにくい教科はなかなか点数が取れませんでした。しかし、
第一言語がイメージである私であっても、文字を字面としてとらえ「この文字のかたまりは、あのイメー
ジと同じこと…」と言う形で字面と意味、音と意味、字面と音それぞれを関連付けて自分の中に蓄積して
いくことは意識して取り組んでいきました。つまり、英単語を習得するかのように語彙の獲得を日本語で
あっても心がけていきました。これもあってか小学校時代の教科書をこの時期に振り返って見てみると、
意外と意味が汲み取れるようになっていました。語彙が増えたことと小学校の教科書の行間、文字間、文
字の大きさ等がようやくこの時期になってこなせる段階に至ったのかも知れません。つまり、自分に合っ
た書式で、自分の処理できる語彙や量であれば時間がかかるが処理できないわけではないと考えています。 

 

４．社会人・大学生になってからの作戦と出来事 

 いろいろとあって高校卒業後に自衛官となった私は、文字による教育から解き放たれて力を発揮するこ
とができました。口頭による教育と実物操作しながら身体で習得する自衛隊の訓練は、自分の学びにぴっ
たりとマッチしていました。そこで自信をつけた私は「自分のように学齢期に苦しむ子どもは自分を最後
にしたい」と思うようになり夜間の短大に通い教員を目指すことにしました。運が良かったことに夜間の
短大の入試は社会人枠で受験でき口頭試問と面接のみでした。筆記試験ではなく口頭で答える試験は、私
の力の表出に合っていて何とか合格することができました。 

 夜間の短大では、自分の得意な方法を用いて単位を取っていきました。講義はすべてマイクロカセット
テープに録音し、板書は写真で撮影しました。当時の写真はフィルムのカメラしかありませんでしたが、
ハーフのカメラというものがありました。２４枚撮りのフィルムでもその倍の４８枚から５０枚くらい撮
影できました。黒板と白チョークでの板書の撮影はモノクロフィルムで対応できました。それを現像して
引き伸ばし字面を読み取れるようファイリングしました。少しの時間でもあれば録音した講義を３倍速で
聞きながら撮影した写真を見て学習を進めていました。 

 教員免許も取得し卒業することはできましたが、なかなか教員採用試験に合格することはできませんで
した。３年間かけてひたすら勉強しました。他県の問題、過去の問題を時間をかけて徹底的に取り組みま
した。もちろん当時の教員採用試験には合理的配慮は無かったです。しかし、自分で白紙の持ち込みを試
験官に申し出ました。その用紙を計算用紙のように文章題を図式化すれば正しく問いを理解して答えられ
るからです。しかし前例がないからと言うことで認められませんでした。そこで、問題用紙の裏面や余白
を使い、問題の解読作業をしてから回答することで合格に漕ぎ着けました。 

 

５．教員になってからの作戦と出来事 

 教員になってより文字の扱いは必至（必死）でした。ICT 機器がない時期は、時間をかけてアナログ的
アプローチで取り組んでいました。助かったのは、ワープロの普及で手書きの文字ではなく活字の文字が
増えてきたことです。手書きよりも処理しやすいのです。例えば、データでもらって文字を大きくしたり
行間、文字間隔、書体を変えたりして見やすいレイアウトにして対処できました。 

 中学校の技術科の教員になった私が、たまたま雲形定規を使って製図をしていたときのことでしだ。透
明で黄色の雲形定規が乗っかった部分の文字が、くっきりと見え文字として認識でき目に飛び込んできま
した。それ以来スリットの代わりに黄色のプラスチックシートをつかうようにして文字に向かうようにな
りました。 

 徐々にICT機器が進歩し、それに合わせて読み上げ機能、OCR 機能、分かち書き機能などを使うように
して勤務に支障のないようにしています。その対処法は、今でも模索し進化し続けています。 

また、ネット社会の恩恵も活用し調べ物をしても読み上げ機能で知りたい情報に難なくアクセスするこ
とができています。それと同じくらい利用しているのは、コールセンター（ヘルプデスク）です。困った
ときには、各企業のコールセンターにためらわずに電話するようにしています。 

 

６．支援者としての作戦と出来事 

 読み書き障害と言っても一人一人その困難さや特性は様々だと感じています。そこで大切にしているの
は、本人の思いです。学齢期の相談の場合、保護者の思いが先行してしまうこともあります。それも受け
止めながら最優先するのは本人の思いでなければならないと心しています。その思いを聞いて行く過程に

- 55 -



おいて、個人内要因と環境要因が見えてきます。それがはっきりとしてきたら、本人に合う作戦を一緒に
なって考えていくようにします。自分の得意を生かしてその場をやり過ごせるようなスキルも身につけて
もらえるように努めています。そして、その子に合うICT機器の活用法も積極的に紹介しています。 

また、環境要因に関しては、学校と保護者と連携できる関係づくりをするとともに「どうした環境整備・
環境調整をすることで学びの困難さを軽減できるか」を一緒になって模索し合えるような関係づくりの中
で進めています。 

これが支援の模範解答と言うのはなく、私がいまだに自分に合う作戦を模索しているように、その年齢
や環境に応じてベターな作戦を開拓できることが重要だと考えています。そのためにも柔軟にICT機器等
も活用できることを心掛けています。 

 

７．図書館に期待すること 

 今から２０年ほど前にマルチメディアＤＡＩＳＹとの出会いがありました。その時の衝撃は大きなもの
でした。自分が今まで試行錯誤してきた作戦のほとんどがそこに集約されていました。読まれる部分がハ
イライトされて音声読み上げされる機能は私のような特性の者には大変助かるものでした。 

 そして、今の私の読書スタイルは、音声で聞きながら実際の本を目で追うというものです。書籍の内容
やその時の心理的 ・身体的状況によって読書のスタイルは異なっています。（これは多くの人が黙読するか
音読するか斜め読みするかの違いに似ているのかも知れません。） 

 障害者差別解消法が施行されている現在、公共図書館にはマルチメディアＤＡＩＳＹは蔵書してもらい
たいと願っています。 

 また、録音図書も通常の図書館にも置いてもらいたいです。 

 対面朗読もありがたいですが、まだ気持ち的に控えたい段階から脱していません。「負担をかけてしまう。」
「迷惑ではないか？」という気持ちからです。 

また、私に関しては肉声よりもＴＴＳの方が抑揚がないためスッと頭に入ってきます。そして、速聴に
慣れているので、それを肉声の早読みで対応できるかというと難しいと思っています。 

視覚障害の診断や手帳がないディスレクシアの者にとっては、図書館の各種サービスを受けるのにはハ
ードルが高いと感じています。（私はサピエ図書館の利用を申請して活用していますが、リダーや検索シス
テムが視覚障害者向けなのでディスレクシアで使えている人は少ないです。） 

また通常の方たちは、公共図書館を無料で利用しています。しかし、サピエ図書館は寄付金（協力金）
を依頼されています。このあたりも釈然としない点です。 

今後、高齢化が加速度的に進む日本において、視覚障害等の手帳がなくても様々な図書館サービスが受
けられるような体制が早急に求められでしょう。読書の多様化が認められる社会になっていかないと、図
書館の存在意義が問われる社会になるかも知れないと感じています。 

著作権法との絡みはあるでしょうが、受益者と著作権者の利益を両立させながらも、多くの受益者が権
利として書物に親しめる方向に向かってもらいたいです。 

「マラケシュ条約」批准と「読書バリアフリー法」制定を目指している我が国。これに先立って、公共図
書館が現行でできることを模索してもらえると嬉しいです。法ができたから重い腰を上げるのではなく、
批准に向けての備えとして過度な負担にならない範囲で取り組んでもらえると、批准や法律施行のタイム
ラグなくサービスが提供できると考えます。著作権法はあるけれど、それより優先される人権としての情
報保障があると感じています。 

 

８．答えのない時代を生き抜くために 

 原子力発電は必要なのか？という問いに対して・・・。いまだ核廃棄物の処理の方法が確立されていな
く、総費用がいくらに上るかもわからない発電方法。そして、ひとたび原発事故が起きたら甚大な被害に
発展する発電方法。この原子力発電は必要なのかと言う問いに対して、どのような答えがあるでしょうか。
１＋１＝２というような答えはない問題です。 

 これからの時代には、よりこうした問題に立ち向かうことが必要な力が求められることでしょう。 

 視点を変えて、次の問題にどういう回答が正解になるだろうか？ 鉱山でトロッコに乗っていました。
ブレーキが効かなくなり暴走を始めました。進む先の線路上には３人の工夫がこちらに気が付かずにいま
す。よく見るとその工夫たちの手前に線路が分かれるポイントがあります。しかしもう一方の先は少し行
くともう線路がなく、崖になっています。あなたならそのポイントでどちらに進みますか？ 
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 こうした問いは極端で日常生活にはあり得ない判断かも知れません。しかし、車の自動運転をプログラ
ムしようとすると、どう判断するように設定するかが求められます。例えば、自動運転で速度を出して走
行しています。１０メールほど先にベビーカーに赤ちゃんを乗せた若い夫婦が車に気がつかずに通りを横
切ろうと道に出てきました。道路の両側はコンクリートの壁と電柱が立っていて今からハンドルを切って
回避することは無理です。それをすると車は大破し運転手は亡くなるでしょう。この状況で自動運転の判
断は３人の歩行者を犠牲にする制御プログラムにするか、運転手を犠牲にするプログラムにするか。また
は、歩行者の人数が違うと判断に影響するようにするかなど、一人では解答が出せない課題を解決してい
かなければならない社会に既になっているんです。 

 そこで、この課題に対して、よりよい解にするために必要なのが多様な意見の交流です。自分と同じ感
覚や似た境遇で育ってきた人との交流ではなく、自分とは異なった感覚や境遇の人との交流でよりよい解
にブラッシュアップできるのだと思います。 

 違った者同士が、建設的対話を重ねて行ければ、より良い社会の創造ができると思っています。そう考
えると、誰もが居ていい存在であり、誰もが居なければいけない存在だと感じられると思います。共生・
共存という言葉がありますが、私の感覚的には共存 ・共生のように感じています。共に存在し合うことで、
共に生きていきやすい社会の創造につながる感じです。 

 

９．弱肉強食なのか？ 

 近年、障害者問題を語るときに気になるのは、弱者・強者とか優生・劣等という視点で見ることです。
（問題）トラとウサギではどちらが強いでしょう。どう戦ってもトラの勝だと思われます。しかし、実際
は絶滅危惧種に挙げられているのはトラです。ウサギは農作物に被害を与えるほど繁殖している現状です。 

 個体レベルで考えれば、トラであってもウサギであっても寿命以外で命を失うことはあり得ます。もっ
と言えば、人間も含めて絶対に死にます。ゆえに、個体レベルでは「全肉全食」で、種レベルでは「適者
生存」と言えるのでしょう。 

 優れているというのは、種の長いスパンでのごく短い時期に適しただけのことではないでしょうか。種
として 「適者生存」を維持していくには、「多様な特性を排除しない社会を築くことが鍵だ」と気づいた人
類だから国連主導で障害者を取り巻く環境改善が進んだのだと感じています。 

 しかし、人権という側面が前面に出て、理性的に物事が捉えられて説明されている側面が強い気がしま
す。 

 一方、理性的と言うのは、くせ者です。経済的に厳しい家庭だったら子どもを１人で我慢することは理
性的な判断のように感じます。また、多様な生き方があり、稼ぎがあれば一人で充実していたら独身で過
ごすというのもその人の考えであり尊重すべき考えです。 

 しかし、種として考えるとすっきりしない思いになるのはわたしだけでしょうか。種が絶える生き方は
果たして理性的なのか？そんな疑問が湧いてきます。 

だが、それは大した問題ではないと思っています。その人自身が種を残すことは無くとも、種の多様性
を認め、生きやすさに貢献できていればいいことだと考えています。 

 もっと言えば、長く生きたから価値のある人生で、短命だったら価値のない人生ということもないと思
います。生き方の中で、周囲への影響が必ずあるのでそこに価値を見出していきたいです。 

 今、すごいスピードで医療や人工知能等が進歩しています。その中で遺伝子工学も人間が踏み込んでい
いのか迷う領域まで手が加えられるようになってきました。 

 実際、農作物や養殖・畜産物には、遺伝子操作をして栄養価を高めたり収穫量を増やしたり、病気にな
りにくくしたりされ私たちの食卓を豊かにしています。 

 だからと言ってその技術を人間に適用してよいのか疑問を感じる瞬間があります。先も述べましたが、
種として優れているかはごくごく短いスパンで見た場合の話です。その技術を使って多様性を失わせてし
まうことは、種の「適者生存」の可能性を奪うことになるかもしれません。 

 人権、理性という縛りではなく、種の繁栄という視点で障害者問題をとらえて深く考える議論が必要な
ように感じる今日この頃です。 

 日本の人口推移をみると心配になります。教育が充実し経済も豊かになり、国際的にも大国になってい
ます。しかし、今までに経験したことのない人口減少率です。年齢分布も自国だけでは支えきれないほど
のアンバランスさです。これらの原因も「浅い人権感覚や理性」の捉えから来る自己の損得勘定で人生設
計することかも知れません。 

優秀でないと生きにくく、子どもももてない社会と言うのは本来的ではないと思います。 
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「SDG‘ｓ」ってご存知ですか？ 国連で採択さられたことです。誰一人として取り残さないための世界
づくりとして取り組んでいることです。人の困難さは、周囲から求められる水準によって決まる部分があ
ります。誰でも高いものを求められ続けると苦しいです。そこで「持続可能な開発目標」という視点で進
んでいくことを推奨しています。 

昨今の異常気象も、持続不可能な開発を推し進めてきたからかもしれません。それは、各国が単体で取
り組んで何とかなるレベルではない状況に至っています。それを解消し人類としてのより良い生き方を目
指して制定されたものです。この取り組みを国任せでなく、一人一人の問題だと感じられるように広めて
いきたいと願っています。 

 

おわりに 

 次の言葉は誤解を生むかもしれませんが、「ゆっくりな人がいるから早い人がいる」それなのにゆっくり
な人を排除してしまったらどうなるでしょうか。 

早い人でも本当は、時には速度をゆるめたい気持ちになったり、立ち止まってみたくなったりするでしょ
う。それが許されない時代になってしまうことでしょう。 

 また、同じ道であっても、ゆっくり歩いてみると、普段の速度では気がつかなかったステキな風景に気
がつくことができます。そんな気づきも許されないような生き方は、豊かと言っていいのでしょうか。 

 個性の強い子、学びがゆっくりな子を排除する影響は、集団全体に返ってくることだと考えています。 

「強制教育から共生教育へ」 

「競争社会から共創社会へ」 

一人一人が当事者という気持ちで舵を切っていけるような歩みをしていきたいです。 

 社会も、過去の優生保護法の過ちをしっかりと認識して、どんな障害があっても、どんな病気であって
も、どんな特性があっても堂々とメインストリートを歩けるように向かって行けるようにして行こうでは
ありませんか。 

 その思いや取り組みの行為自体が種の幸福的生存と存続になるのだと感じています。 

 

「ひと」らしくあるために 

努力では何ともならないこと、誰にでもありませんか？ 

でも、自分にしかできないことってありますよね。 

これで良いのではないでしょうか？ 

もし、人の理想が完全自立であるなら、 

人が全員誰にも頼らずに生きていけたなら、 

人は人でなくなるのかも知れません。 

「お互い尊敬し合う」そんなこともなくなりますよね。 

そんな社会よりも、「もちつもたれつ」の社会。 

この方が人間らしい生き方だと思います。 

 

誰もが命を授かったと同時に， 

一人一人にさずかった素敵な物があります。 

その人にしかない，さずかった良さが絶対にあります。 

それを大切にしていけば良いのではないでしょうか。 

人に勝ち負けや優劣を付ける必要はない。 

みんなが輝いて助け合い，尊重し合って共に生きて行ければいい。 

だれもが存在価値を実感して生き甲斐を持って生きるために。 
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1

福
井

県
特

別
支

援
教

育
セ

ン
タ

ー

為
国

順
治

２
０

１
８

年
７

月
２

９
日

（日
）

デ
ィ

ス
レ

ク
シ

ア
セ

ミ
ナ

ー
in

F
u
ku

i

福
井

県
特

別
支

援
教

育
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る

デ
ィ

ス
レ

ク
シ

ア
支

援
の

取
組

1

福
井

県
特

別
支

援
教

育
セ

ン
タ

ー
（1

98
3
年

設
立

）

•
１

８
歳

ま
で

の
特

別
な

教
育

的
ニ

ー
ズ

の
あ

る
子

ど
も

た
ち

を
支

え
る

県
の

教
育

機
関

•
福

井
県

の
特

別
支

援
教

育
の

推
進

•
教

育
相

談
（訪

問
相

談
）
，

研
修

業
務

•
所

長
､指

導
主

事
（1

2名
）
で

構
成

2

知
的

発
達

に
遅

れ
は

な
い

も
の

の
学

習
面

又
は

行
動

面
で

著
し

い
困

難
を

示
す

と
さ

れ
た

児
童

生
徒

の
困

難
の

状
況

（H
24

文
科

省
）

学
習

面
の

著
し

い
困

難

多
動

性
・衝

動
性

・
不

注
意

対
人

関
係

・
こ

だ
わ

り
等

（
）
％

合
計

6
.5

%

（
）
％

（
）
％

3

学
習
面
に
お
け
る
児
童
生
徒
全
体
の
分
布
状
況

「
通

常
の

学
級

に
在

籍
す

る
発

達
障

害
の

可
能

性
の

あ
る

特
別

な
教

育
的

支
援

を
必

要
と

す
る

児
童

生
徒

に
関

す
る

調
査

結
果

に
つ

い
て

」
（
H

24
.1

2
文

科
省

）

4
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2

5

福
井

県
の

気
が

か
り

な
児

童
生

徒
数

の
推

計
値

※
（
H

2
4
度

）
（

人
）

6
99

 

59
7 

55
1 

59
4

 

52
7 

4
90

 

38
1 

33
5 

25
6 

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

80
0

小
１

小
２

小
３

小
４

小
５

小
６

中
１

中
２

中
３

※
平

成
2
4

年
度

福
井

県
学

校
基

本
調

査
の

各
学

年
の

児
童

生
徒

数
に

，
平

成
2
4
年

度
文

科
省

調
査

に
よ

る
各

学
年

の
「
学

習
面

ま
た

は
行

動
面

で
著

し
い

困
難

を
示

す
児

童
生

徒
の

割
合

」を
乗

じ
て

算
出

こ
の

う
ち

，
診

断
が

あ
る

子
ど

も
の

割
合

は
…

教
育

相
談

に
つ

な
が

る
子

ど
も

の
割

合
は
…

特
別

支
援

教
育

の
対

象
の

概
念

図
（義

務
教

育
段

階
）

（H
28

.5
文

科
省

）

H
1
7
年

比
７

％
減

(7
9
万

人
減

）

H
1
7
年

比

5
3
％

増
（
1
2
.5

万
人

増
）

6

本
日

、
お

話
し

す
る

内
容

①
福

井
県

特
別

支
援

教
育

セ
ン

タ
ー

の
デ

ィ
ス

レ
ク

シ
ア

支
援

（教
育

相
談

，
研

修
，

啓
発

）

②
教

育
分

野
に

お
け

る
「合

理
的

配
慮

」に
つ

い
て

③
小

学
校

低
学

年
で

の
早

期
発

見
・早

期
支

援

④
事

例
紹

介

⑤
指

導
や

支
援

に
活

用
で

き
る

教
材

等
の

紹
介

7

福
井

県
特

別
支

援
教

育
セ

ン
タ

ー
の

デ
ィ

ス
レ

ク
シ

ア
支

援

8
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3

福
井

県
特

別
支

援
教

育
セ

ン
タ

ー
の

教
育

相
談

の
現

状
（平

成
29

年
度

）

♦
教

育
相

談
の

受
理

件
数

：
1
,3

7
0

件
，

延
べ

相
談

回
数

：
9
,1

7
8

回

♦
年

齢
層

は
，

就
学

前
2
1
%

，
小

学
5
9
%

，
中

学
1
6
%

，
高

校
4
%

♦
教

育
相

談
の

7
4
%

 が
発

達
障

害
関

連

♦
学

齢
期

（小
・中

・高
）
の

相
談

の
3
3
%

 が
学

習
面

の
主

訴
を

含
む

♦
小

・中
学

校
の

教
育

相
談

の
対

象
は

、
8
9
%

 が
「
通

常
の

学
級

」に
在

籍

♦
教

育
相

談
の

形
態

：
延

べ
相

談
回

数
の

6
0
%

 が
訪

問
相

談
9

（
１

）
学

校
支

援
（
教

育
相

談
）

学
校

ま
た

は
保

護
者

か
ら

の
教

育
相

談
申

請
を

受
け

て

特
別

支
援

教
育

セ
ン

タ
ー

の
「教

育
相

談
」の

基
本

的
な

流
れ


学

校
は

特
支

セ
ン

タ
ー

へ
の

相
談

に
関

し
て

保
護

者
了

解
を

得
る


教

育
相

談
申

請
書

の
提

出


所

員
が

学
校

を
訪

問
し

て
の

相
談

が
中

心

①
授

業
観

察

②
担

任
か

ら
の

聴
取

③
（必

要
に

応
じ

て
）

検
査

，
ア

セ
ス

メ
ン

ト

④
保

護
者

を
交

え
た

支
援

会
議

・家
庭

や
校

内
で

で
き

る
支

援
策

の
検

討
→

個
別

の
教

育
支

援
計

画

・（
ケ

ー
ス

に
よ

っ
て

は
）
医

療
機

関
等

の
紹

介


学

校
・家

庭
に

お
け

る
支

援
の

実
施


支

援
の

振
り

返
り

，
次

年
度

や
進

学
先

に
つ

な
げ

る
（移

行
支

援
）

1
0

（
１

）
学

校
支

援
（
教

育
相

談
）

学
校

ま
た

は
保

護
者

か
ら

の
教

育
相

談
申

請
を

受
け

て

様
々

な
相

談
ケ

ー
ス

✦
年

長
児

だ
が

、
文

字
に

興
味

関
心

を
示

さ
な

い

✦
小

学
１

年
生

の
夏

休
み

に
な

っ
て

も
「
ひ

ら
が

な
」
が

定
着

し
な

い

✦
小

学
２

年
生

。
毎

晩
、

家
庭

学
習

が
修

羅
場

で
あ

る

✦
小

学
３

年
生

こ
ろ

か
ら

漢
字

が
覚

え
ら

れ
な

く
な

っ
た

✦
中

学
校

に
入

学
し

、
英

語
が

お
手

上
げ

に
な

っ
た

✦
中

学
校

で
は

、
人

一
倍

努
力

し
て

も
成

績
が

上
が

ら
な

い

✦
高

校
に

は
合

格
し

た
が

、
英

語
の

成
績

が
悪

く
、

留
年

の
危

機
に

あ
る

✦
事

故
や

病
気

を
き

っ
か

け
に

、
読

み
や

書
き

に
困

難
が

生
じ

た
1
1

（
１

）
学

校
支

援
（
教

育
相

談
）

学
校

ま
た

は
保

護
者

か
ら

の
教

育
相

談
申

請
を

受
け

て

①
授

業
観

察

②
担

任
，

保
護

者
か

ら
の

聴
取

③
（必

要
に

応
じ

て
）検

査
・ア

セ
ス

メ
ン

ト

・
W

IS
C

-Ⅳ
（
W

A
IS

-Ⅲ
）

・
稲

垣
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
読

み
の

流
暢

性
・
正

確
性

・
S

T
R

A
W

書
字

の
正

確
性

・
U

R
A

W
S
S
-
Ⅱ

書
字

速
度

，
黙

読
速

度

・
S

O
B

A
-S

E
T

・
S

T
R

A
W

-R
読

み
の

流
暢

性
・正

確
性

（
中

・高
）

漢
字

音
読

の
正

確
性

（漢
字

音
読

年
齢

）
・
U

R
A

W
S
S
-E

ng
lis

h
英

単
語

の
理

解
（
中

・高
）

・
W

A
V

E
S

視
覚

認
知

「子
ど

も
の

自
尊

感
情

を
ど

う
育

て
る

か
: そ

ば
セ

ッ
ト

(S
O

B
A

-
S
E
T
) 

で
自

尊
感

情
を

測
る

」
近

藤
卓

，
ほ

ん
の

森
出

版
, 2

0
1
3

基 本 オ プ シ ョ ン
1
2

- 61 -



4


支

援
目

標
の

立
案


具

体
的

な
指

導
・支

援
策

の
立

案

こ
こ

が
一

番
難

し
い

複
数

の
所

員
（３

~
４

名
），

あ
る

い
は

所
員

全
員

（
１

２
名

）
で

ケ
ー

ス
検

討
を

行
う


観

察
・
聴

取
し

た
事

項


ア

セ
ス

メ
ン

ト
結

果
の

分
析

（ミ
ス

が
な

い
よ

う
に

結
果

処
理

）


保

護
者

・学
校

を
交

え
た

ケ
ー

ス
会

で
指

導
・支

援
策

を
決

定

※
別

紙
の

シ
ー

ト
も

活
用

※
学

校
か

ら
は

，
担

任
，

特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
参

加
（
必

要
に

応
じ

て
，

学
年

主
任

や
管

理
職

も
加

わ
る

）

（
１

）
学

校
支

援
（
教

育
相

談
）

学
校

ま
た

は
保

護
者

か
ら

の
教

育
相

談
申

請
を

受
け

て

1
3

（
１

）
学

校
支

援
（
教

育
相

談
）

学
校

ま
た

は
保

護
者

か
ら

の
教

育
相

談
申

請
を

受
け

て

教
育

相
談

の
中

で
留

意
し

て
い

る
こ

と

◈
困

難
さ

が
あ

る
子

ど
も

に
対

す
る

学
校

の
対

応
力

が
伸

び
る

よ
う

に
（特

別
支

援
教

育
セ

ン
タ

ー
は

，
こ

こ
を

支
援

す
る

）

→
担

任
だ

け
で

な
く

，
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
，

管
理

職
，

学
年

主
任

な
ど

へ
も

働
き

か
け

る

●
学

校
と

し
て

の
組

織
的

な
関

与
を

引
き

出
す

（ケ
ー

ス
会

へ
の

参
加

，
合

理
的

配
慮

の
決

定
過

程
）

●
保

護
者

と
学

校
の

関
係

づ
く
り

の
サ

ポ
ー

ト
（支

援
に

つ
い

て
合

意
形

成
し

て
い

け
る

関
係

）

◈
各

学
校

に
，

Ｌ
Ｄ

支
援

の
モ

デ
ル

ケ
ー

ス
を

つ
く
る

→
校

内
研

修
等

で
，

支
援

事
例

を
共

有
す

る
1
4

（
１

）
学

校
支

援
（
教

育
相

談
）

学
校

ま
た

は
保

護
者

か
ら

の
教

育
相

談
申

請
を

受
け

て

教
育

相
談

の
中

で
留

意
し

て
い

る
こ

と

◈
教

育
相

談
に

は
つ

な
が

ら
な

い
が

，
学

級
・学

校
の

中
の

同
様

の
苦

手
さ

が
あ

る
他

の
子

ど
も

の
存

在

◈
可

能
な

限
り

，
下

記
の

点
も

支
援

す
る

・通
常

の
学

級
の

「
授

業
改

善
」，

・読
み

書
き

に
困

難
さ

が
あ

る
児

童
（軽

度
～

重
度

）へ
の

組
織

的
な

対
応

（
早

期
発

見
・早

期
支

援
の

取
組

な
ど

）

◈
成

功
例

：
「Ａ

さ
ん

と
同

様
の

苦
手

さ
が

あ
る

子
ど

も
が

同
じ

学
級

に
３

人
い

ま
す

の
で

，
Ａ

さ
ん

と
合

わ
せ

て
同

じ
支

援
を

す
る

こ
と

に
し

ま
し

た
」

1
5

（
２

）
学

校
支

援
（
所

員
に

よ
る

校
内

研
修

等
）

◈
Ｌ

Ｄ
に

関
す

る
基

本
的

事
項

に
つ

い
て

の
講

義
・年

齢
段

階
別

の
指

導
・支

援
・教

材
等

の
紹

介

・個
別

の
教

育
支

援
計

画
，

個
別

の
指

導
計

画
に

つ
い

て

◈
合

理
的

配
慮

に
つ

い
て

の
講

義
・演

習

◈
校

内
事

例
の

共
有

◈
早

期
発

見
・
早

期
支

援
な

ど
，

組
織

的
な

対
応

を
行

っ
て

い
る

先
進

校
の

取
組

紹
介

（→
次

ス
ラ

イ
ド

参
照

）

管
理

職
や

特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
相

談
の

上
，

各
学

校
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

内
容

で
実

施
す

る

内 容

1
6
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5

G2
40

 
実
践
か
ら
学
ぶ
特
別
支
援
教
育

～
平
成

28
年
度

特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
実
践
研
究
発
表
会
よ
り
～

第
１
章

小
学
校
の
事
例
よ
り

(
２
６
分

)
「
学
び
に
く
さ
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
段
階
的
な
支
援
の
在
り
方
」

坂
井
市
立
高
椋
小
学
校

河
口

朱
実

先
生

第
２
章

中
学
校
の
事
例
よ
り

(
２
４
分

)
「
通
常
学
級
に
在
籍
す
る
，
特
別
支
援
が
必
要
な
生
徒
へ
の
支
援
の
充
実
」

福
井
市
明
道
中
学
校

河
村

幸
子

先
生

福
井

県
教

育
総

合
研

究
所

「通
信

型
研

修
」で

発
信

先
進
校
の

取
組
紹
介

研
修

資
料

（プ
レ

ゼ
ン

配
付

資
料

）も
p
d
f 
で

掲
載

さ
れ

て
い

ま
す

。
小
学
校
や
中
学
校
の
校
内
研
修
で
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

1
7

（
３

）
外

部
講

師
に

よ
る

研
修

講
座

①

日
時

テ
ー

マ
講

師
参

加
者

H
2
4
.7

.2
5

学
習

障
害

の
子

ど
も

へ
の

支
援

－
当

事
者

か
ら

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

－

岐
阜

市
立

岐
阜

特
別

支
援

学
校

教
諭

神
山

忠
氏

2
0
9

H
2
4
.8

.2
1

読
み

書
き

に
困

難
が

あ
る

子
へ

の
支

援
－

早
期

か
ら

の
支

援
の

た
め

に
－

鳥
取

大
学

地
域

学
部

教
授

小
枝

達
也

氏
2
3
1

H
2
5
.8

.6
読

み
書

き
に

困
難

の
あ

る
子

ど
も

へ
の

支
援

−
実

態
把

握
と

学
習

支
援

の
実

際
−

奈
良

県
公

立
小

学
校

こ
と

ば
の

教
室

教
諭

村
井

敏
宏

氏
2
0
3

H
2
6
.8

.8
読

み
書

き
に

困
難

の
あ

る
子

ど
も

へ
の

支
援

－
医

療
と

教
育

の
効

果
的

な
連

携
を

考
え

る
－

平
谷

こ
ど

も
発

達
ク

リ
ニ

ッ
ク

院
長

平
谷

美
智

夫
氏

1
6
8

H
2
7
.5

.1
9

【管
理

職
対

象
研

修
】

学
校

経
営

の
充

実
を

め
ざ

し
て

−
読

み
書

き
障

害
の

実
態

と
そ

の
把

握
、

指
導

・
支

援
に

向
け

て
－

金
沢

星
稜

大
学

人
間

科
学

部

教
授

河
野

俊
寛

氏
2
0
0

H
2
7
.7

.2
3

読
み

書
き

に
困

難
が

あ
る

子
へ

の
支

援
−

今
、

目
の

前
に

い
る

子
の

「
わ

か
っ

た
!」

を
目

指
し

て
－

松
江

市
立

意
東

小
学

校

教
諭

井
上

賞
子

氏
2
5
1

※
講

師
の

肩
書

き
は

当
時

の
も

の

1
8

（
３

）
外

部
講

師
に

よ
る

研
修

講
座

②

日
時

テ
ー

マ
講

師
参

加
者

H
2
8
.8

.9
特

別
支

援
教

育
に

お
け

る
IC

T
活

用
－

ア
シ

ス
テ

ィ
ブ

・テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
効

果
的

な
導

入
を

す
る

た
め

に
－

国
立

特
別

支
援

教
育

総
合

研
究

所

総
括

研
究

員
金

森
克

浩
氏

8
6

H
2
8
.8

.1
2

読
み

書
き

に
困

難
が

あ
る

子
ど

も
へ

の
支

援
－

実
態

把
握

か
ら

合
理

的
配

慮
の

検
討

、
指

導
の

実
際

ま
で

－

金
沢

星
稜

大
学

人
間

科
学

部

教
授

河
野

俊
寛

氏
2
3
3

H
2
9
.7

.2
7

通
常

学
級

で
活

用
で

き
る

読
み

書
き

に
困

難
の

あ
る

子
ど

も
へ

の
早

期
把

握
・早

期
支

援
一

多
層

指
導

モ
デ

ル
（
M

IM
）を

用
い

た
実

践
か

ら
－

国
立

特
別

支
援

教
育

総
合

研
究

所

主
任

研
究

員
海

津
亜

希
子

氏
2
6
1

H
3
0
.7

.2
4

通
常

学
級

で
活

用
で

き
る

読
み

書
き

に
困

難
の

あ
る

子
ど

も
へ

の
早

期
支

援
－

多
層

指
導

モ
デ

ル
（
M

IM
)の

具
体

的
な

実
践

を
通

し
て

－

福
岡

県
飯

塚
市

通
級

指
導

教
室

担
当

教
諭

杉
本

陽
子

氏

※
講

師
の

肩
書

き
は

当
時

の
も

の

※
 福

井
県

特
別

支
援

教
育

セ
ン

タ
ー

の
w

e
b
サ

イ
ト

で
は

，
各

講
座

（H
24

～
）の

概
要

や
受

講
者

の
声

を
掲

載
し

て
い

ま
す

。

ht
tp

:/
/w

w
w

.f
uk

ui
se

c.
ed

.jp
/

1
9

2
0

✦
県

内
の

学
校

に
２

冊
ず

つ

配
付

し
ま

す
（８

月
～

９
月

）

✦
当

セ
ン

タ
ー

の
w

e
b

サ
イ

ト
で

p
d
f 

版
を

公
開

し
ま

す
。

h
tt

p
:/

/w
w

w
.f

u
k
u
is

e
c
.e

d
.j
p
/

（
４

）
啓

発
冊

子
に

よ
る

情
報

発
信

(H
30

.7
）

「読
み

」や
「書

き
」に

困
難

さ
が

あ
る

児
童

生
徒

に
対

す
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト

・指
導

・支
援

パ
ッ

ケ
ー

ジ
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6

教
育

分
野

に
お

け
る

「
合

理
的

配
慮

」
に

つ
い

て

2
1

平
成

２
８

年
４

月
か

ら
障

害
者

差
別

解
消

法
が

施
行

さ
れ

ま
し

た


「不

当
な

差
別

的
取

扱
い

」
を

禁
止

し
、

「
合

理
的

配
慮

の
提

供
」
を

求
め

て
い

ま
す

。
そ

の
こ

と
に

よ
っ

て
、

障
害

の
あ

る
人

も
な

い
人

も

と
も

に
暮

ら
せ

る
社

会
（
共

生
社

会
）

の
実

現
を

目
指

し
て

い
ま

す

2
2

「
差

別
」
に

関
す

る
考

え
方

の
転

換


「障

害
者

の
権

利
に

関
す

る
条

約
」

（2
0
0
6

年
1
2

月
国

連
総

会
で

採
択

）

（2
0
0
7

年
9
 月

日
本

国
政

府
の

署
名

）

（2
0
1
4

年
1
 月

日
本

国
の

批
准

）

世
界

で
１

４
０

番
目

の
批

准
国

2
3

国
内

法
の

整
備

『
障

害
者

基
本

法
』

改
正

（
２

０
１

１
年

８
月

）
『
障

害
者

自
立

支
援

法
』

成
立

（
２

０
１

２
年

６
月

）
『
障

害
差

別
解

消
法

』
成

立
（
２

０
１

３
年

６
月

）
『
障

害
者

雇
用

促
進

法
』

改
正

（
２

０
１

３
年

６
月

）
施

行
（
２

０
１

６
年

４
月

）

障
害

者
基

本
法

の
改

正
（
H

23
.8

）

（第
2

条
）

障
害

者
の

定
義

2
4

新
旧

身
体

障
害

、
知

的
障

害
、

精
神

障
害

（発
達

障
害

を
含

む
。

）そ
の

他
の

心
身

の
機

能
の

障
害

が
あ

る
者

で
あ

っ
て

、
障

害
及

び
社

会
的

障
壁

に
よ

り
継

続
的

に
日

常
生

活
又

は
社

会
生

活
に

相
当

な
制

限
を

受
け

る
状

態
に

あ
る

も
の

身
体

障
害

、
知

的
障

害
又

は
精

神
障

害
が

あ
る

た
め

、
継

続
的

に
日

常
生

活
又

は
社

会
生

活
に

相
当

な
制

限
を

受
け

る
者

社
会
的
障
壁
と
は

（内
閣

府
w

e
b

サ
イ

ト
よ

り
）

h
tt

p:
/
/
w

w
w

8
.c

ao
.g

o.
jp

/
sh

ou
ga

i/
su

is
h
in

/l
aw

_h
2
5
-
65

_q
a_

ko
ku

m
in

.h
tm

l

障
害

の
あ

る
方

に
と

っ
て

、
日

常
生

活
や

社
会

生
活

を
送

る
上

で
障

壁
と

な
る

よ
う

な
、

社
会

に
お

け
る

事
物

（通
行

、
利

用
し

に
く
い

施
設

、
設

備
な

ど
）、

制
度

（利
用

し
に

く
い

制
度

な
ど

）
、

慣
行

（障
害

の
あ

る
方

の
存

在
を

意
識

し
て

い
な

い

慣
習

、
文

化
な

ど
）
、

観
念

（障
害

の
あ

る
方

へ
の

偏
見

な
ど

）

そ
の

他
一

切
の

も
の
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7

障
害

者
基

本
法

の
改

正
（H

23
.8

）

（第
1
6

条
）

教
育

2
5

新
旧

国
及

び
地

方
公

共
団

体
は

、
障

害
者

が
、

そ
の

年
齢

及
び

能
力

に
応

じ
、

か
つ

、
そ

の
特

性
を

踏
ま

え
た

十
分

な
教

育
が

受
け

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
可

能
な

限
り

障
害

者
で

あ
る

児
童

及
び

生
徒

が
障

害
者

で
な

い
児

童
及

び
生

徒
と

共
に

教
育

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

配
慮

し
つ

つ
、

教
育

の
内

容
及

び
方

法
の

改
善

及
び

充
実

を
図

る
等

必
要

な
施

策
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

国
及

び
地

方
公

共
団

体
は

、
前

項
の

目
的

を
達

成
す

る
た

め
、

障
害

者
で

あ
る

児
童

及
び

生
徒

並
び

に
そ

の
保

護
者

に
対

し
十

分
な

情
報

の
提

供
を

行
う

と
と

も
に

、
可

能
な

限
り

そ
の

意
向

を
尊

重
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

国
及

び
地

方
公

共
団

体
は

、
障

害
者

が
、

そ
の

年
齢

、
能

力
及

び
障

害
の

状
態

に
応

じ
、

十
分

な
教

育
が

受
け

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
教

育
の

内
容

及
び

方
法

の
改

善
及

び
充

実
を

図
る

等
必

要
な

施
策

を
講

じ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

国
及

び
地

方
公

共
団

体
は

、
障

害
者

の
教

育
に

関
す

る
調

査
及

び
研

究
並

び
に

学
校

施
設

の
整

備
を

促
進

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

障
害

者
差

別
解

消
法

（H
25

.6
公

布
，

H
28

.4
施

行
）

（障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
の

推
進

に
関

す
る

法
律

）

第
７

条
の

２

行
政

機
関

等
は

、
そ

の
事

務
又

は
事

業
を

行
う

に
当

た
り

、
障

害
者

か
ら

現
に

社
会

的
障

壁
の

除
去

を
必

要
と

し
て

い
る

旨
の

意
思

の
表

明
が

あ
っ

た
場

合
に

お
い

て
、

そ
の

実
施

に
伴

う
負

担
が

過
重

で
な

い
と

き
は

、
障

害
者

の
権

利
利

益
を

侵
害

す
る

こ
と

と
な

ら
な

い
よ

う
、

当
該

障
害

者
の

性
別

、
年

齢
及

び
障

害
の

状
態

に
応

じ
て

、
社

会
的

障
壁

の
除

去
の

実
施

に
つ

い
て

必
要

か
つ

合
理

的
な

配
慮

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

2
6

☞
・配

慮
を

得
る

こ
と

は
，

「周
囲

の
善

意
」か

ら
「障

害
者

の
権

利
」
へ

・合
理

的
配

慮
の

提
供

は
，

法
的

義
務

に
（学

校
法

人
等

は
努

力
義

務
）

※
教

育
の

本
質

や
評

価
基

準
を

変
え

て
し

ま
う

こ
と

を
求

め
る

も
の

で
は

な
い

合
理

的
配

慮
と

は
（
品

川
,2

01
6）

2
7

・
R

e
a
s
o
n

a
b

le
 A

c
c
o
m

m
o
d

a
ti

o
n

（
適

合
，

調
整

，
和

解
）

・
日

本
語

の
「
配

慮
」に

は
，

「思
い

や
り

，
気

遣
い

」
の

意
味

が
あ

る
が

，

R
e
a
s
o
n

a
b

le
A

c
c
o
m

m
o
d

a
ti

o
n

→
「
理

に
適

っ
た

心
配

り
や

気
遣

い
」

で
は

な
い

→
「
必

要
か

つ
適

当
な

，
変

更
お

よ
び

調
整

」

・
「
合
理
的
配
慮
」

変
更
や
調
整
を
す
る
こ
と
で
「
活
動
制
限
」
や
「
参
加
制
約
」
を

生
む
「
社
会
的
障
壁
」
を
取
り
除
く
こ
と

合
理

的
配

慮
の

提
供

手
順

（品
川

,2
01

6
）

2
8

（
１

）
本

人
・
保

護
者

か
ら

の
要

請
を

受
け

て
検

討
ス

タ
ー

ト
す

る
こ

と
が

基
本

（
２

）
提

供
す

る
か

ど
う

か
，

決
定

す
る

の
は

学
校

の
設

置
者

・学
校

・
合

理
的

配
慮

の
提

供
を

決
定

す
る

た
め

に
，

実
態

把
握

が
必

要
→

行
動

観
察

，
検

査
，

聞
き

取
り

等

（
３

）
上

記
の

結
果

と
，

本
人

保
護

者
の

希
望

を
踏

ま
え

て
，

学
校

設
置

者
お

よ
び

学
校

は
「
個

別
の

指
導

計
画

」や
「個

別
の

教
育

支
援

計
画

」
を

作
成

す
る

。

★
医

学
診

断
が

な
け

れ
ば

，
配

慮
で

き
な

い
と

い
う

こ
と

で
は

な
い

心
身

機
能

や
身

体
構

造
に

課
題

が
あ

っ
た

り
活

動
が

制
限

さ
れ

た
り

参
加

が
制

約
さ

れ
て

い
る

人
す

べ
て

が
対

象
に

な
る
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8

合
理

的
配

慮
の

提
供

手
順

（品
川

,2
01

6）

2
9

（
４

）
計

画
を

作
る

際
，

「い
つ

」
「何

を
」「

ど
の

よ
う

に
」
配

慮
す

る
の

か
を

検
討

し
，

本
人

お
よ

び
保

護
者

を
含

む
関

係
者

全
員

の
合

意
形

成
を

図
っ

た
上

で
決

定
し

，
提

供
す

る
。

学
校

設
置

者
及

び
学

校
は

，
体

制
面

，
財

政
面

を
勘

案
し

な
が

ら
，

「
均

衡
を

失
し

た
」

も
し

く
は

「
過

度
の

負
担

」
に

つ
い

て
，

個
別

に
判

断
す

る
。

（
５

）
合

理
的

配
慮

は
一

度
決

め
た

ら
卒

業
ま

で
ず

っ
と

続
け

る
，

と
い

う
も

の
で

は
な

く
，

柔
軟

に
見

直
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
実

施
し

た
結

果
を

定
期

的
に

確
認

・評
価

し
，

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

を
回

す
。

差
別

解
消

法
と

「
対

応
指

針
」
「
対

応
要

領
」

「障
害

者
差

別
解

消
法

」
(H

25
.6

公
布

，
H

28
.4

施
行

)

基
本

方
針

（内
閣

府
）

政
府

全
体

の
方

針

対
応

指
針

対
応

要
領

取
組

を
進

め
る

上
で

役
立

つ
よ

う
、

「不
当

な
差

別
的

取
扱

い
」

や
「合

理
的

配
慮

」に
つ

い
て

、
具

体
例

や
望

ま
し

い
事

例
を

示
す

も
の

文
部

科
学

省
所

管
事

業
分

野
に

お
け

る
障

害
を

理
由

と
す

る
差

別
の

解
消

の
推

進
に

関
す

る
対

応
指

針
（H

27
.1

1）

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
の

推
進

に
関

す
る

福
井

県
教

育
委

員
会

職
員

対
応

要
領

（H
28

.3
）

3
0

（
自

治
体

の
作

成
は

努
力

義
務

）

参
考

資
料

「
障

害
を

理
由

と
す

る
差

別
の

解
消

の
推

進
に

関
す

る
福

井
県

教
育

委
員

会
職

員
対

応
要

領
」

(H
2
8
.3

)

「
文

部
科

学
省

所
管

事
業

分
野

に
お

け
る

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
の

推
進

に
関

す
る

対
応

指
針

」(
H
2
7
.1

1
)

G
o
o
gl

e
等

で
、

「
文

部
科

学
省

対
応

指
針

p
d
f 
」
で

検
索

G
o
o
gl

e
等

で
、

「
福

井
県

教
育

委
員

会
対

応
要

領
p
d
f 
」
で

検
索

「前
橋

市
立

学
校

に
お

け
る

障
害

者
差

別
解

消
対

応
要

領
」

(H
2
9
.1

)

G
o
o
gl

e
等

で
、

「
前

橋
市

教
育

委
員

会
対

応
要

領
」
で

検
索

3
1

3
2

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
の

推
進

に
関

す
る

福
井

県
教

育
委

員
会

職
員

対
応

要
領

(H
2
8
.3

)

合
理

的
配

慮
に

当
た

り
得

る
配

慮
の

具
体

例
（ル

ー
ル

・
慣

行
の

柔
軟

な
変

更
の

具
体

例
）

・
読

み
書

き
に

困
難

の
あ

る
児

童
生

徒
等

の
た

め
に

、
授

業
や

試
験

で
の

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
等

の
ＩＣ

Ｔ
機

器
の

使
用

を
許

可
し

た
り

、
筆

記
に

代
え

て
口

頭
試

問
に

よ
る

学
習

評
価

を
行

っ
た

り
す

る
。
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9

3
3

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
の

推
進

に
関

す
る

福
井

県
教

育
委

員
会

職
員

対
応

要
領

(H
2
8
.3

)

合
理

的
配

慮
に

当
た

り
得

る
配

慮
の

具
体

例
（
ル

ー
ル

・慣
行

の
柔

軟
な

変
更

の
具

体
例

）

・
入

学
試

験
に

お
い

て
、

本
人

・
保

護
者

の
希

望
、

障
害

の
状

況
等

を
踏

ま
え

、
別

室
で

の
受

験
、

試
験

時
間

の
延

長
、

点
字

や
拡

大
文

字
、

音
声

読
上

げ
機

能
の

使
用

等
を

許
可

す
る

。

3
4

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
の

推
進

に
関

す
る

福
井

県
教

育
委

員
会

職
員

対
応

要
領

(H
2
8
.3

)

合
理

的
配

慮
に

当
た

り
得

る
配

慮
の

具
体

例
（ル

ー
ル

・
慣

行
の

柔
軟

な
変

更
の

具
体

例
）

・
点

字
や

拡
大

文
字

、
音

声
読

上
げ

機
能

を
使

用
し

て
学

習
す

る
児

童
生

徒
等

の
た

め
に

、
授

業
で

使
用

す
る

教
科

書
等

を
点

訳
ま

た
は

拡
大

し
た

も
の

や
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

を
事

前
に

渡
す

。

3
5

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
の

推
進

に
関

す
る

福
井

県
教

育
委

員
会

職
員

対
応

要
領

(H
2
8
.3

)

合
理

的
配

慮
に

当
た

り
得

る
配

慮
の

具
体

例
（
ル

ー
ル

・慣
行

の
柔

軟
な

変
更

の
具

体
例

）

・
発

達
障

害
等

の
た

め
、

人
前

で
の

発
表

が
困

難
な

児
童

生
徒

等
に

対
し

、
代

替
措

置
と

し
て

レ
ポ

ー
ト

を
課

し
た

り
、

発
表

を
録

画
し

た
も

の
で

学
習

評
価

を
行

っ
た

り
す

る
。

3
6

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
の

推
進

に
関

す
る

福
井

県
教

育
委

員
会

職
員

対
応

要
領

(H
2
8
.3

)

第
５

条
職

員
が

、
障

害
者

に
対

し
不

当
な

差
別

的
取

扱
い

を
し

、
ま

た
は

過
重

な
負

担
が

な
い

に
も

か
か

わ
ら

ず
合

理
的

配
慮

を
提

供
し

な
か

っ
た

場
合

に
は

、
そ

の
態

様
等

に
よ

っ
て

は
、

職
務

上
の

義
務

に
違

反
し

、
ま

た
は

職
務

を
怠

っ
た

場
合

等
に

該
当

し
、

懲
戒

処
分

等
に

付
さ

れ
る

こ
と

が
あ

る
。

ま
た

、
こ

だ
わ

り
の

あ
る

児
童

生
徒

等
の

た
め

に
、

話
合

い
や

発
表

な
ど

の
場

面
に

お
い

て
、

意
思

を
伝

え
る

こ
と

に
時
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1
0

3
7

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
の

推
進

に
関

す
る

福
井

県
教

育
委

員
会

職
員

対
応

要
領

(H
2
8
.3

)

第
４

条
職

員
の

う
ち

、
職

員
を

監
督

す
る

地
位

に
あ

る
者

（
以

下
「
監

督
者

」
）
は

、
（
１

）
日

常
の

執
務

を
通

じ
た

指
導

等
に

よ
り

、
障

害
を

理
由

と
す

る
差

別
の

解
消

に
関

し
、

そ
の

監
督

す
る

職
員

の
注

意
を

喚
起

し
、

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
に

関
す

る
認

識
を

深
め

さ
せ

る
こ

と
。

（
２

）
障

害
者

お
よ

び
そ

の
家

族
そ

の
他

の
関

係
者

か
ら

職
員

に
よ

る
不

当
な

差
別

的
取

扱
い

ま
た

は
職

員
の

合
理

的
配

慮
の

不
提

供
に

対
す

る
相

談
、

苦
情

の
申

出
等

が
あ

っ
た

場
合

は
、

迅
速

に
状

況
を

確
認

す
る

こ
と

。
（
３

）
合

理
的

配
慮

の
必

要
性

が
確

認
さ

れ
た

場
合

は
、

監
督

す
る

職
員

に
対

し
、

合
理

的
配

慮
の

提
供

を
適

切
に

行
う

よ
う

指
導

す
る

こ
と

。

文
部

科
学

省
所

管
事

業
分

野
に

お
け

る
障

害
を

理
由

と
す

る
差

別
の

解
消

の
推

進
に

関
す

る
対

応
指

針
(H

27
.1

1
）

（抜
粋

）

合
理
的
配
慮
に
関
す
る
留
意
点

（
イ
）
合
理
的
配
慮
は
、
一
人
一
人
の
障
害
の
状
態
や
教
育
的
ニ
ー
ズ

等
に
応
じ
、
設
置
者
・
学
校
及
び
本
人
・
保
護
者
に
よ
り
、
発
達

の
段
階
を
考
慮
し
つ
つ
合
意
形
成

を
図
っ
た
上
で
提
供
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
そ
の
内
容
を
個
別
の
教
育
支
援

計
画

に
明
記
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
ウ
）

合
理
的
配
慮
の
合
意
形
成
後
も
、
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
一

人
一
人
の
発
達
の
程
度
、
適
応
の
状
況
等
を
勘
案
し
な
が
ら

柔
軟
に
見
直
し

が
で
き
る
こ
と
を
共
通
理
解
と
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

3
8

②

③

①

文
部

科
学

省
所

管
事

業
分

野
に

お
け

る
障

害
を

理
由

と
す

る
差

別
の

解
消

の
推

進
に

関
す

る
対

応
指

針
(H

27
.1

1
）

（抜
粋

）

合
理
的
配
慮
に
関
す
る
留
意
点

（つ
づ
き
）

（
エ
）

（
中
略
）
個
別
の
教
育
支
援
計
画
や
個
別
の
指
導
計
画
に
つ
い

て
、
各
学
校
に
お
い
て
計
画
に
基
づ
き
実
行
し
た
結
果
を
評
価

し
て
定
期
的
に
見
直
す

な
ど
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
オ
）

進
学
等
の
移
行
時
に
お
い
て
も
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
一
貫
し

た
支
援
を
提
供
す
る
た
め
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
引
継
ぎ
、
学

校
間
や
関
係
機
関
も
含
め
た
情
報
交
換
等
に
よ
り
、

合
理
的
配
慮
の
引
継
ぎ

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

3
9

①

②

練
習

問
題

（
合

理
的

配
慮

）

①
漢

字
を

覚
え

る
こ

と
が

苦
手

な
中

学
３

年
生

に
、

中
３

の
新

出
漢

字
の

学
習

を
免

除
す

る
。

②
書

字
に

時
間

が
か

か
る

生
徒

に
、

板
書

を
免

除
す

る
。

③
癇

癪
を

起
こ

す
と

対
人

ト
ラ

ブ
ル

が
多

い
生

徒
に

対
し

て
、

専
用

の
ク

ー
ル

ダ
ウ

ン
の

場
を

用
意

す
る

。

④
教

員
の

目
か

ら
は

支
援

が
必

要
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
が

、
本

人
や

保
護

者
か

ら
の

申
し

出
が

な
い

の
で

、
様

子
を

見
て

い
る

。

⑤
難

聴
の

生
徒

が
在

籍
す

る
ク

ラ
ス

で
，

教
科

担
任

は
Ｆ

Ｍ
補

聴
器

の
マ

イ
ク

を
首

か
ら

下
げ

て
授

業
を

行
う

⑥
読

字
に

困
難

が
あ

る
生

徒
が

在
籍

す
る

ク
ラ

ス
で

，
教

科
担

任
は

授
業

で
配

付
す

る
資

料
の

p
d
fデ

ー
タ

を
事

前
に

渡
す

。
4
0
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1
1

4
1

読
み

書
き

に
困

難
さ

が
あ

る
児

童
生

徒
に

対
し

て
行

う
「
合

理
的

配
慮

」
の

例

【漢
字

学
習

の
困

難
さ

に
対

し
て

】
・目

標
の

調
整

：
「書

き
」よ

り
も

，
「
読

み
」と

「意
味

理
解

」
・漢

字
テ

ス
ト

の
変

更
：

・正
し

い
漢

字
を

選
択

肢
の

中
か

ら
選

ぶ
方

式
に

変
更

・読
み

仮
名

の
み

の
テ

ス
ト

へ
の

変
更

・宿
題

の
変

更
：

・「
プ

レ
漢

字
プ

リ
ン

ト
」

な
ど

に
変

更

【音
読

の
困

難
さ

に
対

し
て

】
・音

読
の

宿
題

を
，

デ
イ

ジ
ー

教
科

書
を

聞
く
こ

と
に

置
き

換
え

る

【評
価

場
面

で
の

配
慮

】
・総

ル
ビ

問
題

の
使

用
，

用
紙

の
拡

大
時

間
の

延
長

，
代

読
（読

み
上

げ
），

Ｐ
Ｃ

入
力

「県
立
高
入
試

学
習
障
害
で
代
読
決
定
奈
良
」

（2
0
1
2
年
2
月
9
日
、
読
売
新
聞
）

文
字
の
読
み
書
き
が
困
難
な
学
習
障
害
「
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
」
が

あ
る
奈
良
県
内
の
中
学
３
年
の
男
子
生
徒
（
１
５
）
が
、
県
立
高

校
の
入
試
で
要
望
し
て
い
た
問
題
の
代
読
に
つ
い
て
、
県
教
委
と

受
験
校
は
７
日
、
生
徒
の
求
め
に
応
え
て
問
題
文
を
代
読
し
、
用

紙
も
見
や
す
く
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
県
教
委
は
「
中
学
校
の
試

験
で
代
読
を
受
け
て
き
た
実
績
を
評
価
し
た
」
と
理
由
を
説
明
。

同
じ
学
習
障
害
を
持
つ
生
徒
ら
へ
の
朗
報
と
な
っ
た
。

学
習
障
害
児
を
県
内
の
「
通
級
指
導
教
室
」
で
教
え
て
い
る
教

諭
（
５
１
）
は
「
今
回
の
代
読
は
、
中
学
校
で
も
行
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
実
現
し
た
。
こ
う
し
た
支
援
を
小
学
校
か
ら
中
学
校
、
高

校
へ
と
丁
寧
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
で
、
児
童
・
生
徒
の
可
能

性
が
広
が
る
」
と
話
し
て
い
る
。

4
2

パ
ソ

コ
ン

と
口

述
筆

記
で

受
験

神
奈

川
書

字
障

害
の

生
徒

、
県

立
高

校
に

合
格

（2
01

5年
5月

26
日

毎
日

新
聞

）

文
字
を
書
く
こ
と
が
困
難
な
「
書
字
障
害
」
と
、

視
覚
・
触
覚
過
敏
な
ど
複
数
の
障
害
が
あ
り
、
中
学

校
に
ほ
と
ん
ど
通
え
な
か
っ
た
生
徒
が
今
春
、
パ
ソ

コ
ン
と
口
述
筆
記
で
の
受
験
を
認
め
ら
れ
、
神
奈
川

県
立
弥
栄
高
校
に
合
格
し
た
。
文
部
科
学
省
に
よ
る

と
、
公
立
高
校
の
入
試
で
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
が
認
め

ら
れ
る
の
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
。
生
徒
は
、
入
学

の
授
業
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
利
用
を
認
め
ら
れ
、
学

校
で
学
ぶ
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
る
。

4
3

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

受
験

上
の

配
慮

（平
成

３
１

年
度

）


発

達
障

害
の

関
連

で
は

・・
・

配
慮

す
る

事
項

（例
）

・
試
験
時
間
の
延
長
（
1
.3
倍
）

・
チ
ェ
ッ
ク
回
答

・
拡
大
文
字
問
題
冊
子
の
配
付

（
一
般
問
題
冊
子
と
併
用
）
1
4
P
,2
2
P

・
注
意
事
項
等
の
文
書
に
よ
る
伝
達

・
別
室
の
設
定

・
試
験
室
入
口
ま
で
の
付
添
者
の
同
伴

■
申

請
に

必
要

な
書

類
①

本
人
o
r保

護
者
が
希
望
す
る
措
置
に
つ
い
て
書
く
「
受
験
上
の
配
慮
申
請
書
」

②
医
師
が
診
断
名
と
、
現
在
の
症
状
に
つ
い
て
書
く
「
診
断
書
」

③
高
等
学
校
が
作
成
す
る
「
状
況
報
告
書
」

4
4

【H
3
1

年
度

の
変

更
点

】

☞
そ

の
他

の
配

慮
と

し
て

，
パ

ソ
コ

ン
の

利
用

や
座

席
の

指
定

等
が

記
載

さ
れ

た

※
た

だ
し

，
パ

ソ
コ

ン
の

利
用

や
「

受
験

場
の

配
慮

案
内

」
に

記
載

さ
れ

て
い

な
い

配
慮

を
希

望
す

る
場

合
は

，
大

学
入

試
セ

ン
タ

ー
へ

の
事

前
相

談
が

必
要
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1
2

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

受
験

上
の

配
慮

（平
成

３
１

年
度

）

■
状

況
報

告
書

（校
長

名
と

公
印

，
記

載
責

任
者

名
と

印
）

下
記

の
項

目
に

つ
い

て
，

「し
て

い
る

」
ま

た
は

「
し

て
い

な
い

」を
選

択
し

た
上

で
，

具
体

的
な

内
容

を
記

載
す

る

①
「
読
み
」
「
書
き
」
等
に
お
け
る
配
慮

②
定
期
試
験
等
の
評
価
等
に
お
け
る
配
慮

③
個
別
の
指
導
計
画
の
作
成
（
作
成
し
て
い
る
場
合
は
提
出
）

④
個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
作
成
（

同
上

）

⑤
そ
の
他
の
支
援
・
配
慮

⑥
各
種
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
等

4
5

4
6

日
頃

の
学

習
に

お
け

る
配

慮
が

大
切

（在
籍

校
，

進
学

先
）

（例
）

・授
業

場
面

で
の

配
慮

・宿
題

の
配

慮
（
変

更
・調

整
）

・評
価

場
面

で
の

配
慮

✦
上

記
の

経
過

が
，

「
個

別
の

教
育

支
援

計
画

」
「個

別
の

指
導

計
画

」
に

記
載

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

重
要

✦
本

人
が

「別
室

で
の

受
験

」
な

ど
に

抵
抗

を
示

す
ケ

ー
ス

も
多

い
（年

単
位

の
時

間
が

必
要

な
こ

と
も

）

「入
試
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
」
に

関
心
が
集
ま
り
が
ち
で
す
が
・・
・

小
学

校
低

学
年

で
の

早
期

発
見

・早
期

支
援

4
7

4
8

通
常

の
学

級
の

児
童

（
流

暢
で

正
確

な
読

み
に

関
し

て
）

高 い 低 い

得
意

な
子

ど
も

平
均

的
な

子
ど

も

少
し

困
難

が
あ

る
子

ど
も

著
し

い
困

難
が

あ
る

子
ど

も

軽
度

中
等

度

重
度
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1
3

ス
テ
ッ
プ
１

ス
テ
ッ
プ
２

ス
テ
ッ
プ
３

※
「
通
級
に
よ
る
指
導
」
の
活
用
も
含
め
，
長
期

的
な
指
導
・
支
援
が
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い

通
常
の
学
級

の
全
児
童

◆
M
IM
-P
M

◆
Ｔ
式

（旧
鳥

取
大

学
方

式
）
の
音
読
確
認

◆
ス
マ
イ
ル
・
プ
ラ
ネ
ッ
ト
版

読
み
書
き
ス
キ
ル
簡
易
ア
セ
ス
メ
ン
ト

通
常
の
学
級
で
使
え
る
全
児
童
を

対
象
と
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト

•
早
期
指
導
に
よ
り
，
つ
ま
ず
き
が
解
消

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い

読
み
書
き
に
軽
度
の

困
難
を
示
す
児
童

◆
M
IM

の
印
刷
教
材

◆
M
IM

デ
ジ
タ
ル
版

◆
Ｔ
式
ひ
ら
が
な
音
読
支
援

◆
ひ
ら
が
な
指
導
ア
プ
リ

読
み
書
き
に

著
し
い
困
難
を
示
す
児
童

（例
：ひ
ら
が
な
の
習
得
が
困
難
）

◆
キ
ー
ワ
ー
ド
法

◆
5
0音

表
を
使
っ
た
指
導

◆
5
0音

表
を
使
っ
た
書
字
指
導

◆
各
種
ア
プ
リ
の
活
用

◆
プ
レ
漢
字
プ
リ
ン
ト

◆
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
の
活
用

◆
補
助
代
替
手
段
の
活
用

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に

基
づ
い
た
早
期
指
導

個
々
の
苦
手
さ
に
応
じ
た
指
導
･
支
援

4
9

読
み

書
き

に
困

難
さ

が
あ

る
子

ど
も

へ
の

対
応

（
ス

テ
ッ

プ
３

）

苦
手

な
部

分
を

鍛
え

て
伸

ば
す

指
導

苦
手

さ
に

応
じ

て
学

習
場

面
や

評
価

場
面

で
の

変
更

・
調

整
（
合

理
的

配
慮

）
を

行
っ

た
り

，
代

替
手

段
を

活
用

で
き

る
よ

う
に

す
る

支
援

指
導 ・

訓
練

支
援 ・

配
慮

子
ど

も
の

実
態

に
応

じ
て

，
適

切
に

組
合

わ
せ

て
対

応
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

5
0

読
み

書
き

に
苦

手
さ

が
あ

る
子

ど
も

へ
の

指
導

・
支

援
メ

ニ
ュ

ー
（
１

）
小

学
校

低
学

年

◈
Ｔ

式
ひ

ら
が

な
音

読
支

援
（２

段
階

方
式

に
よ

る
音

読
指

導
法

）

◈
多

層
指

導
モ

デ
ル

Ｍ
ＩＭ

（通
常

学
級

で
活

用
で

き
る

教
材

）

指
導

目
標

：
ひ

ら
が

な
は

正
確

に
、

「
そ

こ
そ

こ
」速

く
読

む
こ

と
が

で
き

る

◈
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

デ
イ

ジ
ー

教
科

書
の

活
用

（音
読

練
習

の
宿

題
の

代
替

な
ど

）

◈
授

業
場

面
で

の
配

慮
，

評
価

場
面

で
の

配
慮

支
援

目
標

：自
尊

感
情

低
下

の
防

止

指
導 ・

訓
練

支
援 ・

配
慮

5
1

◈
通

常
学

級
の

授
業

の
中

で
の

支
援

、
配

慮

◈
課

題
の

調
整

・変
更

◈
評

価
場

面
に

お
け

る
配

慮
（本

人
が

能
力

を
発

揮
で

き
る

評
価

方
法

の
模

索
）

【例
】

・
総

ル
ビ

問
題

・
時

間
の

延
長

・
別

室
で

の
代

読
・
代

筆
、

Ｐ
Ｃ

入
力

解
答

、
口

頭
試

問
な

ど

◈
通

級
指

導
教

室
の

利
用

（必
要

に
応

じ
て

）

読
み

書
き

に
苦

手
さ

が
あ

る
子

ど
も

へ
の

指
導

・
支

援
メ

ニ
ュ

ー
（
２

）
中

学
年

以
降

支 援 ・ 配 慮 指
導

5
2
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1
4

事
例

紹
介

教
育

相
談

ケ
ー

ス
よ

り
（小

６
～

高
１

）

5
3

5
4

事
例

紹
介

Ａ
さ

ん
【
小

学
６

年
】

5
5

事
例

紹
介

Ａ
さ

ん
【
中

学
校

】

5
6

事
例

紹
介

Ａ
さ

ん
【
高

校
】
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1
5

指
導

や
支

援
に

活
用

で
き

る
教

材
・ツ

ー
ル

等
の

紹
介

5
7

ひ
ら

が
な

の
習

得
の

基
礎

ス
キ

ル
と

し
て

，
音

へ
の

集
中

や
モ

ー
ラ

感
覚

の
向

上
を

ね
ら

っ
て

作
ら

れ
た

ア
プ

リ
。

拗
音

・促
音

が
苦

手
な

場
合

や
，

音
韻

認
識

に
苦

手
さ

が
あ

る
お

子
さ

ん
の

学
習

に
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

「
音

韻
認

識
力

を
は

ぐ
く
む

！

ひ
ら

が
な

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

」
明

治
図

書

iP
a

d

・イ
ン

ス
ト

ー
ル

後
は

，
オ

フ
ラ

イ
ン

で
も

使
用

で
き

る
。

・
A

p
p
 S

to
re

 で
，

「ひ
ら

が
な

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

」で
検

索
す

る
と

表
示

さ
れ

る
。

・有
料

ア
プ

リ
（
7
2
0
円

）
5
8

デ
ィ

ス
レ

ク
シ

ア
音

読
指

導
ア

プ
リ

（単
音

直
音

統
合

版
）

鳥
取

大
学

1
0

人
ま

で
ユ

ー
ザ

ー
登

録
が

可
能

無
料

ア
プ

リ

オ
フ

ラ
イ

ン
で

も
利

用
可

能

・
指

導
者

や
保

護
者

が
，

子
ど

も
と

一
緒

に
ひ

ら
が

な
の

音
と

文
字

を
関

連
付

け
る

練
習

を
す

る
た

め
に

開
発

さ
れ

た
ア

プ
リ

・
右

の
よ

う
な

画
面

が
表

示
さ

れ
て

２
秒

後
に

,
そ

の
文

字
の

音
声

が
流

れ
る

。
音

声
が

出
る

ま
で

に
正

し
く
読

む
こ

と
が

で
き

た
場

合
に

は
○

を
,

音
声

が
出

る
ま

で
に

読
め

な
か

っ
た

場
合

,
ま

た
は

間
違

え
た

場
合

に
は

,
×

を
押

す
。

・文
字

は
ラ

ン
ダ

ム
に

出
題

さ
れ

る
が

,通
算

３
回

正
答

し
た

文
字

は
出

題
さ

れ
な

く
な

る
。

・１
日

１
回

（
５

分
間

）
の

み
使

用
可

。

・
よ

り
難

易
度

が
高

い
「
単

語
版

ビ
ギ

ナ
ー

」
「
単

語
版

チ
ャ

レ
ン

ジ
ャ

ー
」の

ア
プ

リ
も

公
開

さ
れ

て
い

る
。

iP
a

d

A
n

d
ro

id

iP
h

o
n

e

5
9

つ
ま

ず
き

の
あ

る
読

み
を

流
暢

な
読

み
へ

“読
み

”に
つ

ま
ず

き
を

示
す

Ｌ
Ｄ

な
ど

，
学

習

面
に

困
難

さ
の

あ
る

子
ど

も
た

ち
。

な
か

で
も

，
“初

期
の

読
み

”お
い

て
，

最
大

の
難

関

の
ひ

と
つ

の
特

殊
音

節
に

焦
点

を
当

て
，

文
字

や
語

句
を

正
し

く
読

ん
だ

り
書

い
た

り
，

な
め

ら
か

に
読

ん
だ

り
で

き
る

こ
と

を
目

指
す

パ
ッ

ケ
ー

ジ
で

す
。

学
研

価
格

:
本

体
1
8
,0

0
0
円

＋
税

多
層

指
導

モ
デ

ル
Ｍ

ＩＭ
（学

研
）

「
読

み
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

・
指

導
パ

ッ
ケ

ー
ジ

」

6
0
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1
6

【
特
徴
１
】
読
み
の
つ
ま
ず
き
を
発
見
す
る

１
１

回
分

の
「ア

セ
ス

メ
ン

ト
用

プ
リ

ン
ト

」を
収

録
。

１
回

分
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

は
、

テ
ス

ト
①

「絵
に

合
う

こ
と

ば
さ

が
し

」
と

テ
ス

ト
②

「
３

つ
の

こ
と

ば
さ

が
し

」
の

２
部

で
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

テ
ス

ト
①

は
「正

し
い

表
記

の
語

を
素

速
く
認

識
す

る
力

」、
テ

ス
ト

②
は

「語
を

視
覚

的
な

か
た

ま
り

と
し

て
素

速
く
認

識
す

る
力

」
を

み
る

も
の

で
す

。

（学
研

の
w

eb
サ

イ
ト

よ
り

）

・
集

団
実

施
可

能
（所

要
１

０
～

１
５

分
）

・
ク

ラ
ス

の
一

覧
表

や
個

票
を

作
成

で
き

る

6
1

【
特
徴
２
】
読
み
の
ル
ー
ル
を
視
覚
的
に
提
示
す
る

「ル
ー

ル
説

明
用

カ
ー

ド
」

は
、

特
殊

音
節

（促
音

・
長

音
・拗

音
・拗

長
音

）
の

ル
ー

ル
の

明
確

化
に

使
用

す
る

カ
ー

ド
で

す
。

音
の

視
覚

化
・音

の
動

作
化

・説
明

用
カ

ー
ド

・
拗

音
さ

ん
か

く
シ

ー
ト

が
あ

り
ま

す
。

（
学

研
の

w
e
bサ

イ
ト

よ
り

）

6
2

【
特
徴
３
】
こ
と
ば
絵
カ
ー
ド
で
効
果
的
な
指
導

「こ
と

ば
絵

カ
ー

ド
」は

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
用

プ
リ

ン
ト

集
と

連
動

し
て

い
ま

す
。

カ
ー

ド
の

表
面

は
「３

つ
の

選
択

肢
の

中
か

ら
絵

に
合

う
語

を
選

択
す

る
課

題
」、

裏
面

は
「正

答
が

含
ま

れ
た

短
文

、
表

面
の

語
の

意
味

」に
な

っ
て

い
ま

す
。

（学
研

の
w

eb
サ

イ
ト

よ
り

）

6
3

【
特
徴
４
】
豊
富
な
プ
リ
ン
ト
類
で
、
読
み
の
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

「絵
に

合
う

こ
と

ば
さ

が
し

」
は

、
特

殊
音

節
の

正
確

な
表

記
の

習
得

を
促

す
も

の
で

す
。

ま
た

「３
つ

の
こ

と
ば

さ
が

し
」は

、
い

く
つ

か
の

語
の

ま
と

ま
り

を
認

識
す

る
力

を
養

う
こ

と
を

目
指

し
て

い
る

プ
リ

ン
ト

で
す

。

ほ
か

に
も

い
ろ

い
ろ

な
教

材
が

収
録

さ
れ

て
い

ま
す

。

（
学

研
の

w
e
bサ

イ
ト

よ
り

）

6
4
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1
7

・
「
Ｍ

ＩＭ
デ

ジ
タ

ル
版

」
の

紹
介

・
「
動

画
で

分
か

る
！

特
殊

音
節

指
導

の
工

夫
」

の
紹

介

関
連
情
報

6
5

デ
ジ

タ
ル

化
さ

れ
た

教
科

書
①

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
デ

イ
ジ

ー
教

科
書

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
デ

イ
ジ

ー
教

科
書

は
、

通
常

の
教

科
書

と
同

様
の

テ
キ

ス
ト

、
画

像
を

使
用

し
、

テ
キ

ス
ト

に
音

声
を

シ
ン

ク
ロ

（同
期

）さ
せ

て
読

む
こ

と
が

で
き

る
も

の
で

す
。

ユ
ー

ザ
ー

は
音

声
を

聞
き

な
が

ら
ハ

イ
ラ

イ
ト

さ
れ

た
テ

キ
ス

ト
を

読
み

、
同

じ
画

面
上

で
絵

を
み

る
こ

と
も

で
き

ま
す

。

（公
益

財
団

法
人

日
本

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

協
会
w
eb

サ
イ

ト
よ

り
）

・デ
イ

ジ
ー

教
科

書
の

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

提
供

（
無

償
）

・デ
イ

ジ
ー

教
科

書
の

C
D

を
郵

送
（１

教
科

¥
2
,0

0
0

）

【再
生

用
ソ

フ
ト

】

・W
in

d
o
w

s
用

：
「
デ

イ
ジ

ー
ポ

ッ
ド

」
（
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
無

料
）

・i
P
a
d

用
：

「
デ

イ
ジ

ー
ポ

ッ
ド

」
（
無

料
ア

プ
リ

）
，
「
い

ー
リ

ー
ダ

ー
」

（有
料

ア
プ

リ
¥
3
,0

0
0

）

6
6

デ
ジ

タ
ル

化
さ

れ
た

教
科

書
①

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
デ

イ
ジ

ー
教

科
書

活 用 例

・
音
声
を
１
回
聴
い
た
ら
音
読
１
回
と
カ
ウ
ン
ト
す
る
な
ど
，
音
読

の
宿
題
の
代
替
と
し
て
利
用
す
る
。

・
通
級
指
導
や
個
別
指
導
の
時
間
に
，
音
読
練
習
や
内
容
理
解
に
活

用
す
る
。

・
自
宅
で
の
予
習
で
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
の
朗
読
を
聴
き
，
単
元
の
内

容
を
予
め
頭
に
入
れ
て
お
く
。

・
音
声
を
聴
い
て
文
節
の
切
れ
目
を
確
認
し
な
が
ら
，
紙
の
教
科
書

に
ス
ラ
ッ
シ
ュ
を
書
き
込
む
。

・
総
ル
ビ
の
デ
ー
タ
を
見
て
，
読
め
な
い
漢
字
の
ふ
り
が
な
を
自
分

で
教
科
書
に
書
き
込
む
。

6
7

デ
ジ

タ
ル

化
さ

れ
た

教
科

書
②

（高
等

学
校

の
教

科
書

の
場

合
）

A
c
c
e
s
s
R
e
a
d
in

g

6
8
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1
8

デ
ジ

タ
ル

化
さ

れ
た

教
科

書
②

（高
等

学
校

の
教

科
書

の
場

合
）

A
c
c
e
s
s
R
e
a
d
in

g

障
害

に
よ

り
読

む
こ

と
に

困
難

の
あ

る
児

童
生

徒
な

ど
に

向
け

た
教

科
書

・教
材

の
電

子
デ

ー
タ

や
書

籍
デ

ー
タ

を
提

供
し

て
い

ま
す

。
配

信
は

，
著

作
権

法
第

3
7

条
お

よ
び

教
科

書
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法

に
基

づ
い

て
，

東
京

大
学

先
端

科
学

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

内
の

大
学

図
書

室
お

よ
び

人
間

支
援

工
学

分
野

が
共

同
で

運
営

し
て

い
ま

す
。

個
人

，
保

護
者

，
教

員
や

学
校

が
申

請
で

き
ま

す
。

★
iP

a
d
 で

は
，
iB

o
o
k
s

で
再

生
で

き
ま

す
が

，
有

料
の

「ア
プ

リ
」や

「合
成

音
声

」を
使

う
と

，
よ

り
使

い
や

す
く
，

聞
き

や
す

く
な

り
ま

す

有
料

ア
プ

リ
：

V
o
ic

e
 D

re
a
m

 R
e
a
d
e
r 

（¥
1
,8

0
0

）

有
料

の
合

成
音

声
：

m
is

a
k
i
（¥

3
6
0

）
な

ど

※
海

外
製

ア
プ

リ
の

た
め

，
縦

書
き

文
書

の
読

み
上

げ
に

は
適

し
ま

せ
ん

。
タ

ッ
チ

＆
リ

ー
ド

は
縦

書
き

対
応

。
6
9

7
0

特
別

支
援

学
級

，
通

級
に

よ
る

指
導

，
個

別
指

導
な

ど
で

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

通
常

の
学

級
の

一
斉

指
導

で
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
（指

導
者

用
デ

ジ
タ

ル
教

科
書

を
活

用
）。

価
格

：各
学

年
1
,5

0
0
 円

（１
端

末
，

１
年

間
使

用
可

能
）

購
入

方
法

：学
校

に
出

入
り

す
る

情
報

関
連

の
会

社
を

通
し

て
注

文
し

ま
す

。
（個

人
で

は
購

入
不

可
）

W
in
d
o
w
s
ス
ト
ア
版
の
場
合


O

S
M

ic
ro

s
o
ft

 W
in

d
o
w

s
8
.1

（3
2

ビ
ッ

ト
,6

4
ビ

ッ
ト

）
以

上


デ

ィ
ス

プ
レ

イ
解

像
度

：1
,9

2
0

×
1
,0

8
0

ピ
ク

セ
ル

以
上

，
サ

イ
ズ

：
1
0

イ
ン

チ
以

上

iP
a
d
版
の
場
合


対

象
タ

ブ
レ

ッ
ト

iP
a
d

（第
4

世
代

以
降

）/
iP

a
d
 A

ir
/i

P
a
d
 A

ir
2

※
iP

a
d
 m

in
iは

非
対

応


O

S
iO

S
 8

（バ
ー

ジ
ョ

ン
8
.1

以
降

）


デ

ィ
ス

プ
レ

イ
解

像
度

：2
,0

4
8

×
1
,5

3
6

ピ
ク

セ
ル

以
上

（
R
e
ti
n
a
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
）

※
H

2
8

度
～

福
井

県
の

丹
南

・嶺
南

地
区

中
学

校
は

「東
京

書
籍

」の
国

語
教

科
書

光
村

図
書

の
学

習
者

用
デ

ジ
タ

ル
教

科
書

（
小

学
校

3～
6年

、
中

学
校

1
～

3
年

）

7
1

・プ
リ

ン
ト

１
枚

で
一

つ
の

漢
字

・小
１

～
小

３
の

学
習

漢
字

を
用

意
・

P
D

Fダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

可
能

→
Ａ

４
用

紙
に

印
刷

可
能

（無
料

）

「
プ

レ
漢

字
プ

リ
ン

ト
」と

は
東

京
学

芸
大

学
教

授
小

池
敏

英
氏

１
年

生
の

と
き

に
は

漢
字

の
学

習
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

た
児

童
の

中
に

，
２

年
生

に
な

っ
て

，
漢

字
の

学
習

が
苦

手
に

な
る

児
童

が
出

て
き

ま
す

。
ド

リ
ル

を
す

ぐ
に

放
り

出
し

て
し

ま
う

子
，

教
科

書
な

ど
の

音
読

が
苦

手
な

子
，

漢
字

の
小

テ
ス

ト
が

半
分

も
で

き
な

い
子

，
ノ

ー
ト

の
文

字
が

ぐ
ち

ゃ
ぐ

ち
ゃ

な
子
…

。
そ

の
原

因
に

は
，

学
習

障
害

（Ｌ
Ｄ

）
だ

け
で

は
な

く
，

読
み

書
き

の
発

達
の

偏
り

，
注

意
力

が
育

っ
て

い
な

い
こ

と
な

ど
，

さ
ま

ざ
ま

な
こ

と
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
し

か
し

，
ど

ん
な

児
童

で
あ

っ
て

も
，

適
切

な
支

援
に

よ
っ

て
，

学
習

を
進

め
る

こ
と

は
可

能
で

す
。

も
し

，
「く

り
か

え
し

漢
字

ド
リ

ル
」
に

ど
う

し
て

も
取

り
組

め
な

い
の

で
あ

れ
ば

，
無

理
や

り
ド

リ
ル

で
反

復
練

習
さ

せ
る

の
で

は
な

く
，

そ
の

児
童

に
合

っ
た

他
の

手
立

て
を

考
え

て
み

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
そ

の
一

つ
の

手
立

て
と

な
る

よ
う

に
作

っ
た

の
が

「プ
レ

漢
字

プ
リ

ン
ト

」（
１

～
３

年
生

の
漢

字
に

対
応

）で
す

。プ
レ

漢
字

プ
リ

ン
ト

【
標

準
版

】

7
2
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1
9

7
3

・
児

童
に

合
わ

せ
て

６
種

類
か

ら
選

ん
で

使
え

る
プ

リ
ン

ト
・
光

村
の

教
科

書
（
小

１
～

小
６

）
の

単
元

別
に

用
意

さ
れ

て
い

る
・
Ａ

４
の

用
紙

に
プ

リ
ン

ト
が

可
能

（無
料

）

認
知

特
性

別
ス

マ
イ

ル
式

プ
レ

漢
字

プ
リ

ン
ト

各
単

元
ご

と
に

以
下

の
６

種
類

の
プ

リ
ン

ト
が

用
意

さ
れ

て
い

る

①
ひ

ら
が

な
読

み
プ

リ
ン

ト
②

漢
字

読
み

プ
リ

ン
ト

③
漢

字
書

字
プ

リ
ン

ト
（

1
）

④
漢

字
書

字
プ

リ
ン

ト
（

2
）

⑤
漢

字
書

字
プ

リ
ン

ト
（

3
）

⑥
漢

字
保

持
プ

リ
ン

ト

※
対

象
児

の
苦

手
さ

に
応

じ
た

種
類

の
プ

リ
ン

ト
を

使
用

す
る

（
①

～
⑥

全
て

を
や

る
必

要
は

無
い

）

【
活

用
例

】
・
単

元
に

入
る

前
の

予
習

と
し

て
活

用
・
宿

題
の

変
更

・
調

整
と

し
て

活
用

（漢
字

ド
リ

ル
の

代
替

等
）

7
4

7
5

１
. 認

知
特

性
の

チ
ェ

ッ
ク

〜
数

唱
〜

２
. 苦

手
な

段
チ

ェ
ッ

ク

３
. プ

リ
ン

ト
練

習
（ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
無

料
）

（パ
タ

ー
ン
Ⅰ

・パ
タ

ー
ン
Ⅱ

・お
楽

し
み

プ
リ

ン
ト

）
・パ

タ
ー

ン
Ⅰ

：聞
い

て
覚

え
る

よ
り

、
見

て
覚

え
る

方
が

得
意

・パ
タ

ー
ン
Ⅱ

：見
て

覚
え

る
よ

り
、

聞
い

て
覚

え
る

方
が

得
意

４
. 克

服
確

認
チ

ェ
ッ

ク

ス
マ

イ
ル

式
プ

レ
九

九
プ

リ
ン

ト

7
6

プ
リ

ン
ト

の
例
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2
0

7
7

ス
マ

イ
ル

式

｢読
書

力
｣サ

ポ
ー

ト
ア

プ
リ

・i
P
a
d

専
用

ア
プ

リ
（無

料
）

・国
語

の
教

科
書

（光
村

図
書

）
の

一
部

の
教

材
を

収
録

。

・学
校

で
学

習
す

る
前

に
取

り
組

ん
で

お
く
と

，
授

業
に

ス
ム

ー
ズ

に
入

る
こ

と
が

で
き

る
。

収
録

教
材

（H
3
0
.5

現
在

）

【小
１

】
お

お
き

な
か

ぶ

【小
２

】
ふ

き
の

と
う

【小
３

】
き

つ
つ

き
の

商
売

，
す

が
た

を
か

え
る

大
豆

【小
４

】
白

い
ぼ

う
し

【小
５

】
千

年
の

釘
に

い
ど

む

【小
６

】
カ

レ
ー

ラ
イ

ス

iP
a

d

7
8

（w
e
b

サ
イ

ト
の

説
明

よ
り

）

・読
み

書
き

ス
キ

ル
簡

易
ア

セ
ス

メ
ン

ト
は

，
読

み
書

き
の

達
成

の
程

度
と

，
読

み
書

き
を

支
え

る
基

礎
ス

キ
ル

に
つ

い
て

評
価

し
ま

す
。

・こ
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

は
具

体
的

な
教

育
的

支
援

に
つ

な
げ

る
た

め
の

も
の

で
す

。
・各

学
年

の
課

題
は

，
ス

マ
イ

ル
・プ

ラ
ネ

ッ
ト

の
w

e
b

サ
イ

ト
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
で

き
ま

す
。

・w
e
b

サ
イ

ト
に

課
題

の
得

点
を

入
力

す
る

と
「評

価
コ

メ
ン

ト
」が

表
示

さ
れ

ま
す

。
・小

学
校

１
年

～
６

年
ま

で
の

学
年

別
に

課
題

が
用

意
さ

れ
て

い
ま

す
。

・低
成

績
の

児
童

に
は

，
課

題
に

応
じ

た
プ

リ
ン

ト
（
ス

マ
イ

ル
教

材
）
が

紹
介

さ
れ

て
い

ま
す

。
・上

記
の

す
べ

て
を

無
料

で
使

用
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

【注
】

特
定

の
児

童
に

の
み

実
施

す
る

場
合

は
，

①
事

前
に

保
護

者
の

了
解

を
得

る
，

②
結

果
と

支
援

方
針

に
つ

い
て

共
有

す
る

，
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

h
tt

p
s
:/

/
s
m

il
e
p

la
n

e
t.

n
e
t/

s
p
e
c
ia

lt
y
/
y
o
m

ik
a
k
i/

学
校

で
も

実
施

可
能

な
簡

易
検

査

ス
マ

イ
ル

・
プ

ラ
ネ

ッ
ト

版
読
み
書
き
ス
キ
ル
簡
易
ア
セ
ス
メ
ン
ト

7
9

総
ふ

り
が

な
テ

ス
ト

8
0
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2
1

8
1

★
有

料
の

学
習

用
デ

ー
タ

（
抜

粋
）

漢
字

検
定

８
級

（
小

３
修

了
程

度
）

１
２

０
円

漢
字

検
定

７
級

（
小

４
修

了
程

度
）

１
２

０
円

漢
字

検
定

６
級

（
小

５
修

了
程

度
）

１
２

０
円

漢
字

検
定

５
級

（
小

６
修

了
程

度
）

１
２

０
円

漢
字

検
定

４
級

（
中

学
校

在
学

程
度

）
１

２
０

円
漢

字
検

定
３

級
（
中

学
校

卒
業

程
度

）
１

２
０

円

N
E
W

 H
O

R
IZ

O
N

 1
 単

語
パ

ッ
ク

３
６

０
円

N
E
W

 H
O

R
IZ

O
N

 2
 単

語
パ

ッ
ク

３
６

０
円

N
E
W

 H
O

R
IZ

O
N

 3
 単

語
パ

ッ
ク

３
６

０
円

N
E
W

 H
O

R
IZ

O
N

 1
 基

本
文

パ
ッ

ク
３

６
０

円
N

E
W

 H
O

R
IZ

O
N

 2
基

本
文

パ
ッ

ク
３

６
０

円
N

E
W

 H
O

R
IZ

O
N

 3
基

本
文

パ
ッ

ク
３

６
０

円

中
学

校
社

会
歴

史
要

点
３

６
０

円
中

学
校

理
科

（１
年

～
３

年
）重

要
用

語
各

３
６

０
円

iP
a

d

A
n

d
ro

id

iP
h

o
n

e
a

n
k

i
p

o
c

k
e

t
東

京
書

籍
iP

o
d

 t
o

u
c

h

8
2

iP
a

d
タ

ッ
チ

＆
リ

ー
ド

a
ta

c
L
a
b

C
o
.,
 L

td
.

¥
2

,0
0

0

（
１）
印
刷
物
の
文
字
を
認
識
し
，
音
声
で
読
み
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

文
字

認
識

（O
C

R
）：

印
刷

物
を

カ
メ

ラ
で

撮
影

し
，

そ
の

中
の

文
字

を
認

識
し

ま
す

。
印

刷
さ

れ
た

本
や

プ
リ

ン
ト

な
ど

を
，

簡
単

な
操

作
で

タ
ッ

チ
＆

リ
ー

ド
に

取
り

込
む

こ
と

で
，

音
声

で
読

み
上

げ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

縦
書

き
・

横
書

き
の

両
方

の
文

章
を

認
識

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

，
日

本
語

と
英

語
に

対
応

し
て

い
ま

す
。

（
２
）
指
で
タ
ッ
プ
し
た
部
分
の
文
章
を
音
声
で
読
み
上
げ
る

読
み

上
げ

：読
み

た
い

部
分

を
タ

ッ
プ

す
る

と
，

そ
の

部
分

を
ハ

イ
ラ

イ
ト

表
示

し
て

読
み

上
げ

ま
す

。
認

識
さ

れ
た

文

字
や

あ
ら

か
じ

め
P
D

F
に

含
ま

れ
て

い
る

文
字

を
タ

ッ
プ

し
て

読
ま

せ
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

（
３
）
写
真
や
P
D
F
に
書
き
込
む

書
き

込
み

：手
書

き
の

線
，

文
字

，
写

真
，

録
音

音
声

を
書

き
込

む
こ

と
が

で
き

ま
す

。

線
の

色
や

太
さ

，
文

字
の

フ
ォ

ン
ト

の
種

類
や

サ
イ

ズ
，

写
真

の
サ

イ
ズ

も
調

整
で

き
ま

す
。

A
nd

ro
id

 に
し

か
な

い
漢

字
学

習
ア

プ
リ

（
無

料
） 8

3

ま
と

め

8
4
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2
2

8
5

・デ
ィ

ス
レ

ク
シ

ア
以

外
の

特
性

が
併

存
す

る
場

合
・・

・

ディスレクシア支援

指
導

・訓
練

的
な

関
わ

り

課
題

や
評

価
の

変
更

・
調

整

心
理

面
へ

の
配

慮

自
己

理
解

、
周

囲
の

理
解

代
替

手
段

の
獲

得

保
障

す
べ

き
本

質
的

な
学

習
と

は
？

ま
と
め

8
6

様
々

な
指

導
法

や
教

材
が

開
発

さ
れ

て
き

て
い

る
が

，

現
時

点
で

は
，

読
み

書
き

の
困

難
さ

を
「改

善
す

る
こ

と
」

は
で

き
て

も

「
解

消
す

る
こ

と
」

は
困

難

「苦
手

な
と

こ
ろ

を
重

点
的

に
指

導
し

，
ほ

か
の

子
ど

も
に

追
い

つ

く
こ

と
」

を
目

標
と

し
て

掲
げ

る
と

，

子
ど

も
も

指
導

者
も

不
全

感
・挫

折
感

を
抱

く
こ

と
に

な
る

ま
と
め

現
状

に
お

け
る

支
援

の
ゴ

ー
ル

は
？

8
7

他
の
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
ス
ラ
ス
ラ
と
読
ん
だ
り
書
い
た
り

は
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
。

し
か
し
，
子
ど
も
が

「
自
分
の
せ
い
で
は
な
い
こ
と
」

「
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
先
生
が
い
る
こ
と
」

「
自
分
に
と
っ
て
少
し
で
も
や
り
や
す
い
や
り
方
が
あ
る
こ
と
」

を
知
っ
て
い
く
こ
と
は
，
そ
の
子
ど
も
の
人
生
を
支
え
る
上
で
最
も

重
要
で
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
と
め 市

川
奈

緒
子

．
20

16
．

読
み

書
き

障
害

の
あ

る
子

ど
も

に
対

す
る

支
援

－
学

校
に

お
け

る
「
今

す
べ

き
」支

援
と

は
－

．
白

梅
学

園
大

学
・短

期
大

学
紀

要
52

．
pp

73
-9

0

現
状

に
お

け
る

支
援

の
ゴ

ー
ル

は
？

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た

8
8
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読み・書き困難ケース検討のためのシート（H30度） 学校名【　　　　　　　　　　　　　　　　】　　学年【　　　　　　　】

センター所員が支援の糸口を模索するための状況確認シート 児童・生徒名 【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

読み（苦手さの程度）

書き（苦手さの程度）

算数・数学

漢字

ローマ字・英語

ＡＳＤ特性

ＡＤＨＤ特性

その他

　■頑張ることができている面 　■困っている面・気がかりな点

学習状況（一斉／個別）

テスト結果等

その他の学校生活

担任/学校の理解

試してみた支援（有効：◎）

　■頑張ることができている面 　■困っている面・気がかりな点

宿題等の状況

家庭生活の状況

家族の理解・働きかけ

試してみた支援（有効：◎）

自己肯定感、自尊感情

自己理解の状況

その他

　■家庭 　■学校

支援目標（中・長期）

支援目標（短期）

具体的な支援方法、分担

支援目標
を考える
ために

知的発達状況

学校での
状況

家庭での
状況

心理面の
状況

苦手さの
所在

他の特
性・疾患
の状況

医療機関、福祉との連携状況
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「読み」や「書き」に困難さがある児童・生徒に対するアセスメント・指導・支援パッケージ（第１版）　  2018.3　福井県特別支援教育センター

 読み書きに困難さがある子どもの育ちと指導･支援の全体像 （例）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

読み書きに困難
さがある子ども
に見られる状態
像 （典型的な例）

・文字への
関心が薄い

就学前
小学校

- 22 -

・ひらがなが習得できない　　　　　・勝手読みがある
・音読がたどたどしい　　　　　　　・漢字を覚えることが困難
・長文の読解が苦手である　　　　　・ローマ字の習得が困難
・字形が整わない　　　　　　　　　・計算はできるが文章題が苦手
・文章を読むことに時間がかかり、
　テストを時間内に解き終えることができない

合理的配慮の提供

　

心理面への配慮

望まれる指導や支援
　

陥りやすい
子どもの状況
（例）

読み書きの困難さを補うための補助代替手段の活用

音読の苦手さ→ マルチメディアデイジー教科書の活用

書字の困難→ PC入力やポメラ等の活用

評価場面での配慮

（時間延長、拡大印刷、ルビ問題、代読、代筆、ＰＣ入力等）

学習内容の変更・調整 （宿題の調整、漢字学習の目標調整等）

学習者用デジタル教科書の活用

タブレット端末等ＩＣＴ機器の活用（学習に活用できるアプリ等）

合理的配慮の提供→ 個別の指導（支援）計画に記載

授業場面での配慮 （児童に合わせた教材や学習方法の調整）

引
継
ぎ

キーワード法

による指導

Ｔ式ひらがな

音読支援

多層指導モデ

ルMIMによ

る指導（一斉

／個別）
各種ＩＣＴ

教材（ひら

がな習得ア

プリ等）

引
継
ぎ

他児ができることを自分はできない → 自分は頭が悪い自己肯定感の低下

学習意欲の減退
勉強が楽しくない → 授業への不参加、不登校

別室で学習することは嫌

自分だけが配慮を受けるのは
「ずるいこと」だという思い

できないことを隠したい

目立ちたくない

皆と違うことは嫌だ

苦手さが顕著な場合は朝活動

の時間を活用した指導や通級

による指導を検討する

※皆と違う学習形態への抵抗

感が少ない低学年の時期に

スタートできるとよい

引
継
ぎ

心理面への配慮

自分の長所と困難さ（対処法）について、発達段階に応じた適切な理解を促す働きかけ

他の児童に対する理解・啓発

自己有用感を高める働きかけ，自己肯定感低下の予防

ひらがなの

正確な読み

書きを習得する

ための指導

※本人の困難さを適

切にアセスメント

し、本人に合った

指導や支援を選択

する

※本人・保護者と学校の

合意形成に基づいて提供

※本人の意向の尊重

※定期的な評価と見直し

※個別の指導（支援）計画

への記載

※自分の長所と困難さ（対処

法）について理解を深める

※他の児童生徒への理解・啓

発も重要

５０音表を

使った指導

※読み書きは自分の

世界を広げてくれ

る楽しいもの，役

に立つもの，とい

う経験を十分に積

ませる
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１年 ２年 ３年　 １年 ２年 ３年　

・読みや書きに関する
　困難さは残ることが
　多い

進学・就労
中学校 高等学校

- 23 -

・音読がたどたどしい
・漢字の習得が困難
・英語の読み書きが困難
・文章を読むことに時間がかかり、
　テストが時間内に解き終わらない

・音読がたどたどしい
・漢字の習得が困難
・英語の読み書きが困難
・文章を読むことに時間がかかり、
　テストが時間内に解き終わらない
・単位の修得が困難

補助代替手段の活用

マルチメディアデイジー教科書や

学習者用デジタル教科書，デジタ

ル教材，タッチ＆リード等の活用

マルチメディアデイジー教科書，

AccessReading，デジタル教材．

タッチ＆リード等の活用

書字の困難→ PC入力等の活用

補助代替手段の活用

評価場面での配慮

（時間延長、拡大印刷、ルビ問題、

代読、口頭試問、ＰＣ入力等）

合理的配慮の提供

→ 個別の指導（支援）計画に記載

学習内容の変更・調整

授業場面での配慮

入試における特別な配慮が必要な場合

・志望校を受験する際の配慮申請に必要な書類を確認し、早めに準備する

（例：平成30年度 大学入試センター試験では「医師による診断書」が必要）

（実施した合理的配慮やその評価を記載した 個別の指導（支援）計画 など）

引
継
ぎ

引
継
ぎ

引
継
ぎ

引
継
ぎ

引
継
ぎ

引
継
ぎ

心理面の配慮 心理面の配慮

他の生徒に対する指導

引
継
ぎ

引
継
ぎ

引
継
ぎ

心理面への配慮

自己理解を促す指導・支援

他の生徒に対する理解・啓発

心理面への配慮

自己理解を促す指導・支援

他の生徒に対する理解・啓発

努力しても成績が伸びない → 進路や将来への不安自己肯定感の低下

学習意欲の減退
勉強が楽しくない → 授業への不参加、不登校

通級や別室で試験を受けることに対する心理的な抵抗

配慮は受けたいが目立ちたくないという葛藤

できないことを隠したい

目立ちたくない

皆と違うことは嫌だ

書字の困難→ PC入力等の活用

・必要に応

じて本人か

ら適切な

「配慮の要

請」ができ

る

・自らの得

手／不得手

に応じた進

路を自己選

択できる

・大学生活

や社会生活

の中で直面

する困難に

対して、自

ら補助代替

手段を用い

て対応する

ことができ

る

めざす姿

自己決定や配慮を要請する力の育成自己肯定感低下の予防

評価場面での配慮

（時間延長、拡大印刷、ルビ問題、

代読、口頭試問、ＰＣ入力等）

合理的配慮の提供

→ 個別の指導（支援）計画に記載

学習内容の変更・調整

授業場面での配慮

在籍校において行った合理的配慮とその評価についての記録も提出する
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デ
ィ

ス
レ

ク
シ

ア
診

断
の

た
め

の
読

み
書
き

評
価

～
平

谷
こ

ど
も

発
達

ク
リ

ニ
ッ
ク
の
取
り
組
み

～

言
語
聴

覚
士

榊
智
史 1

ク
リ
ニ
ッ
ク

で
の
診
断
の
流
れ

（
小

学
生

以
上
）

初
回
面

談

知
能

検
査

読
み

書
き
評

価

診
断

読
み
書
き
評
価
の
目
的

①
読
字
・書
字
の
流
暢
性
と
正
確
性
の

正
し
い
評
価

②
生
活
年
齢
か
ら
期
待
さ
れ
る
能
力
よ
り
低
い
か

③
併
存
症
に
よ
る
読
字
能
力
へ
の
影
響

（
知
的
能
力
・Ａ
Ｓ
Ｄ
・Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
の
関
連
性
）

2

読
み
の
流
暢
性

（ス
ラ
ス
ラ
と
読
め
る
か
）

読
み
の
正
確
性

（正
し
く
読
め
る
か
）

特
異
的
発
達
障
害

診
断
・治
療
の
た
め
の

実
践
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
稲
垣
先
生
ら
）

S
T
R
A
W
-
R

標
準
読
み
書
き

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

改
訂
版

（
宇
野
先
生
ら
）

書
き
の
正
確
性

（正
し
く
書
け
る
か
）

読
み

の
流

暢
性

と
正

確
性

評
価

の
た

め
の

検
査

読
み
の
流
暢
性

（ス
ラ
ス
ラ
と
読
め
る
か
）

読
み
の
正
確
性

（正
し
く
読
め
る
か
）

3

音
読

検
査

平
仮

名
の

音
読

・
単

音
：

平
仮

名
50
字
（
よ
、
ず
、

ぎ
ゅ

…
）

・
有

意
味

語
：

や
く
に
ん
、
せ
き
た
ん
、
が

く
せ
い

…

・
無

意
味

語
：

た
あ
せ
の
、
い
き
こ
け
、

お
づ
う
ぐ

…

・
単

文
「

青
い

丸
に

さ
わ

っ
て

か
ら

赤
い

四
角

に
さ

わ
っ

て
く

だ
さ

い
」

診
断
と
治
療
社

稲
垣
真
澄

読
み
の
流
暢
性

（ス
ラ
ス
ラ
と
読
め
る
か
）

読
み
の
正
確
性

（
正
し
く
読
め
る
か
）

4
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項
目

結
果

同
学
年
平
均

標
準
偏
差

単
音

音
読
時
間

9
7
.2
3
秒

3
8
.8
±
8
.5

6
.9
S
D

読
み
誤
り

10
個

0
.9
±
0
.8

11
.4
S
D

有
意
味
語

音
読
時
間

9
2
.6
7
秒

3
7
.8
±
14
.0

3
.9
S
D

読
み
誤
り

1
個

0
.5
±
0
.8

1.
9
S
D

無
意
味
語

音
読
時
間

10
2
.6
7
秒

6
5
.4
±
15
.3

2
.4
S
D

読
み
誤
り

2
個

2
.3
±
2
.1

-
0
.1
S
D

単
文
（
３
つ
）

音
読
時
間

（
①
15
.5
6

②
11
.5
5

③
11
.8
8
)秒

合
計

3
8
.9
9

秒
18
.3
±
7
.0

3
.0
S
D

読
み
誤
り

1
個

0
.5
±
0
.6

0
.8
S
D

A
D
H
D
・A
S
D
を
併
存
す
る
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
（
7
歳
男
児
）
の
読
み
評
価

単
音
・有
意
味
・無
意
味
語
・単
文
す
べ
て
で
、
音
読
時
間
が
延
長
（
流
暢
性
が
低
い
）

5

・
読
み
が
た

ど
た
ど
し
く
（

逐
次
読
み
）
、
時

間
が
か
か
る
。

・
拗
音
な
ど

特
殊
音
節
の
誤

り
が
多
い
。

と
し
よ
り

し
ゃ
し
ん

か
ね
も
ち

ば
い
き
ん

か
け
あ
し

め
じ
る
し

も
ち
ぬ
し

し
ゅ
る
い

ふ
ろ
し
き

ふ
る
さ
と

「
し
ゃ
、
し
ょ
．.
し
ゃ
ん
」

「
し
よ
、
し
ょ
る
い
」

6

A
D
H
D
・A
S
D
併
存
の
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
（
7
歳
男
児
）
の
音
読
検
査
の
特
徴

発
達
性
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
児
の
知
的
能
力
と

音
読
検
査
課
題
に
よ
る
流
暢
性
と
の
比
較
・検

討

1
, 平
谷
こ
ど
も
発
達
ク
リ
ニ
ッ
ク

2
,
愛
知
淑
徳
大
学
健
康
医
療
科
学
部

3
,
金
沢
星
稜
大
学
人
間
科
学
部

4
,
北
里
大
学
医
療
衛
生
学
部

榊
智
史

1,
山
口
大
輔

2,
山
名
寿
美
子

1,
熊
下
由
加

1,
堀
内
萌

1,
髙
塚
真
緒

1

平
谷
美
智
夫

1,
河
野
俊
寛

3,
石
坂
郁
代

4

第
4

4回
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
学
会
（

2
0

1
8年

5月
1

2日
於

神
奈
川
県
）

7

【従
来
の
発
達
性
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
診
断
基
準
】

読
み
の
レ
ベ
ル
が

子
ど
も
の
知
能
か
ら
期
待
さ
れ
る
も
の
よ
り
低
い
事
と
さ
れ
る

「
IQ
デ
ィ
ス
ク
レ
パ
ン
シ
ー
モ
デ
ル
」
が
主
流
で
あ
っ
た
。

（
R

u
tt

er
 ＆

Yu
le

 ,1
97

5 
; R

ey
n

o
ld

s,
19

81
)

D
SM
－
Ⅳ
の
読
字
障
害
の
定
義
で
も

「読
み
の
到
達
度
が
、
そ
の
人
の
生
活
年
齢
、
知
能
、
教
育

の
程
度
か
ら
期
待
さ
れ
る
も
の
よ
り
充
分
に
低
い
」

と
さ
れ
て
い
た
。

≪
は
じ
め
に
≫

8
第

4
4回

日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
学
会
（

2
0

1
8年

5
月

1
2日

於
神
奈
川
県
）
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【I
Q
デ
ィ
ス
ク
レ
パ
ン
シ
ー
モ
デ
ル
に
お
い
て
の
議
論
】

IQ
に
対
し
て
読
み
能
力
が
ど
れ
だ
け
低
け
れ
ば
乖
離
と
み
な
す
の
か
、

基
準
が
曖
昧

教
育
現
場
に
お
い
て
、
デ
ィ
ス
ク
レ
パ
ン
シ
ー
が
出
現
し
て

か
ら
で
は
介
入
が
遅
く
な
る
と
い
う
指
摘

D
SM
－
５
（2

0
1

3
）の

定
義
に
お
い
て
も
「

IQ
7

0
±

5
以
上
の
知
能
に
お
い

て
、
読
み
の
正
確
性
、
流
暢
性
の
問
題
、
綴
り
の
能
力
の
低
さ
を
持
つ
も

の
」と
な
り

IQ
と
読
み
能
力
の
乖
離
に
関
す
る
文
言
が
省
か
れ
た

9
第

44
回

日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
学
会
（

20
18
年

5月
1

2日
於

神
奈
川
県
）

欧
米
で
は
「正

常
域
知
能
、
境
界
域
知
能
の
読
み
の
弱
さ
は

ど
ち
ら
も
音
韻
処
理
能
力
の
弱
さ
が
背
景
に
あ
る
」と
い
う
報
告
が
あ
る
。

St
an

o
vi

ch
（1

9
8

8
）の

p
h

o
n

o
lo

gi
ca

l-
C

o
re

 D
if

fe
re

n
ce

 M
o

d
el

➡
「I

Q
乖
離
群
と
、

IQ
一
致
群
は
ど
ち
ら
も
同
じ
音
韻
処
理
の
問
題
が

核
と
な
る
障
害
を
持
つ
」と
報
告

➡
St

u
eb

in
g(

2
0

0
2

)
は

m
et

a-
an

al
ys

is
な
ど
で
上
記
結
果
を
裏
付
け
た
。

日
本
語
話
者
で
も
同
様
な
の
か
？

➡
山
口
（2

0
1

5
）の

先
行
研
究
（第

1
5
回
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
研
究
会
）
で

日
本
語
話
者
に
お
い
て
も
上
記
内
容
を
示
唆
し
た
。

今
回
、
症
例
数
を
増
や
し
再
度
比
較
・検

討
を
行
っ
た
。

≪
目
的
≫

1
0

第
4

4回
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
学
会
（

2
0

1
8年

5
月

1
2日

於
神
奈
川
県
）

実
施

学
年

1
年
生
（N
＝

1
4
）2
年
生
（N
＝

3
1

)
3
年
生
（N
＝

3
8
）4
年
生
（N
＝

1
7
）

5
年
生

（N
＝

1
2
）

6
年
生
（N
＝

2
6
）

性
別

男
児

1
1

1
名
・女

児
2

7
名

IQ
分

布
7

0
～

8
5
（N

=5
6
）

8
6
～

1
0

0
（

N
=9

3
）

1
0

1
以
上
（N

=1
7
）

併
存
症

D
D
単
独

1
8
％
（

2
5
名
）

D
D

+A
SD

1
2
％

（
1

7
名
）

D
D
+A

D
H
D

3
3
％
（
4
5
名
）

D
D

+A
SD

+A
D

H
D

3
7
％
（

5
1
名
）

発
達
性
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
1
3
8
名
の
背
景
因
子

≪
方
法
≫

①
上
記

1
3

8
名
を
正
常
域
知
能
群
（

IQ
8

6
以
上
）

8
2
名
、
境
界
域
知
能
群
（

IQ
7

0
～

8
5
）

5
6
名
に
分
け

音
読
検
査
の
ｚ
得
点
を
ｔ検
定
（

p
< 

.0
5

 ）
を
用
い
て
比
較
。

②
P

V
T-

R
の
評
価
点
と
読
み
の
流
暢
性
と
の
相
関
を
検
証
。

1
1

第
44
回

日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
学
会
（

20
18
年

5月
1

2日
於

神
奈
川
県
）

-3
.0

0.
0

3.
0

6.
0

9.
0

12
.0

15
.0

6
5

7
5

8
5

9
5

1
0

5
1

1
5

平
均

2
.7
±
標
準
偏
差

2
.4

【
単
音
】

正
常
域
群

境
界
域
群

（
t 

=
 1

.5
3
, p

 =
 0

.1
3
 ）

≪
結
果
≫

平
均

3
.3
±
標
準
偏
差

2
.5

-3
.0

0
.0

3
.06
.0

9
.0

1
2

.0

1
5

.0

6
5

7
5

8
5

9
5

1
0

5
1

1
5

正
常
域
群

境
界
域
群

【
単
文
】

2
.6
±

2
.9

3
.9
±

3
.3

（
t 

=
 2

.3
7
, p

 =
 0

.0
2
 ）

単
音
で
は
両
群
間
に
差
は
な
し
、
単
文
で
正
常
域
群
の
成
績
が
有
意
に
高
か
っ
た

1
2

流
暢
性
と
知
的
能
力
（
IQ
）
と
の
関
連

IQ
IQ

Ｚ
得
点

Ｚ
得
点

第
4

4回
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
学
会
（

2
0

1
8年

5
月

1
2日

於
神
奈
川
県
）

- 96 -



-3
.0

0.
0

3.
0

6.
0

9.
0

1
2

.0

15
.0

6
5

7
5

8
5

95
10

5
11

5

Ｚ
得
点

（
t 

=
 7

.5
3
, p

 =
 0

.0
1
 ）

IQ

【
有
意
味
語
】

正
常
域
群

境
界
域
群

3
.8
±

2
.6

5
.2
±

3
.5

-3
.0

0.
0

3.
0

6.
0

9.
0

12
.0

15
.0

6
5

7
5

8
5

9
5

10
5

11
5

IQ

【
無
意
味
語
】

正
常
域
群

境
界
域
群

3
.2
±

1
.8

3
.9
±

2
.6

（
t 

=
 1

.7
2
, p

 =
 0

.0
9
 ）

無
意
味
語
で
は
両
群
間
に
差
は
な
し
、
有
意
味
語
で
正
常
域
群
の
成
績
が
有
意
に
高
か
っ
た 1
3

流
暢
性
と
知
的
能
力
（
IQ
）
と
の
関
連

第
44
回

日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
学
会
（

20
18
年

5月
1

2日
於

神
奈
川
県
）

単
音

有
意
味
語

無
意
味
語

単
文

r値
-0

.1
4

-0
.0

9
-0

.0
8

-0
.1

9

t値
0

.1
5

0
.3

9
0

.4
3

0
.0

5

理
解
語
彙
（
絵
画
語
い
発
達
検
査
：

P
V

T-
R
）
と
流
暢
性
の
相
関

何
れ
の
項
目
で
も
、
理
解
語
彙
と
流
暢
性
と
の
相
関
は

み
ら
れ
な
か
っ
た
。

1
4

（
1

3
8
名
中

1
0

1名
）

第
4

4回
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
学
会
（

2
0

1
8年

5
月

1
2日

於
神
奈
川
県
）

有
意
味
語
（

t 
= 

2
.5

7
, p

 =
 0

.0
1

 ）
と
単
文
（

t 
= 

2
.3

7
, p

 =
 0

.0
2

 ）

で
正
常
域
群
が
境
界
域
群
に
比
し
て
、
流
暢
性
が
高
か
っ
た
。

単
音
（

t 
= 

1
.5

3
, p

 =
 0

.1
3
）
無
意
味
語
（

t 
= 

1
.7

2
, p

 =
 0

.0
9

 ）

の
流
暢
性
で
正
常
域
・
境
界
域
群
間
に
有
意
差
は
な
か
っ
た
。

P
V

T
-
R
の
評
価
点
（
理
解
語
彙
）
と
読
み
の
流
暢
性
と
の
相
関
は
み
ら
れ
な

か
っ
た
。

1
5

第
44
回

日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
学
会
（

20
18
年

5月
1

2日
於

神
奈
川
県
）

C
o

lt
h

ea
rt
ら
（

2
0

0
1
）
の
提
唱
し
て
い
る
二
重
経
路
モ
デ
ル
（

D
R

C
モ
デ
ル
）

非
語
彙
ル
ー
ト
の
み
を
使
用
す
る
無
意
味
語
課
題
で
両
群
と
も
成
績
の
低
下
が
み
ら
れ
、

ど
ち
ら
も
同
質
の
（
音
韻
処
理
能
力
の
）
苦
手
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

語
彙
ル
ー
ト
の
文
字
単
語
検
出
辞
書
（
理
解
語
彙
の
豊
富
さ
）
は
読
み
の
流
暢
性
に
影
響
し
な
か
っ
た
。

音
韻
出
力
辞
書
（
表
出
語
彙
）
や
辞
書
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
語
彙
照
合
・
選
択
（
呼
称
・
自
動
化
能
力
）
な
ど

語
彙
ル
ー
ト
全
般
に
関
わ
る
能
力
と
流
暢
性
と
の
検
証
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

≪
考
察
≫

視
覚
特
徴

検
出

文
字
素
・
音
素

対
応
規
則

音
韻
シ
ス
テ
ム

文 字
文
字
検
出

文
字
単
語

検
出
辞
書

意
味
シ
ス
テ
ム

音
韻
出
力

辞
書

音 声

語
彙
ル
ー
ト

非
語
彙
ル
ー
ト

音
韻
処
理
能
力
の
み
を
反
映

1
6

第
4

4回
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
学
会
（

2
0

1
8年

5
月

1
2日

於
神
奈
川
県
）
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A
D

H
D
併
存
の
流
暢
性
と
読
み
誤
り
に
与
え
る
影
響

【D
D
単
独
児
と

D
D
＋

A
D

H
D
児
と
の
比
較
】

W
ill

cu
tt

 a
n

d
 P

en
n

in
gt

o
n

 （
2

0
0

0
）
な
ど
に
よ
る

欧
米
に
お
い
て
、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
と
診
断
さ
れ
た
者
の

A
D

H
D

の
合
併
率
は

9
～

6
0
％
で
あ
る
と
報
告
が
あ
る
。

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
い
て
、

D
D
と
診
断
さ
れ
た
症
例

3
0

8
名
の
う
ち

2
1

8
名

（7
1
％
）が

A
D

H
D
を
併
存
し
て
い
た
。

D
D
単
独
児
と

A
D

H
D
併
存
児
で
は
読
み
の
苦
手
さ
に
差
は
あ
る
の
か
？

第
1

7回
発
達
性
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
研
究
会

（2
0

1
7年

7月
2日

於
島
根
）

1
7

【
方
法
】

D
D
単
独
児

2
0
名
と

D
D

+A
D

H
D
児

3
3
名
を

稲
垣
式
音
読
検
査
の
ｚ
得
点
を
ｔ検
定
（

p
< 

.0
5

 ）
を
用
い
て
比
較
し
た
。

-5
.0

0.
0

5.
0

10
.0

15
.0

20
.0

単
音

有
意
味
語

無
意
味
語

単
文

A
D
H
D
（
＋
）

（
－
）

A
D
H
D
（
＋
）

（
－
）

（
t 

=
 0

.4
9
, p

 =
 0

.6
2
）

（
t 

=
 1

.5
9
, p

 =
 0

.1
2
 ）

（
t 

=
 1

.1
3
, p

 =
 0

.2
6
 ）

（
平
均

2
.6

±
標
準
偏
差

2
.1
）
（
平
均

2
.6

±
標
準
偏
差

2
.4
）

（
平
均

5
.0

±
3

.7
）

（
平
均

4
.5

±
3

.3
）

（
平
均

3
.6

±
2

.4
）

（
平
均

2
.6

±
2

.0
）

（
平
均

2
.7

±
2

.5
）

（
平
均

3
.6

±
3

.3
）

A
D
H
D
（
＋
）

（
－
）

A
D
H
D
（
＋
）

A
D
H
D
（
－
）

A
D
H
D
（
＋
）

（
－
）

（t
 =

 0
.1

0
, p

 =
 0

.9
2
 ）

1
8

第
1

7回
発
達
性
デ
ィ
レ
ク
シ
ア
研
究
会
（

2
0

1
7年

7月
2
日

於
島
根
）

第
1

7回
発
達
性
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
研
究
会
（

2
0

1
7
年

7
月

2日
於

島
根
）

A
D
H
D
併
存
の
有
無
で
、
流
暢
性
に
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た

A
D

H
D
併
存
の
流
暢
性
に
与
え
る
影
響
（稲

垣
式
音
読
検
査
で
の
比
較
）

-5
.0

0.
0

5.
0

10
.0

15
.0

20
.0

（
t

=
 0

.1
5
  
,p

 =
 0

.8
8
 ）

（
t 

=
 -

0
.6

6
 ,p

 =
 0

.5
1
 ）

（
t 

=
 -

0
.4

2
 ,p

 =
 0

.6
8
 ）

単
音

有
意
味
語

無
意
味
語

単
文

（
平
均

2.
4

±
4

.6
）

（
平
均

2.
4

±
3

.3
）

（平
均

1.
8

±
2

.6
）

（平
均

1.
6

±
4

.5
）

（平
均

0.
6

±
1.

8）

（平
均

1.
0

±
2

.0
）

（平
均

0.
7

±
2.

2）
（平

均
0.

9
±

1.
4）

A
D
H
D
（
＋
）

（
－
）

A
D
H
D
（
＋
）

（
－
）

A
D
H
D
（
＋
）

（
－
）

A
D
H
D
（
＋
）

（
－
）

A
D
H
D
（
＋
）

A
D
H
D
（
－
）

（
t

=
 0

.0
1
, p

 =
0
.9

9
 ）

1
9

第
17
回

発
達
性
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
研
究
会
（

2
01

7年
7月

2日
於

島
根
）

A
D

H
D
併
存
の
正
確
性
に
与
え
る
影
響
（稲

垣
式
音
読
検
査
で
の
比
較
）

A
D
H
D
併
存
の
有
無
で
、
正
確
性
に
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た

S
TR

AW
-
R

（
標

準
読

み
書

き
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

）
S
t
a
nd
a
r
di
z
ed
 
Te
s
t
 f
o
r 

A
ss
e
ss
i
n
g 

t
he
 
Re
ad
i
n
g 
a
n
d 
W
ri
t
in
g
(
Sp
e
ll
i
ng
)
 A
t
t
ai
n
me
n
t 

o
f
 
Ja
p
a
ne
s
e 
C
hi
l
d
re
n
 a
n
d 

A
do
l
e
sc
e
nt
s
:A
cc
u
r
ac
y

an
d
 F
l
ue
n
c
y

読
み

・
平

仮
名
（
１

文
字

・
単

語
）

・
カ

タ
カ
ナ
（

１
文

字
・

単
語
）
★

・
漢

字
（
１
文

字
・

単
語

）
★

・
文

章
（
長
文

）
★

書
き

・
平

仮
名
（
１

文
字

・
単

語
）
★

・
カ

タ
カ
ナ
（

１
文

字
・

単
語
）
★

・
漢

字
（
１
文

字
・

単
語

）
★

イ
ン
テ
ル
ナ
出
版
株
式
会
社

宇
野
彰
、
春
原
則
子

他

★
稲
垣
式
音
読
検
査
と
の
相
違
点

①
カ
タ
カ
ナ
・漢
字
の
読
み

②
書
き

の
評
価
が
で
き
る
。

書
き
の
正
確
性

（
正
し
く
書
け
る
か
）

読
み
の
流
暢
性

（
ス
ラ
ス
ラ
と
読
め
る
か
）

読
み
の
正
確
性

（
正
し
く
読
め
る
か
）

2
0
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正
答
数

同
学
年
平
均

標
準
偏
差

ひ
ら
が
な

１文
字

18
/
2
0
個

19
.8
±
0
.6

-
3
.0
S
D

単
語

2
0
/
2
0
個

19
.7
±
2
.0

0
.2
S
D

カ
タ
カ
ナ

1文
字

13
/
2
0
個

19
.9
±
0
.5

-
2
.3
S
D

単
語

8
/
2
0
個

19
.2
±
2
.4

-
4
.7
S
D

漢
字

単
語

0
/
2
0
個

14
.6
±
5
.4

-
2
.7
S
D

A
D
H
D
・Ｄ
Ｃ
Ｄ
を
併
存
す
る
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
（
12
歳
男
児
）
の
書
字
の
評
価

2
1

※
D
C
D
=
発
達
性
協
調
運
動
障
害

細 部 で 形 態 の 誤 り が

み ら れ る

拗
音
の
誤
り
が
み
ら
れ
る

2
2

A
D
H
D
・Ｄ
Ｃ
Ｄ
を
併
存
す
る
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
（
12
歳
男
児
）
の
書
字
の
評
価

（
そ

の
他

読
み

書
き

に
関
す

る
能

力
を

み
る

検
査

）

評
価

項
目

理
解

語
彙

の
評

価
→

ど
れ

だ
け

言
葉

を
知
っ
て
い
る
か

Ｐ
Ｖ

Ｔ
-
Ｒ

絵
画

語
い

発
達

検
査

日
本
文
化
科
学
社

上
野
一
彦
、
名
越
斉
子

他

2
3

Ｗ
Ａ

Ｖ
Ｅ

Ｓ
「

見
る

力
」

を
育

て
る

ビ
ジ
ョ

ン
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

評
価
項
目

・
眼
球
運
動

→
ス
ム
ー

ズ
に
読
む

・
視
知
覚

→
文
字
を

正
確
に
捉
え
る
、
書
く

・
目
と
手
の

協
応

→
文
字
を

正
確
に
書
く

学
研

奥
村
智
人

他

2
4
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U
R
AW
SS

-E
ng
li
sh

（
中

学
生

の
英

単
語

の
読

み
書
き
の
理
解
）

評
価

項
目

・
英

単
語

の
理

解
、

書
字

・
音

声
理

解
と

文
字

理
解

で
の
比
較

・
英

語
表

記
、

仮
名

表
記

で
の
比
較

株
式
会
社
a
ta
cL
a
b
村
田
美
和

他

2
5

評
価
を
も
と

に
子
ど
も
の
一

人
ひ
と
り
に
あ
っ
た

支
援

・
療

育
を
実

施

支
援
機
器

、
デ
イ
ジ
ー

教
科

書
な
ど
の
代

替
方

法
の
提
案

語
彙

力
・
言

語
能

力
の

向
上

拡
大
プ
リ
ン
ト

､わ
か
ち
書

き
ふ
り
が
な
を
ふ

る
な
ど
の

読
み
の
表
記
の
配

慮

音
韻

意
識

の
促

し
読

み
の

ル
ー

ル
の

指
導

学
習
量
・
段
階

の
調
整

学
校
と
の
連
携

な
ど
の

環
境
調
整

読
み
書
き
能

力
に
対
す

る
ア
プ
ロ

ー
チ

学
習
面
の

環
境
設
定

に
関
わ
る
ア

プ
ロ
ー
チ

文
字

・
漢

字
の

形
態

認
知

、
意

味
理

解
の

促
し

e
tc
…

e
tc
…

2
6
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2
0
1
8
/7
/2
3 1

支
援
機
器
グ
ル
ー
プ
教
室

グ
ル
ー
プ
指
導
で
言
語
聴
覚
士
と
し
て
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

（
学
校
現
場
で
も
活
用
で
き
る
ア
プ
リ
の
紹
介
）

平
谷
こ
ど
も
発
達
ク
リ
ニ
ッ
ク

言
語
聴
覚
士

堀
内
萌

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
け
る
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
児
童
の
指
導

①
言
語
個
別
指
導
の
場
で
の
D
D
（
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
）
支
援

➣
語
彙
の
拡
大
・
音
と
絵
の
意
味
づ
け
・支
援
機
器
の
活
用

②
支
援
機
器
グ
ル
ー
プ

③
学
習
支
援
室

【
本
日
の
流
れ
】

◎
支
援
機
器
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て

◎
実
際
の
取
り
組
み

➢
iP
ad
・
メ
ー
ル
を
活
用
す
る
目
的

➢
指
導
の
目
的

◎
今
後
の
課
題

支
援
機
器
グ
ル
ー
プ

【
目
的
】

◎
読
み
書
き
の
苦
手
さ
に
対
し
、
iP
ad
の
活
用
方
法
を
学
ぶ

◎
他
児
と
の
交
流
を
図
る

概
要

➢
開
催
日

月
１
回
（
土
曜
日
）

➢
対
象

①
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
て
学
習
障
害
（
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
）
と
診
断
を
受
け
て
い
る

②
支
援
機
器
を
学
習
の
補
助
と
し
て
取
り
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る

③
グ
ル
ー
プ
活
動
へ
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
る

上
記
の
①
～
③
が
当
て
は
ま
る
小
学
校
3
年
生
～
中
学
校
3
年
生
の
お
子
様

➢
担
当
者

河
野

俊
寛
（
言
語
聴
覚
士
）
：
金
沢
星
稜
大
学
人
間
科
学
部
教
授

堀
内

萌
（
言
語
聴
覚
士
）
：
平
谷
こ
ど
も
発
達
ク
リ
ニ
ッ
ク

高
塚

真
緒
（
言
語
聴
覚
士
）
：
平
谷
こ
ど
も
発
達
ク
リ
ニ
ッ
ク
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2
0
1
8
/7
/2
3 2

支
援
の
ス
テ
ッ
プ

参
加
の
検
討

ベ
ー
シ
ッ
ク
G

参
加
人
数
：1
1名

担
当
者
：

河
野
・
堀
内
・
高
塚

1
3
:2
0～
14
:2
0

ベ
ー
シ
ッ
ク
+
G

参
加
人
数
：3
名

担
当
者
：

河
野
・
高
塚
・
（堀
内
）

1
4
:3
0～
15
:3
0

ア
ド
バ
ン
ス
G

参
加
人
数
：3
名

担
当
者
：

河
野
・
高
塚
・
（堀
内
）

1
5
:4
0～
16
:4
0

ア
ド
バ
ン
ス
+
G

昨
年
度
参
加
人
数
：3
名

（
※
今
年
度
は
未
開
催
）

ス
タ
ー
ト

ゴ
ー
ル

メ
ー
ル
で
の
課
題
確
認
、

返
信
の
方
法
、
ひ
ら
が
な

5
0
音
・
キ
ー
ボ
ー
ド
・
フ

リ
ッ
ク
入
力
な
ど
の
入
力

操
作
を
学
び
、
読
み
書
き

の
苦
手
さ
に
対
し
、
活
用

で
き
る
ア
プ
リ
に
一
通
り

体
験
す
る
。

ベ
ー
シ
ッ
ク
G
と
同
様
の

内
容
を
行
う
。

担
当
者
や
保
護
者
の

支
援
量
を
減
ら
し
、
1
人

で
取
り
組
む
時
間
が
増

え
る
。

最
初
か
ら
最
後
ま
で
、

1
人
で
課
題
に
取
り
組

み
、
課
題
の
最
後
に
自

分
の
考
え
の
発
表
す
る
。

宿
題
の
持
参
や
教
科

プ
リ
ン
ト
の
検
索
か
ら

始
め
、
お
子
様
が
活
用

で
き
る
ア
プ
リ
の
選

択
・
決
定
を
行
い
、
取

り
組
む
。

参
加
に
あ
た
り
、
お
子
様

に
支
援
機
器
グ
ル
ー
プ

に
つ
い
て
の
説
明
を
行
う
。

「
iP
ad
な
ど
の
代
用
機
器

が
自
分
に
必
要
な
理
由
」

を
知
り
、
自
分
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、

参
加
の
有
無
に
つ
い
て

は
、
お
子
様
の
意
見
を

尊
重
す
る
。

グ
ル
ー
プ
指
導
の
流
れ
（
月

1
回
）

①
•
課
題
を
メ
ー
ル
に
て
送
信
（
※
事
前
に
送
信
）

②
•
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し
、
課
題
の
説
明
・活

用
ア
プ
リ
の
紹
介
（
5分
）

③
•
各
自
、
課
題
に
取
り
組
む
（
40
分
）

④
•
メ
ー
ル
に
て
課
題
を
提
出
（
10
分
）

•
活
動
の
お
さ
ら
い
（
5分

）
⑤

実
際
の
取
り
組
み

（
ベ
ー
シ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
）

①
メ
ー
ル
に
て
課
題
を
確
認

②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い
て
説
明
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2
0
1
8
/7
/2
3 3

実
際
の
取
り
組
み
（

s
im

p
le

 m
in

d
の
活
用
）

③
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
課
題
に
取
り
組
む

実
際
の
取
り
組
み

④
メ
ー
ル
に
て
課
題
を
提
出

実
際
の
取
り
組
み

（
ア
ド
バ
ン
ス

+
グ
ル
ー
プ
）

①
撮
影

②
回
答

③
完
成

iP
a
d
・
メ
ー
ル
の
活
用
に
つ
い
て

【
iP
ad
】

◎
1
台
で
さ
ま
ざ
ま
な
お
子
様
の
読
み
書
き
の
苦
手
さ
に
対
応
す
る
こ
と
が
出
来
る

◎
他
者
に
頼
る
こ
と
な
く
、
1
人
で
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
る

◎
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
、
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
る

【
メ
ー
ル
】

◎
何
度
も
見
返
し
、
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る

◎
集
団
の
中
で
も
、
個
別
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
出
来
る

◎
他
者
の
意
見
に
左
右
さ
れ
ず
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
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2
0
1
8
/7
/2
3 4

指
導
の
目
的

◎
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
を
高
め
る

自
分
の
苦
手
な
こ
と
へ
の
対
処
方
法
を
学
び
・
身
に
着
け
る

◎
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
の
獲
得

学
校
や
家
庭
を
想
定
し
、
他
者
と
の
関
わ
り
方
を
学
ぶ

◎
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

仲
間
か
ら
刺
激
を
受
け
、
自
分
の
行
動
を
振
り
返
り
、
自
己
認
識
を
高
め
る

文
字
を
読
む
こ
と
が
苦
手
➢
読
み
上
げ
機
能
を
活
用
す
る

文
字
を
書
く
こ
と
が
苦
手
➢
音
声
入
力
・
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
を
活
用
す
る

忘
れ
物
が
多
い
・
見
通
し
を
持
っ
た
行
動
が
苦
手
➢
確
認
す
る
こ
と
を
習
慣
化
す
る

課
題
に
取
り
組
む
中
で
、
「
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と

挙
手
し
て
他
者
に
援
助
を
求
め
る

写
真
を
撮
ら
せ
て
も
ら
う
際
に
、
「
写
真
撮
っ
て

も
い
い
で
す
か
」
と
確
認
す
る

何
を
す
る
か
分
か
ら
な
い
場
合
に
、
他
児
の
様

子
を
見
て
真
似
を
す
る

保
護
者
の
意
見

「子
供
が
自
分
で
考
え
な
が
ら
取
り
組
む
様
子
が
見
ら
れ
て
、
と
て
も

嬉
し
い
。
ま
た
、
知
る
・
学
ぶ
・
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
子
供
だ
け

で
は
な
く
保
護
者
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
」

「読
み
書
き
の
苦
手
さ
に
対
し
て
、
iP
ad
の
具
体
的
な
活
用
方
法
が
分

か
る
。
振
り
返
る
た
め
の
プ
リ
ン
ト
も
も
ら
え
る
た
め
助
か
る
。
」

今
後
の
課
題

学
校

家
庭

平
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク

お
問
い
合
わ
せ

支
援
機
器
グ
ル
ー
プ

h
ir
at
an
i.i
p
ad
@
gm
ai
l.c
o
m
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デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
児
童
を
対
象
と
す
る

学
習
支
援
室

竹
内
正
宏

1

で
き
た
！
わ
か
っ
た
！

→
学
ぶ
楽
し
さ

友
達
が
で
き
る

→
 ふ
れ
あ
う
喜
び

学
ぶ
力
・
友
達
と
か
か
わ
る
力
の
基
盤

３
つ
の
ね
ら
い

2

学
ぶ
力
・
友
達
と
か
か
わ
る
力
の
基
盤

・
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー

・
注
意
力

・
集
中
力

・
や
る
気

・
続
け
る
力

・
が
ま
ん
す
る
力

・
て
い
ね
い
さ

・
負
け
を
受
け
入
れ
る
力

な
ど

3

対
象
と
な
っ
た
児
童

の
べ

1
7
名
（

2
0
1
7

.6
～

2
0
1
8

.3
)
男

1
6
女

1

低
(小

１
～
２

) 
中

(小
3
～
４

) 
 高

(小
５
～
６

)

各
グ
ル
ー
プ
４
～
６
名

診
断
名

D
D

1
6

書
字
障
害

1

併
存
症
（

A
D

H
D

1
2

  
A

S
D

9
)

学
校
に
お
け
る
在
籍

通
常
学
級

1
4
（
通
級

5
）
特
支
学
級
３

4
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元
教
員

心
理
士

言
語
聴
覚
士

特
別
支
援
教
育
専
攻
の
大
学
生

ス
タ
ッ
フ

5

活
動
内
容

時
間

週
1
回

1
7

:0
0
～

1
8

:3
0

内
容

１
ア
タ
マ
げ
ん
き
学
習

2
宿
題

３
な
か
よ
し
遊
び

6

ど
こ
ど
こ
（
ア
タ
マ
げ
ん
き
学
習
）

7

ど
こ
ど
こ
（
ア
タ
マ
げ
ん
き
学
習
）

「
ど
こ
ど
こ
」（
騒
人
社
）よ
り

8
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9
1
0

こ
の
教
材
の
良
さ
は
、
全
体
像
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
部
分
的
な
特

徴
（
色
、
形
な
ど
）
を
ど
う
見
れ
ば
よ
い
の
か
が
考
え
ら
れ
て
、
わ

か
る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
。
こ
の
絵
を
何
回
も
見
て
繰
り
返
し
や
る

こ
と
で
、
ど
う
や
っ
て
探
し
た
ら
良
い
か
わ
か
る
。
要
す
る
に
視
覚

的
な
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
が
上
が
り
、
探
し
方
の
訓
練
に
な
る
。
す

る
と
処
理
速
度
が
上
が
っ
て
く
る
。

Dr
．
宮
尾
益
知

医
学
博
士

ど
ん
ぐ
り
発
達
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

「
さ
が
し
て
ど
こ
ど
こ
」
で
は
、
文
章
で
書
い
て
あ
る
問
題
を
解
く
の

で
、
二
次
記
憶
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
文
章
理
解
能
力
を
高
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
だ
ん
だ
ん
難
し
い
課
題
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
時
間
が
か
か
る
課
題
が
苦
手
な
子
も
、
長
時
間
取

り
組
む
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
脳
の
基
本
的
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
あ
る
一
時
記
憶
と
二
次
記
憶
を
鍛
え
、
文
章
の
理
解
を
促
す

こ
と
の
で
き
る
大
変
す
ぐ
れ
た
教
材
で
す
。

Dr
．
安
原
昭
博

医
学
博
士

安
原
子
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

1
1

五
色
百
人
一
首
（
ア
タ
マ
げ
ん
き
学
習
）

・
ル
ー
ル
を
守
る
力

・
言
葉
の
リ
ズ
ム

・
文
字
を
読
む
力

1
2
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五
色
百
人
一
首

・
ル
ー
ル
を
守
る
力

・
言
葉
の
リ
ズ
ム

・
文
字
を
読
む
力

五
色
名
文
格
言

暗
唱
か
る
た

1
3

T
O

S
S
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
材

五
色
百
人
一
首

・
名
文
・
格
言
暗
唱
か
る
た

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
か
る
た

・
ル
ー
ル
を
守
る
力

・
文
字
を
読
む
力

・
か
か
わ
る
力

・
生
活
習
慣

1
4

T
O

S
S
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
材

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
か
る
た

M
IM
（
低

ア
タ
マ
げ
ん
き
学
習
）

1
5

海
津
亜
希
子

(2
0
1
0
).
 多
層
指
導
モ
デ
ル
Ｍ
ＩＭ
読
み
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
指
導
パ
ッ
ケ
ー
ジ
：
つ
ま
ず
き
の
あ
る
読
み
を
流
暢
な
読
み
へ

学
研
教
育
み
ら
い

２
宿
題

1
6
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ス
ペ
シ
ャ
ル
課
題
（
２

宿
題
が
終
わ
っ
た
ら
）

1
7

（
公
財
）
日
本
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会

情
報
セ
ン
タ
ー

デ
イ
ジ
ー
教
科
書
担
当
宛

E-
M
ai
l：
d
ai
sy
_c
@
d
in
f.
n
e.
jp

常
用
漢
字
筆
順
辞
典
：無
料

ス
ペ
シ
ャ
ル
課
題
（
２

宿
題
が
終
わ
っ
た
ら
）

ノ
ー
ト
を

ゆ
っ
た
り

て
い
ね
い
に

書
く
練
習

1
8

３
な
か
よ
し
遊
び

す
ご
ろ
く

ふ
れ
あ
い
囲
碁

風
船
バ
レ
ー

大
根
ぬ
き

並
び
っ
こ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

な
ど

1
9

で
き
た
！
わ
か
っ
た
！
（
学
ぶ
楽
し
さ
）

保
護
者
の
願
い

漢
字
、
計
算
、
読
み
書
き

個
別
対
応
の
試
み

成
果
と
課
題

2
0
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個
別
デ
イ

（
課
題
へ
の
対
策
）

国
語

B

問
題

特
殊

音
韻

漢
字
の

練
習
法

算
数
教

科
書
の

使
い
方

2
1

友
達
が
で
き
る
（
ふ
れ
あ
う
喜
び
）

表
情
が
暗
い
、
学
校
で
友
達
の
い
な
い
子

保
護
者
「
子
供
が
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

成
果
と
課
題

2
2

学
ぶ
力
・
友
達
と
か
か
わ
る
力
の
基
盤

成
果
の
見
え
に
く
さ

成
果
と
課
題

2
3

資
料
：平
谷
こ
ど
も
発
達
ク
リ
ニ
ッ
ク
学
習
支
援
室
の
歩
み

１
）
不
器
用
な
子
ど
も
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
遊
び
の
教
室
（
平
成
5
年

6
月

隔
週
土
曜
日
。
於
療
育
セ
ン
タ
ー
）

２
）
嶺
南
ス
ポ
ー
ツ
教
室

（
①
の
嶺
南
支
部
と
し
て
H
1
1
年
秋
敦
賀
市
で
開
設
）

（
嶺
南
教
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
堅
田
先
生
と
協
力
し
て
開
催
そ
の
後
独
自
の
発
展
を
遂
げ
る
）

３
）
は
ぐ
く
み
療
育
教
室
開
設

（
平
成
9
年
8
月
よ
り
開
催
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
加
え
て
福
井
駅
近
く
に
一
軒
家
を
借
り
て
、
毎
日
1
6
時
～
1
8
時
学
習
塾
開
催

利
用
者
の
保
護
者
が
グ
ル
ー
プ
を
作
り

→
LD
親
の
会
お
よ
び
ア
ス
ペ
の
会
が
発
足

は
ぐ
く
み
療
育
教
室
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て
い
た
が
、
建
物
老
朽
化
に
よ
り
後
に
閉
鎖

４
）
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
で
の
学
習
支
援

①
作
文
教
室
な
ど
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
た
が
、
長
続
き
さ
せ
る
こ
と
が
困
難

②
学
研
教
室
と
し
て
学
習
教
室
開
催
（
大
手
学
習
塾
と
の
連
携
に
期
待
し
た
が
講
師
が
見
つ
か
ら
ず
閉
鎖
）

③
紙
芝
居
の
津
田
節
子
先
生
の
支
援
で
学
習
教
室
開
催
（
2
年
で
閉
鎖
：
教
室
の
目
的
が
曖
昧
）

④
竹
内
先
生
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
2
0
1
7
.5
よ
り
現
学
習
支
援
室
開
催

順
調
に
発
展
し
て
い
る
。

５
）
学
習
支
援
室
の
課
題

2
4
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